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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
























口絵・本文イラスト　小河原　亮










　目次










序章

第１章　赤鱗擬獣ガレス

第２章　獣の女

第３章　アッザム市第17教区

第４章　蟲むしの女

第５章　甲殻擬獣ラザルスⅡ

エピローグ







　あとがき
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　かつて、錬れん金きん術じゆつ師しと呼ばれる人々が存そん在ざいした。

　その起き源げんは人類が製せい鉄てつ技ぎ術じゆつを手にした古いにしえの時代に溯さかのぼると言われるが、定さだかではない。

　いずれにせよ──熱の力で刻こく々こくと姿すがたと性せい質しつを変える金きん属ぞくの神しん秘ぴに心こころ惹ひかれ、単なる冶や金きん技術者や工こう芸げい家かでは飽あき足たりなかった一いち群ぐんの賢けん者じやたちがいたことは事実である。

　彼らは金属変へん成せいの研究を通して物ぶつ質しつにひそむ化か学がく的てき性質を見いだし、さらには物質と宇う宙ちゆうの神しん秘ぴを体現する究きゆう極きよくの真しん理り『賢者の石』を夢む想そうした。

　長い歴れき史しの中で、彼ら錬金術師に対する毀き誉よ褒ほう貶へんは著いちじるしい。

　ある時代では山やま師し・ペテン師の類たぐいと同どう一いつ視しされ、また一いつ神しん教きよう権けん力りよくの支し配はいした時代には異い端たんの徒ととして魔ま導どう師しや異い教きよう徒と共々大だい弾だん圧あつを受けた。

　だが、今からおよそ百年前──エキドナ大陸の西の果はて、三つの大島からなるヴァリシニア王国に出現した一人の錬金術師がその後の歴史を書き変えた。

　その男の名を、ゼルファナスという。

　彼はそれまで多くの賢者たちがその存在のみを予よ測そくしていた第だい五ご元げん素そ──宇宙空間に普ふ遍へん的てきに充じゆう満まんするエーテルの抽ちゆう出しゆつに成せい功こうし、さらには抽出したエーテルを『疑ぎ似じ精せい霊れい』という形で実じつ相そう世せ界かいの物理的なエネルギーに変へん換かんすることで、いかなる魔導師も及およばぬ強力な『力オプス』を手にしたのである。

　ゼルファナスが錬金術をベースに理り論ろん化かし体たい系けい化かしたエーテル応おう用よう化学──すなわち『異い術じゆつ』の力によって、それまで未み開かいの島しま国ぐにと大陸諸しよ国こくから蔑さげすまれていたヴァリシニアは極きわめて短期間のうちに高こう度どな都と市し文ぶん明めいを築きずき上げるまでに至いたった。

　大錬金術師が目め指ざした次なる目標は、エーテルの力を利用して人じん工こう生せい命めい──人と同じ魂たましいをもつ疑似人間ホモ・フアルサスを生み出すことだった。

　神かみが自みずからに似にせて人を造つくり出したごとく、人は自らを模もしてより完全な生命体を創そう造ぞうすることで新たな神となる──『賢者の石』の探たん求きゆうと並ならんで錬金術師の至し高こうの目もく標ひようであるところの『ホムンクルス』の誕たん生じようを、彼はまさに自らの手で実じつ現げんしようとしたのだ。

　だが、研究は最悪の形で失しつ敗ぱいした。

　研究の過か程ていで生み出された知ち恵えなき疑似生物の暴ぼう走そうがゼルファナスの命を奪うばい、そしてヴァリシニアにかつてない災さい厄やくをもたらしたのだ。

　獣けもの、鳥とり、昆こん虫ちゆう、爬は虫ちゆう類るい──既き存そんの生物に似せてはいるが、比ひ較かくにならない強きよう靭じんな生命力と奇き怪かいな能のう力りよく、そして凶きよう暴ぼうな闘とう争そう本ほん能のうを備そなえた偽いつわりの生命体──『擬ぎ獣じゆう』。

　小型のもので数百キロ、個こ体たいによっては数百トンにもおよぶ巨きよ大だいな体たい軀くを誇ほこり、単たん性せい生せい殖しよくで急きゆう激げきに繁はん殖しよくする害がい獣じゆうの群むれは疫えき病びようのごとき勢いきおいで王国全土を蹂じゆう躙りんし、多くの都市がこの時廃はい墟きよと化した。

　絶ぜつ滅めつの危き機きに瀕ひんした人類を救すくったのは、皮ひ肉にくなことにやはりゼルファナスの遺のこした異術の力だった。エーテル研究の産さん物ぶつ──『エメラルド・タブレット』と呼ばれる結けつ晶しよう体たいを体内に移い植しよくした者たちが、『異術師』として擬獣災害に立ち向かったのである。

　そして百年の後──擬獣たちとの闘とう争そうを生き延のび、辛かろうじて災害以前のレベルにまで復ふつ興こうを遂とげつつあるヴァリシニアの民たみの間に、一つの奇き妙みような風ふう聞ぶんが広まっていた。

　エーテルの発見者にして稀き代だいの錬金術師ゼルファナス。彼自身は自ら造り出した擬獣の牙きばにかかってあえない最さい期ごを遂げたが、彼がその生しよう涯がいをかけて探求した知ち識しきと技術の全すべてを封ふうじ込めた『遺産』が、この国のどこかに眠っていると。

　その『遺産』を見いだした者こそ、歴史をも変えた錬金術師の継けい承しよう者しや──。




　すなわち、世界すら統すべる力を手に入れると。








第１章　赤鱗擬獣ガレス









「きゃあああああっ!!」

　けたたましい悲ひ鳴めいは、まだ幼おさない少年のものだった。

　年ねん齢れいにして十二、三というところか。

　柔やわらかそうな茶ちや色いろの髪かみに卵たまごをもう少しふっくらさせたような輪りん郭かくの顔、優やさしげな目め鼻はな立だち。

　育そだちの良さそうな紅こう顔がんの美び少しよう年ねんである。

　だが、今は旅たび人びと用の外がい套とうからのぞく華きや奢しやな手足をばたばた振ふり回し、地面から数メートルの空中を舞まいながら声を嗄からして泣なき叫さけんでいた。

　といっても、別に魔法を使って飛んでいるわけではない。

　蝦が蟇ま蛙がえるを心こころ持もちスリムにしたような怪かい物ぶつ──ただし体重五百キロはあろうか──の舌した先さきにからめ取られ、宙を振り回されていたのだ。

　大の男でも泣き喚わめきたくなる状じよう況きようではある。

「ラッセル！　待まってろ、すぐ助たすける!!」

　怪物と少年からおよそ五メートルほどの距きよ離りに駆かけ寄よった長身の男が、少年の名を叫びながら拳けん銃じゆうを引き抜ぬいた。

　暗緑色の野や戦せん服ふくに、肩かたと胸むねを守る簡かん易いなボディアーマーという典てん型けい的てきな傭よう兵へいの出いで立ち。

　まだ二は十た歳ちにならぬ若い男だが、その身のこなしは既すでに実じつ戦せん経けい験けんを積つんだ兵へい士しのものだ。

　若者はリボルバー式の四十五口こう径けいを両りよう手て持ちに構かまえ、怪物に照しよう準じゆんを合わせた。

　──が、少年の身体からだが邪じや魔まになってなかなか狙ねらいが定まらない。

「……くそっ」

　ついに面めん倒どうになったか。

「ちゃんと避よけろよ！」

　無む茶ちやなことをいいながら立て続けに引き金を引く。

　幸さいわいなことに、発射された六発の弾だん丸がんは全弾が少年ではなく怪物に命めい中ちゆうした。

　無む数すうのイボに覆おおわれた外がい皮ひに大口径の銃じゆう弾だんが叩たたき込まれ、音を立てて紫むらさき色いろの体たい液えきが吹ふき出す。

　だが、怪物は動じない。

『ゲェアアア──ッ!!』

　一ひと声こえ唸うなったかと思うと、長大な舌に巻き取った少年の身体をずずず、と口の方に運んでいく。

　尋じん常じようの動物では考えられぬ生命力。さりとて魔物というわけでもない。

『擬ぎ獣じゆう』の名をもって総そう称しようされる、忌いまわしい獣けものたちの一種族。

「た、助けてっ！　食べられちゃうよ～～!!」

「ちっ」

　舌打ちしながら若者は銃のシリンダーを振り出し、素す早ばやく弾だん丸がんを再さい装そう塡てんした。

　しかし、再び構かまえ直す間もなく──

「あーつもう見てらんない！　あたしに任せてっ!!」

　元気のいい声と共に飛び出した小こ柄がらな人ひと影かげが、彼を押おしのけて擬獣の前にすっくと立った。

　若い娘むすめだ。

　擬獣に食われかけている少年、ラッセルよりいくらか年上──といってもせいぜい十四、五歳。

　細身の身体に羽は織おった深しん紅くのケープを、薄うす闇やみの中にも鮮あざやかに翻ひるがえしている。

　うなじのあたりで切りそろえられた赤みがかったショートヘア。まだ幼おさなさの抜けない瓜うり実ざね顔の中で輝かがやく大きな瞳ひとみ──美女と呼んでしまうにはいささかあどけないが、負けん気の強そうな美少女である。

　小さな拳こぶしを握にぎり締しめ、擬獣をキッと睨にらみつけた。

「人の弟をエサにしようなんて、全く不ふ届とどきな擬獣ね！　このユピテル様が相手よ！

　安心してねラッセル、いますぐ姉さんが助けてあげるからっ!!」

「ね、姉さん!?　きゃあああ!!　やめてやめて──っ!!」

　少年の悲鳴が、なぜかひときわ高くなる。

　……あんまり嬉うれしくなさそうだ。

　だが少女は全く気にせず、外套代わりのケープを勢いよく脱ぬぎ捨てた。

　シルクのブラウスに丈たけの短いフレアスカートという軽装は、大きな街で学校に通う中流階級の家の娘とさして変わらない。

　ただ一つ奇き妙みようなのは、彼女の額ひたい──眉み間けんの少し上あたり──に張り付いた正逆三角形のプレートの存在だった。

　翠すい玉ぎよくを思わせる緑色の結けつ晶しよう体たい。一いつ見けん髪かみ飾かざりのようにも見えるが、実は額に直接埋うめ込まれたものである。

　細い両手を擬獣に向けてかざし、少女は瞑めい想そうするような半はん眼がんで精神を集中した。

　額の結晶体がまばゆい光を放つ。

　ふいに少女を取り巻く大気が微かすかな赤みを帯おびた──と見る間にそれは彼女の頭上あたりの空間に凝ぎよう集しゆうし、灼しやく熱ねつする炎ほのおの塊かたまりとして具ぐ現げん化かする。

「焼やき尽つくせっ、サラマンデル！」

　次の瞬しゆん間かん、炎は太たい古こに滅ほろびた大型爬は虫ちゆう類るいに似にた形けい相そうに変へん異いし、咆ほう哮こうを上げて擬獣に躍おどりかかった。

　宇宙を構成する基本物質プリマ・マテリア、未知なる第五元素エーテルに『火』の属ぞく性せいを付ふ与よして生み出された疑ぎ似じ精せい霊れいサラマンデル。

　彼女、ユピテルは額のタブレットを通して空間からエーテルを抽ちゆう出しゆつし、地水火風の四大元素を初めとする物理的な『力』として操そう作さする特とく異い能のう力りよく者しや──この時代『異術師』と呼ばれている者たち──の一人なのだ。

　少女の意い志しを刻きざみつけられた炎の元素は生あるもののごとく擬獣にからみつき、骨まで焼き尽くさんと燃え上がった。

『ゲヒィイーツ!!』擬獣は苦く痛つうの叫さけびを上げた。

「ひいいいーっ!!」当然、ラッセルも熱がっている。

　擬獣の全身を覆おおうイボから一いつ斉せいに乳にゆう白はく色しよくの液体が噴ふん出しゆつした。体液の分ぶん泌ぴつによって炎の熱を防ふせいでいるらしい。

　同時に捕ほ食しよく用ようの舌、というより舌先に絡からめ取ったラッセルの身体を分ふん銅どうのようにぶんぶん振り回して反はん撃げきに転じた。

「ぎゃあああぁぁぁあああぁぁぁあああぁぁぁ」

　ラッセルは回されながら悲鳴を上げ続けている。

　横よこ殴なぐりの一撃をとっさに伏ふせてやり過ごし、ユピテルは素す早ばやく立ち上がった。

「アジな真ま似ねするわね！　なら、こっちも手て加か減げんなしよっ！」

　再び額のタブレットが輝き、包つつみ込むように合わせた両の掌てのひらの間にまばゆい光が凝集する。

　抽出したエーテルをやはり主要な元素のひとつ、光子フオトンに変へん換かんしたのだ。

　掌に創つくった仮か想そう的てきな『鏡』の間で反はん射しや・増ぞう幅ふくさせ──次の瞬間、『光の矢』として擬獣めがけて放った。

『ゲァアアア──!?』

　ぼしゅううううっ

　凶きよう暴ぼうなエネルギーが光こう束そくと化して空間を切り裂さき、擬獣の巨体の上半分を一瞬にして吹ふき飛ばした。

　あたり一面に立ちこめる熱気と水すい蒸じよう気き。

　少女は顔を上げ、遠くを見るような表情でふっとつぶやいた。

「勝ったわ……」

「この大バカヤロ──っ!!」

　罵ば声せいを浴あびせたのは、背はい後ごで固かた唾ずをのんで見守っていた傭よう兵へいの若者だった。

「な、何よアルノー？　人がせっかく勝しよう利りの余よ韻いんに浸ひたってるのにぃ」

「やりすぎだっ。ちったあ加か減げんってものを考えろ!!」

「なに手ぬるいこといってるのよ！　戦いは非ひ情じようなものよ、手段なんか選んでたら勝利はおぼつかないわ！」

「だからって弟ごと吹き飛ばすヤツがあるかーっ!?」

「え？……あーっっしまった!!」

　いわれてようやく思い出したか。

　ユピテルは慌あわてて擬獣のいた場所を見回した。

　半なかば炭たん化かし、白はく煙えんを立ち上らせる怪かい物ぶつの死し骸がいのすぐ傍かたわらに──放ほう心しん状態の少年がぺったりと座すわり込んでいた。

　外がい套とうのあちこちが焼け焦こげた惨さん憺たんたる有あり様さま。引きちぎれた擬獣の舌が身体に絡からみつき、まだピクピクと痙けい攣れんしている。

「ぶ、無ぶ事じだったか……」アルノーが胸をなで下ろす。

「ほらね？　あたしだって、そのへんはちゃーんと計算してますって」

「おまえ……いま『しまった』って叫さけばなかったか？」

「終わり良ければ全すべて良し!!　さ、早く介かい抱ほうしてあげなくちゃ☆」

　思いきり何かいいたげなアルノーの視線をさりげなくかわし、ユピテルはぱたぱたと弟に駆かけ寄よった。

　幸いかすり傷や軽い火傷やけどを除のぞけば、ラッセルに大したケガはなかった。

　しかし精神的にはかなりのショックを受けたのか──丸っこい瞳ひとみを虚うつろに見開いたまま、ユピテルたちの言葉に何の反応も示さない。

「……壊こわれちまったかな？　まあ、無む理りもないけど」

「いつものコトよ。まーあたしに任せて！」

「いつもの……？」

　怪け訝げんそうな表情のアルノーをずいっと押おしのけ、ユピテルはラッセルの前にしゃがみ込んだ。

「もしもーし、ラッセルくーん？」

「………」

「やっほー☆　元気ぃ？」

「………」

「お、おい？　やっぱり街に戻って、医者に診みせたほうが……」

　ユピテルは痺しびれを切らしたように、

「こらっ、いつまでボーっとしてんのよ!?　男の子でしょ、しっかりしろぉ!!」

　こつん！

　同時に、少年の瞳の焦しよう点てんがぱっと合った。

「うえええええええん！　こ、怖こわかったよーっ!!」

　目の前にいたユピテルにすがりつき、そのまま火がついたように泣き出した。

「ね？　四十五度の角度で叩たたくのがコツなの」

「古時計の修しゆう理りじゃないんだから……」

　頭ず痛つうを堪こらえるように、アルノーはこめかみを押さえた。




　およそ一か月前──。

　契けい約やく傭よう兵へいとして各地を渡わたり歩いていたアルノーは、廃はい墟きよの街フォラスに棲すみつき通商路を脅おびやかす擬獣たちを排はい除じよするための討とう伐ばつ部隊に雇やとわれた。
















　だが、そこで待ち受けていた巨きよ大だいな怪かい物ぶつ──銀色の擬獣メルティアの襲しゆう撃げきで部隊は全ぜん滅めつ。

　危あやうく命を落としかけたアルノーを救ったのは、別口からの依い頼らいで擬獣退治に来ていた二人組──異ソ術シ師エ協タ会スに属さぬはぐれ異術師のユピテルと彼女の弟ラッセルだった。

　結局、擬獣メルティアはユピテルによって退治されたが、問題はその後だった。

　メルティアの『正体』──意志を持つエーテル生命体ホモ・ファルサスが、ユピテルの身体に憑ひよう依いしてしまったのだ。

　その後訪おとずれた自治都市サブナックで、アルノーと姉弟はさらに奇き怪かいな事件を体験することになる。

　半年間に渡ってサブナック全市を震しん撼かんさせた連続殺人事件──。

　単なる猟りよう奇き犯はん罪ざいと思われたそれに伝説の錬金術師ゼルファナスの『遺産』が絡からんだことで事態は複ふく雑ざつな様よう相そうを呈ていし、アルノーなどはソシエタスに捕とらえられ危うく生せい体たい解かい剖ぼうを受けるところだった。

　あの事件にしても、本当に終わったのかどうか判はん然ぜんとしない。

　なぜなら事件の渦か中ちゆうで彼が関かかわった二人の男女（共にソシエタスの異術師だった）が、その後相あい次ついで行方ゆくえ不明になっているからだ。

　そういうわけで、いくらか後味の悪さは残るが──。

　とりあえず、現在。依然としてメルティアに取りつかれたままのユピテルの身体を元に戻もどすべく、彼ら三人はホモ・ファルサスの創造者であるゼルファナスの『遺産』を求め、冒ぼう険けん者しやよろしくこんな地の底にまで潜もぐり込んでいるのだった。




「まあ、それはともかく……いったい何なんだ？　ここは」

　そういいながら見上げる視線の先に、空は見えない。

　周囲を囲む暗灰色の岩いわ肌はだ。蟻あり塚づかのようにそそり立つ無数の石せき筍じゆん。そして、頭上を圧して垂たれ下がる鍾しよう乳にゆう石せきの群むれ──。

　そこは大きな商館が一つ、軽く収まりそうな広さを有する鍾しよう乳にゆう洞どうの内部だった。

　天てん井じよう付近の裂さけ目からさしこむわずかな自然光がなければ、真の暗くら闇やみに違ちがいない。

「なにって……ゲッヘナの大だい洞どう窟くつよ。来る前に説明したじゃない」

　ようやく気を取り直したラッセルを立ち上がらせ、服に付いた泥どろをはたき落としてやりながらユピテルがいった。

　主に石せつ灰かい岩がん地ち帯たいの地ち層そうを、雨水や地下水が侵しん食しよくして形成される鍾乳洞。

　いわば大地の隙すき間まであるが、時にそれは地底深く網あみの目のように張はり巡めぐらされた、天然の地ち下か迷めい宮きゆうともいうべき広大な空間を築きずき上げることもある。

　いま彼らが立っているゲッヘナ大洞窟もその一つで、ヴァリシニア国内に存在する鍾乳洞では五指に入るほどの規き模ぼを誇ほこっている。

　山やま奥おくに口を開けたほら穴を通して地上と往おう来らいできるが、地下の最深部に冥めい界かいに通じる扉とびらが存在すると固く信じる近在の村人たちは、古いにしえの時代より決してここには近づこうとしなかったという。

　ちなみに現在はあのフォラスの廃墟同様に擬獣の棲せい息そく地域になってしまったので、ある意味で伝説通りの場所といえなくもないが。

「ホント、噂うわさには聞いてたけど大したもんよねー。観光地にすれば、きっと大もうけできちゃうわ。もっとも中の擬獣どもを何とかすればの話だけど……」

「そーじゃなくてだな。こんな場所に潜り込んでどうすんだって聞いてるんだ。おまえたちが捜さがしているのは、あの何とかいう錬金術師──」

「ゼルファナス？」

「そうそう。そいつの遺産なんだろ？　こんな場所に、何か手がかりがあるってのか？」

　それを聞いたユピテルはいたずらっぽく笑い、

「見かけは単なる地下洞窟だけどね、百年以上前の時代、ここには当時の錬金術師たちの秘ひ密みつ工こう房ぼうがあったのよ。今風にいえば研究所ってとこね」

「研究所……こんな穴あな蔵ぐらの中に？」

「その頃はまだアビス教会の力が強かったから、錬金術師はイジめられてたのよ。魔術師や魔神崇すう拝はい者しやなんかと同どう類るい扱あつかいで、火ひ炙あぶりにされた錬金術師も多いって聞くわ」

「まあ……昔の人間にしてみりゃ、錬金術師と魔法使いの区別なんかつかなかったろうからなぁ」

　実はアルノーにも区別がついていない。

　ひょんなことから行動を共にすることになった異術師の少女──ユピテルに出会うまでは、錬金術とは鉛なまりを金きんに変える魔法の一種くらいにしか考えていなかったのだ。

「で、この鍾乳洞が工房として使われていたのは、擬獣災さい害がいの起きる少し前までらしいんだけど──実は、当時の記き録ろくの中にあのゼルファナスの名前も残されてるのよ。これ、ソシエタスの関係者の間じゃけっこー有名な話よ」

「ふんふん。それで？」

「それだけよ」

「なにぃ？」

「まー名前がある以上、ここにいたことは確かなんだから……何か、手がかりの一つも見つかるんじゃないかと思って。要するにダメもとってやつ」

「……ちょっと待て」

「さー道みち草くさ喰くってないで、出発しゅっぱーつ☆」

「こら。ごまかすな」

　そそくさと先を急ごうとしたユピテルの襟えり首くびをぐいっと引き戻もどす。

「きゃん!?　ひっどーい」

「話が違ちがうだろ!?　俺おれは、おまえが自じ信しんたっぷりにいい切るから──」

「だってー。もともとゼルファナスの生前の記録じたい、擬獣災害でほとんど失われちゃってるのよ。たとえ微かすかな手がかりでも、あたってみる価か値ちはあるんじゃない？　それに『何かあるかも』ってだけじゃ、アルノーだってつき合ってくれないと思って……」

「あたりまえだ！　そんなあいまいな情報だけで擬獣の巣すに飛び込んでたら、命がいくつあったって足りないぜ！　ついさっきだって、ラッセルがガマガエルのエサになりかけたろーがっ!?」

「あれはガマガエルじゃなくて、擬獣シュラバよ。冷暗地や湿しめった土地に好んで群ぐん棲せいする小型擬獣の一種で──」

　異ソ術シ師エ協タ会ス発行の図ず鑑かんから仕し入いれたと思おぼしき知ち識しきを、得とく意いげに披ひ露ろうするユピテル。

「ンなこたぁどーだっていいっ!!　俺のいってるのはだなあ……」

「へ、へっちゃらよぉ。擬獣なんか、みーんなあたしがやっつけてやるからっ」

「あんまりヤツらを甘あまく見るなよ。ザコ擬獣の一頭や二頭片付けたくらいで調子に乗るんじゃねえ！」

「……なら、いーわよ」

　ユピテルは目を伏ふせ、拗すねたように口を尖とがらせた。

「元はといえばあたし一人の問題だもん……別に、あんたや弟まで巻き添ぞえにするつもりはないわ。別にいいのよ、無理につき合ってくれなくても」

「いや、俺はそんなつもりじゃ……」

「でも、あたしは行かなくちゃいけないの……『彼女』を、このままにしておくわけにはいかないもの」

「………」

「ラッセル、あんたももういーわ。アルノーと一いつ緒しよに街に戻ってて。

　……今まで、ありがとね」

「ね、姉さん!?」

　おろおろする弟をぐいっとアルノーの方に押おしやり、岩いわ棚だなに置いてあった自分のカンテラを取り上げると、

「じゃーね。サヨナラ」

　ユピテルはぷいっときびすを返すと鍾しよう乳にゆう洞どうの一角──そこには狭せまいほら穴がぽっかり口を開け、さらに奥おくへと続いている──へと歩き出した。

　小こ柄がらな後ろ姿は、すぐに暗い穴の奥に吞のみ込まれた。

「ちぇっ。強ごう情じよう張はりやがって……」

　アルノーは舌打ちし、手近の岩棚に腰こしを下ろした。

　憮ぶ然ぜんとした表情のままポケットをまさぐり、紙巻き煙草たばこを取り出してくわえる。

「ア、アルノーさん……」

「今の話、聞いてたろ？　俺は一いつ服ぷくしたら帰るぜ。おまえはどうする？　一緒に帰るなら送ってやるぞ」

「そんな──それじゃ、姉さんはどうするの？」

「ほっとけよ。お強い異術師さまは、俺たちなんぞ足あし手でまといだってさ」

「そんな、そんな……異術師だろうが何だろうが、こんな場所で女の子の姉さんを置き去りにするなんて……そんなの男らしくない。アルノーさんらしくないよ！」

「うるせーな。俺はしがない傭よう兵へい、正義の味方でも何でもないぜ。まあ、何となく行きがかりでここまでついて来ちまったけど……考えてみりゃ、おまえたち姉弟につき合う義ぎ理りなんか、これぽっちもなかったんだ」

　そこでふと思い出したように、

「だいたいラッセル。おまえ、どうしてあの横おう暴ぼうな姉きにくっついてきたんだ？　まあおまえの立場じゃ実じつ家かにいるのは肩かた身みが狭せまいってのも判わかるけど……それにしたって、この国じゃ王おう宮きゆうすら牛ぎゆう耳じってる異術師の子供だ。多少のことに目をつぶれば、なに不自由ない暮らしができたんじゃねーのか？」

　異術師の少女ユピテルと、彼女の弟ラッセル。

　姉弟はもともと王都モラックスにある異ソ術シ師エ協タ会ス中央本部に所属するある異術師──二人ははっきり言わないが、相そう当とうの大物らしい──の子弟だった。

　幼い頃ころに異術の『力』の源みなもとであり、異術師のシンボルでもある『タブレット』の移い植しよく手しゆ術じゆつを受け、異術学院で徹てつ底てい的てきな英えい才さい教きよう育いくを施ほどこされた姉ユピテル。だが、弟のラッセルは体質的な問題から移植が受けられなかった──つまりは普ふ通つうの人間である。

　異術師になれない息子を養よう子しに出そうとした父親に対し激はげしく反はん発ぱつしたユピテルは、弟を連れて家を飛び出したのだという。

　要するに、二人は家出中の身の上ということになる。

　もっともこれはユピテルから聞いた話なので、アルノーとしては家出につき合わされた弟の方がどう考えているのか、少しばかり興きよう味みがあった。

「ぼ、ぼくは……」

　ラッセルは一いつ瞬しゆんだけ口ごもったが、すぐに頰ほほを赤くして叫さけぶようにいった。

「決まってるじゃないか！　ぼくは姉さんを守らなきゃいけないんだ！」

「へえ？」アルノーは少し驚おどろいたように少年の顔を見た。

「だって……母さんが亡なくなる少し前に、ぼくにいったんだ。姉さんは大人になればきっといい人に巡めぐり逢あうだろうけど、それまではぼくがナイト役を務つとめて、しっかり守ってあげなきゃいけないって……！」

　騎士ナイトという単語を耳にしたとき、アルノーの眉まゆが微かすかにしかめられた。

「おまえな、そんなこといったって……姉きは丸まる腰ごしで擬獣をぶっとばす異術師だぞ。別に誰だれかが守ってやる必要なんかないと思うがな」

「そ、そりゃあ姉さんの力は、異術師としてもちょっと怪かい物ぶつじみてるけど……っていうか、メルティアと合体して本当に怪物になっちゃったけど」

「こらこら」

「でも関係ないよ、そんなの！　姉さんあれでけっこう寂さびしがりやなんです……普ふ段だんはぼくの手前、強つよ気きに振ふる舞まってるけど」

「………」

　アルノーは応こたえない。手にした煙草を、火を点つけるわけでもなく指先で弄もてあそんでいる。

　ラッセルは瞳ひとみいっぱいに涙なみだを溜ためてその様子を見つめていたが、やがて拳こぶしでぐっと拭ぬぐい、深々と頭を下げた。

「ごめんなさい、アルノーさん。ぼくは姉さんと一いつ緒しよに行きます……これまでのご恩は、一生忘れませんから！」

　くちゃっ。若者の手の中で、煙草が潰つぶれた。

「……ちょっと待て。おまえ、何か忘れちゃいないか？」

「え？」

「なにトボけてやがる。金だよ。おまえたち姉弟をここまで護ご衛えいしてきた仕事料！」

「え？　え？」

　呆気あつけにとられるラッセルに、傭兵の若者は険けわしい表情で片手を突つき出した。

「俺がボランティアやってるとでも思ってたのか？　金きん貨か百枚、いや五百枚だ！　今すぐ現金払ばらいだからなっ」

「で、でも……ぼくら、そんな大金……」

「ないのか？　けっ！　ふざけやがって」

　アルノーは勢いよく立ち上がり、少年を追い越こしてほら穴の方に向かった。

「おまえじゃ話になんねー！　あの小こ娘むすめから直接取り立てる！」

「ま、待って！　姉さんだって、そんなお金は──」

「バーカ。『遺産』があるだろうが」

「え？」

「考えてもみろ。あのソシエタスが百年がかりで捜さがし回ってるお宝なんだろ？　だったらユピテルの身体からメルティアを追っ払って、用よう済ずみになったあと──連中に売りつけりゃ大おお儲もうけじゃねーか！」

「い、『遺産』を売る!?……そんなことできるの？」

「交こう渉しようしだいでどーとでもなるさ。よし！　そうと決まったら、俺は『遺産』とやらを見つけるまであきらめないからな。とことんおまえら姉弟につきまとって、必ずモトをとってやるぜ！」

　ラッセルはきょとんとした表情で目をぱちくりさせ──間もなく喜びに顔を輝かがやかせた。

「それって……ひょっとして、ぼくらと一緒に来てくれるってこと!?　これからもずっと──」

「いいか、勘かん違ちがいすんなよ！　これは俺の、つまり傭兵としてのビジネスだ。別にあの小娘が心配だとか、そーゆーんじゃねえからな!!」

　目の端はしの涙を拭いながら、ラッセルが笑った。

「アルノーさんも……けっこう意い地じっ張ばりだと思う。姉さんと同じくらい」

「何かいったか!?」

「い、いえ！」




　ほら穴を抜ぬけると、唐とう突とつに目の前が光に満たされた。

　何時間ぶりかに見上げる空の蒼あおさが目にしみる。

　そこは、切り立った崖がけの中ちゆう腹ふくに開いた横穴の出口だった。

　戯たわむれる小鳥たちのさえずり。谷間を吹き渡る風。そして清々しい水音──。

　高さ百メートルを超こす断だん崖がい絶ぜつ壁べきに四方を囲まれた土地である。

「鍾乳洞の天てん井じようが陥かん没ぼつしてできた谷か……珍めずらしい地形だな」

　眼下には谷底を流れるかなり大きな川と、その両岸に広がる緑の河原──まるで箱はこ庭にわのような眺ながめだ。

　川は崖下に口を開けた大きな岩穴から流れ出し、下流で再び崖の中に吞のみ込まれている。鍾乳洞の中を流れる地下水脈の一部が地上に露ろ出しゆつしたものだろうか。

　見下ろせば、足下には急斜しや面めんながらも細い道がついていた。

「何とか、あの河原までは降りられそうだな……」

「見て！　川のそばに建物がある！」

　ラッセルが大声を上げて指さす。

　山やま奥おくにしては妙みように立りつ派ぱな木もく造ぞう家か屋おくが、五、六棟とう──といっても家屋は大きく傾かしぎ屋根は穴だらけ、住人がいないことは瞭りよう然ぜんである。

　ざっと見渡してみたが、いま自分たちが立っている場所の他、谷底に降りられそうな道や横穴は見あたらなかった。

「秘密の研究所か……なるほどな」

　納なつ得とくしたようにアルノーが独ひとりごちた。

　今から百年以上も昔──至し高こう神しんアビス・ウルを奉ほうじる神聖アビス教会がヴァリシニアの国教として絶ぜつ大だいな力を振るっていた時代。

　アビス教徒による迫はく害がいを恐れ放ほう浪ろうを続けていた錬金術師たちの一団が、自然の戯れが生んだ隠かくれ里ざとともいうべきこの場所に安住の地を見いだしたのだろう。

　川魚を獲とれば外部の社会と隔かく絶ぜつしたままで自じ給きゆう自じ足そくが可能だし、また物質の化学変化を探求する錬金実験に不可欠な、清せい浄じような水にもことかかない。

　最盛期には畑なども作られ、小集落と呼んでいい規き模ぼの人数が生活していたに違ちがいない。

（そしてその中に、ゼルファナスもいた……？）

「姉さん、どこにいっちゃったんだろう？」

　気が気でないという様子で、ラッセルが周囲を見回す。

「そう心配すんなって。ここまで一本道だったんだ。きっとこの先にいるさ」

　その言葉の終わらないうち──。

　廃はい屋おくの窓から、見覚えのある小さな人ひと影かげがひょっこり姿を現した。

「あ！　あんな所に……」

　こちらに気がついたのか、両手を振ってしきりに合あい図ずしている。

「早く早くーっ！　もーっみんな遅おそいんだからぁ！」

「ちぇっ。こっちの気も知らずに……」

　額を指で押さえ、アルノーは深くため息をついた。




「嬉うれしいな☆　やっぱり来てくれたんだ！」

　崖から降りてきた二人の顔を見るなり、ユピテルはにっこり微笑ほほえんだ。

　つられて笑いそうになり、アルノーは慌あわてて咳せき払ばらいしてごまかした。

　あっさり仲なか直なおりするのも何だか癪しやくなので、つとめて無ぶ愛あい想そうに視線をそらす。

「……で、どーなんだよ？　お宝の手がかりは見つかったのか？」

「それがねえ……」

　ユピテルはにわかに表情を曇くもらせ、一枚の紙切れを差し出した。

　上じよう質しつの便びんせんだが、そうとう昔のものなのかすっかり黄ばんでいる。

「なんだ、こりゃ？」

「全部の建物の扉とびらに、一枚ずつ張ってあったわ……」

　張り紙にはソシエタス理事会の許きよ可かを得てこの工こう房ぼう跡あとを調査した旨むねが、極めて事じ務む的てきな文体でタイプされていた。末尾にはそこだけ肉にく筆ひつで『異術師協会アッザム支部　支部長リカード・コリンズ』との署しよ名めいがある。

　アッザムはこの近辺にある自治都市の名である。

　ここ数週間の間、ユピテルら三人が逗とう留りゆうしている街でもあった。

「つまり……先を越こされたってわけか」

「日付を見てよ。調査が実じつ施しされたのは、もう十年以上も前よ」

「考えてみりゃ当然だよなぁ。いちばん『遺産』を欲しがってるのは他ならぬソシエタスなんだから」

　アルノーは苦く笑しようした。

「でもさ、連中が見落とすってこともあるだろ？　いちおう中は調べてみたのか？」

「洗いざらい家捜しされてたわよー。残ってたのは壁かべと柱だけ。ごていねいに床ゆかまで剝はがされてたわ」

「ふうん。連中は見つけたのかな？　『遺産』とやらを」

「運び出された書類や実験器具は……そうね、アッザムあたりで徹てつ底てい的てきに調べられたんでしょうけど……たぶん何も判らなかったんじゃない？　もし『遺産』に関かかわる何かが発見されたなら、あの男の耳に入らないワケないもの」

（あの男？……ああ、父親のことか）

「なーユピテル。前から聞こうと思ってたんだが、おまえら姉弟の親父っていったい──」

　いない。

　いつの間にその場を離はなれたのか、ユピテルは川岸でしょんぼり座すわり込んでいた。

「はあ～～、がっかり」

　膝ひざを抱かかえ込んでかくっ、とうつむく。

「軽けい率そつだったわ……ハナから無意味だったのよ。あんないーかげんな情報をアテにして『遺産』を見つけだそうだなんて……」

（だから、俺はそういったろーがっ）

　アルノーは思ったが、当人の落ち込みぶりを前にしてさすがに口に出せない。

「ね、姉さん……」

　ラッセルが心配そうに隣となりに寄り添そった。

「気を落としちゃダメだよ。ここで見つからなくたって、ゼルファナスが関係した工房跡は他にいくつも……」

〈やめておけラッセル。こいつに同情したところで、増ぞう長ちようさせるだけだ〉

「……え？」

〈いつもはわがまま放ほう題だいで仲間を振り回してるくせに、自分が落ち込んだ時は誰かが慰なぐさめてくれると思ってる。いやらしい女だ〉

　がばっ！　ユピテルが顔を上げた。

「ラッセルーッ!!」

　細い眉まゆをめいっぱいつり上げ、弟の襟えり元もとをぐいぐい締しめ上げる。

「あんたっ姉さんに対して何ていいぐさよ!?　今のセリフもー一ぺんいってごらん!!」

「く、苦しいよう！　ぼく何も……」

　川かわ面もの下で、何かの気配が蠢うごめいた。

『ゲェエエエッ』ざばぁっ！

　嗄しわがれた鳴き声と共に、水しぶきを上げて浮上する蝦が蟇まのような擬獣が一頭、二頭、三頭──締しめて八頭。

「さっきのヤツの仲間!?──ラッセル、あんたは建物に隠かくれて！」

　素す早ばやく弟を工房の方に逃がし、ユピテルは擬獣の群に向かい合った。

（風シのル疑フ似イ精ー霊ドを使えばカンタンに片かたづくけど……あれ使うとラッセルたちまで吹ふき飛ばしちゃうからなぁ）

　だが、河原に上陸したガマガエル──いや擬獣シュラバの群は、ユピテルら三人に目もくれなかった。

　しきりにゲェゲェ鳴き交かわしながら、崖方向を目指して一いつ斉せいに飛とび跳はねていく。

　まるで、何かから逃のがれようとするように──。

『グゥオオオ──ッ』

　腹に響ひびくような重じゆう低てい音おんが周囲の断だん崖がいに木こ霊だました。

　谷川の上流にあたる岩穴の周囲に亀き裂れつが走ったかと思うと──岩いわ肌はだを突つき破り、シュラバより遥はるかに巨きよ大だいな擬獣が姿を現した。

　体高二〇メートルを優に越す巨体のフォルムを一ひと言ことで表現するなら「後うしろ肢あしで直立した大型爬は虫ちゆう類るい」というところだが、分ぶ厚あつい胸むな板いたと肩かたから腕うでにかけて[image: 逞]たくましく発達した筋肉はむしろ霊れい長ちよう類るいに近い。

　さらに全身を覆おおう錆さび色いろの鱗うろこは、その一枚一枚が鋼こう鉄てつの防ぼう盾じゆんのようだ。

「えっと、アレは確か大型擬獣の──」

「ガレス!?　なんでこんな所にヤツがいるんだっ」

　ユピテルの蘊うん蓄ちくを遮さえぎり、アルノーがうわずった声で叫んだ。

「あれ？　アルノーってば、あの擬獣のコト知ってるの？」

「知ってるも何も──赤せき鱗りん獣じゆうガレス。傭よう兵へいの仲間うちで最も恐れられてる大型擬獣だ！　ちくしょう、よりによってこんな時に！」

　長大な尻尾しつぽを振り立てて上陸した大型擬獣──ガレスは一声吼ほえると、巨体には似合わぬ素早い動きで手近にいたシュラバの一頭に食らいついた。

　擬獣としては小型といえ、五百キロはありそうな獲え物ものを軽々くわえ上げたかと思うと、ぐしゃりと嚙かみ砕くだいてあっという間に吞のみ込む。

　哀あわれな小型擬獣の最さい期ごは、しかし無む駄だ死じにではなかった。

　逃げ遅おくれた仲間が食われている間、河原に上がった残り七頭のシュラバは何とか崖のそばまでたどり着いたからだ。

　暗灰色の岩肌にべたりと張りつくと、彼らはそこで一斉に体色を変化させて周囲の岩の色に同どう化かした──といっても、よく似た色に変わったというだけだが。

「バッカじゃないのー、あいつら？　あんなチャチな擬ぎ態たいで騙だまされるわけ──」

「いや……騙されてるぞ。しっかり」

　鰐わにを思わせるギョロリとした両眼を細め、ガレスは崖の方角を見回した。

　色の識しき別べつ能のう力りよくが低いのか、それとも単に頭が悪いのか──崖にへばりつき、死んだように息を潜ひそめるシュラバを見分けることができないらしい。

　目の前のエサが突とつ然ぜん消え失うせたことに苛いら立だつような唸うなりを上げ──。

　そして、河原にいる人間たちに振り返った。

「──逃げろ！」

　半なかば強ごう引いんにユピテルの手を引っ張り、アルノーは鍾しよう乳にゆう洞どうへの入り口目指して一いち目もく散さんに走り始めた。

「痛たた！　離はなしてよぉ、あんな擬獣あたしが──」

「バカ！　ガレスの鱗うろこは重じゆう狙そ撃げきライフルの弾たまでも貫かん通つうできねえ。異術師を帯同した部隊が全ぜん滅めつした例だってあるんだ！　かなう相手じゃねーよ」

　が、そこではたと立ち止まり、

「ちょっと待て。ラッセルはどこだ？」

「あーっ！　工こう房ぼうの建物に避ひ難なんさせたまま……」

　河原の方から悲鳴が上がった。

　廃はい屋おくの陰かげに隠かくれていたラッセルが、ガレスの姿を目にして腰こしを抜ぬかしている。

　少年の悲鳴に反応したか──ガレスは進しん路ろを変え、工房跡に向けてのっそりと歩き始めた。

「馬ば鹿かっ声を立てるな！　外がい套とうを被かぶってじっとしてろ！」

「もう手て遅おくれよ！」

　ユピテルはアルノーの手を振り払い、いまきた道を突つっ走った。

　走りながら額のタブレットに意識を集中する。

「くらえ『光の矢』！」

　掌てのひらの中で励れい起きさせた光子フオトンを最大限に増ぞう幅ふくしてガレスめがけて放った。

　一点に対する破は壊かい力りよくでは、彼女が使い得る最強の戦せん闘とう異術である。

　大気を切り裂さいて光こう束そくが走り、擬獣の肩かたあたりに命中して数枚の鱗うろこを吹ふき飛ばす。

　ガレスは一瞬立ち止まり、不思議そうに上体を揺ゆすったが──次の瞬間には何事もなかったように悠ゆう然ぜんと工房跡を目指した。

「そ、そんな──!?」

　ユピテルは唇くちびるを嚙んで絶ぜつ句くした。

　擬獣だった時のメルティアでさえ倒たおした必殺技わざが、まるで通用しない。

　アルノーが拳けん銃じゆうを抜き立て続けに発はつ砲ぽうしたが、全すべて跳はね返された。

　ガレスは気づきすらしない。

〈やれやれ、情けないヤツめ。異術師の力など所しよ詮せんそこまでか〉

「な、何ですってぇ!?　アルノー、あんたドサクサまぎれに何てコトを──」

「へ？　何いってんだ、おまえ？」

〈おまえには任せておけない。ラッセルを守るのは──わたしの役目だ〉

　声は、ユピテルの心に直接語りかけていた。

　──若い女の声だ。

「ま、まさか……！」

　ユピテルはぎょっとしたように立ちすくみ、自分の肩をひしっと抱だきしめた。

「ちょ、ちょっと待ってメルティア！　イヤよ！　それだけはやめてーっ!!」

「おい、ユピテル？　いったいどうし──」

〈替かわれ！〉

　アルノーの目前でユピテルの身体が青白い光を放ち、瞬時にして空中に融ゆう解かいした。

　狭せまい谷間全体にマグネシウムを焚たいたような閃せん光こうが満ちあふれ──。

　次の瞬間、大地を踏ふみしめて銀色の巨きよ人じんが出現した。

　身の丈たけおよそ十八メートル。

　水銀を思わせる滑なめらかな皮ひ膚ふで全身を包んだ巨人の姿は、胸に二つの膨ふくらみを持つ若い女のフォルム──それも理想的なまでに均きん整せいのとれたプロポーションだ。

　硝子ガラスのような白銀の髪が腰こしのあたりまで豊かなウェーヴを描えがいている他、体毛らしきものは一いつ切さい存在しない。

　中高の顔に口や鼻孔といった呼こ吸きゆう器きは見あたらず、白目のない紅玉ルビーのような両眼のみが爛らん々らんと輝かがやいている。

　やや前衛的に表現された、純銀の女性像──ただしそれは紛まぎれもなく生物であった。

「メ、メルティアの──融合体？」

　アルノーが驚きよう愕がくの表情でつぶやいた。

　彼はおよそ一か月前、これに近い存在をサブナックの市街地で目もく撃げきしている。

　だが──。

（あの時はもっと輪りん郭かくのはっきりしない、何だか光の塊かたまりみたいなもんだったが……今度は肉体を持ってるのか？　いったい……いったいどうなってやがんだ？）

　唐とう突とつに現れた巨人を警けい戒かいしてか、擬獣ガレスは巨体を揺ゆすって威い嚇かくするように吼ほえた。

　巨人──メルティアがラッセルのいる廃はい屋おくを庇かばうように立ちふさがると、擬獣の咆ほう吼こうははっきりと殺意を帯おびたものに変わった。

　どうやら巨人のことを、自分のエサを横取りに来た別の擬獣と判断したらしい。

　長い牙きばを剝むき、上体を屈かがめて襲しゆう撃げきのタイミングを図はかっている。

　メルティアが軽く両手を振ると、十本の指先が瞬時に変形し鋭するどい爪そう刃じんと化した。

　同時に、肘ひじの先からもやや湾わん曲きよくした刃物状の突とつ起きが伸びる。

　肉体の一部を変形させて武器として扱あつかうのは、彼女がユピテルを『器うつわ』にした頃から得意とする技だ。

　先に仕し掛かけたのはメルティアの方だった。

　大地を蹴けって走り、やや低い体勢から一気に間合いを詰つめる。

　間抜けなくらい無防備なガレスの懐ふところに飛び込み、喉のど元もとに爪刃で斬きりつけ──。

　だが、銀色の刃はそこで止まった。

「バカっ！　ガレスの鱗うろこは野や砲ほうの直ちよく撃げきさえ跳はね返すんだ。破れっこねえ……！」

　聞こえてないと知りつつ、それでもアルノーは叫んでいた。

　がしっ！　ガレスの前ぜん腕わんがメルティアの細い胴どうを捕とらえた。

　縦に割れた瞳どう孔こうが冷ややかに『彼女』を見つめ──次の瞬間、巨大なあぎとを開いて肩口に牙を食い込ませていた。

　紫色の血が流れ出し、メルティアが苦しげに顔をのけぞらせる。

「………！」

　アルノーは思わず目を逸そらした。

　巨人といってもあくまで人間と比ひ較かくした話で、大型擬獣──しかも体重三百トン級のガレスに比べれば体格的な不ふ利りは歴れき然ぜんとしている。おまけにメルティアが女性型だけに──擬獣同士の闘たたかいと判っていても──まるで人間の女が猛もう獣じゆうに襲おそわれているかのような陰いん惨さんさを覚えた。

　サブナックの街で別の大型擬獣ラザルスと闘った時、メルティアは異術の力でラザルスを倒たおしたが、あの時は『器』であるユピテルの意識が目覚めていたのだという。

　爪刃による格かく闘とう戦せんしか手段のない今の状じよう況きようでは、とても彼女に勝ち目はない。

「くそっ……死ぬなよ、メルティア！」

　アルノーにはどうしてやることもできない。

　ともあれ、ラッセルを救出するため工こう房ぼう跡あとの廃はい屋おくに向かって走り出した。

「アルノーさん!!」

　廃屋の玄げん関かん付近までたどりついたとき、目を真っ赤に泣きはらした少年がすがりついてきた。

「ど、どうしよう……メルティアが殺されちゃうよぉ！」

　見れば、ガレスはメルティアの身体をくわえたまま高々と宙に持ち上げている。

　猫ねこが獲え物ものをいたぶるように二、三度振り回したところで、口を放して川の中に叩たたきこんだ。

　断だん崖がいの上まで届くほどの水柱が上がり、洪こう水ずいのような大波が廃屋のあたりまで押し寄せアルノーたちの足下を洗った。

　水の中でよろよろと立ち上がりかけたメルティアを、今度はガレスの尻しつ尾ぽの一撃が見み舞まった。

　体高にほぼ等しい長さと大たい木ぼくの幹みきのような太さを持ち、加えてしなやかさをも備えた強きよう靭じんな尻尾──ガレスにとってはさしずめ爪つめや牙以上の武器だろう。

　メルティアの細い身体──といっても七、八〇トンはあるはずだが──がひとたまりもなく吹ふっ飛び、対岸にそびえる絶ぜつ壁ぺきに激げき突とつ。

　岩いわ崩くずれを起こしながら地面に落下し、巨人はそのまま死んだように動きを止めた。

『ギャオオオ──ン!!』

　残ざん忍にんな歓かん喜きに満ちたガレスの咆ほう吼こう。

　耳まで裂さけたあぎとを大きく開き、尻尾を高々と振り上げて全身の筋肉をたわめている。

「！　とどめを刺さすつもりか!?」

「やめてぇ──っ!!」

　悲鳴にも似たラッセルの叫さけびなど、血に飢うえた大型擬獣の耳には届かない。

　一直線に谷川を突つっ切り、崖下で半ば落石に埋うもれてぐったりとしたメルティアめがけ砲ほう弾だんのように突とつ進しんした。

　ザシュウッ!!　耳を覆おおいたくなるような不快な音。

　ガレスは動きを止めていた──なぜかメルティアのすぐ手前で。

　擬獣の後頭部──人間でいえば延えん髄ずいにあたる箇か所しよの鱗うろこがめくれ上がり、そこから銀色に輝かがやく五本の刃が生えている。

　ブァシュ──ッ!!

　音を立て、五か所の傷から紫色の体液が噴ふん出しゆつした。

　ゆっくりとメルティアが身を起こした。

　彼女のほっそりした右腕は、肘ひじのあたりまでガレスの口こう腔こうに差し込まれている。

　カウンターで繰くり出した爪そう刃じんを喉のどの奥おくに突き立てていたのだ。

「口の中まで……鱗は生えてねえってことか……」

　アルノーの口から惚ほうけたようなつぶやきが洩もれた。

『グゥアァ!!　ガ、ガ、ンガァーッ!!』

　頭部を串くし刺ざしにされたガレスが奇き妙みような唸うなりを上げ、虚むなしく前腕を振り回す。

　その瞬間。爪刃の間に紫し電でんが走り、擬獣の頭部を跡あと形かたもなく吹き飛ばした。

　生せい体たい電流──体内のエーテルを雷かみなりとして放ほう出しゆつする、ホモ・ファルサスの特とく殊しゆ能力。

　サブナックの闘いでは敵のラザルスが使い苦しめられた能力を、いつのまにか彼女は自らのものとしていたのだ。

　首を失ったガレスの胴どう体たいがグラリとのしかかる。

　メルティアが片足をかけて押しのけると、三百トンの巨体は地じ響ひびきを立てて大地にくずおれた。

　擬獣の女はすっくと立ち上がると、優ゆう雅がともいえる仕草で右腕を一振りし、ガレスの返り血を払はらい落とした。

　断崖の縁ふちに落ちかけた午後の陽光が銀色の肌はだと白銀の髪に映はえ、遠く北方の神話に語られる戦いくさ乙おと女めのごとき神こう々ごうしさで彼女の姿を縁取っている。

　その美しさは、骸むくろと化して大地に横たわる敗者ガレスの姿と残ざん酷こくなほど鮮あざやかな対比をなしていた。

「勝ったんだね!?　メルティアが勝ったんだね!!」

　ラッセルが無む邪じや気きな歓かん声せいを上げながら、アルノーの腕を盛さかんに引っ張った。

「ああ……そのようだな」

（まさか、あのチャンスを狙ねらって……わざと攻せめさせてたってのか？　何てヤツだ）

　傭よう兵へいは顎あごのあたりに流れる汗あせを拳こぶしで拭ぬぐった。

　擬獣の生命力と人の知性を兼かね備そなえた存在──ホモ・ファルサス。

　伝説の錬金術師ゼルファナスの手によってこの世に生を受け、百年の歳さい月げつを経へてついに人間の身体を手に入れた疑似人間メルティア。

　負傷した左肩を押さえているが、闘たたかいのダメージをほとんど感じさせないしっかりした足取りで、巨きよ人じんが近づいてくる。

　川を渡わたりきったところでその巨体は青白い光に包まれ──数秒の後には、紛まぎれもない人間の女性に姿を変えていた。

　ユピテルではない。

　青と黒を基き調ちようにしたワンピースのミニドレスに身を包つつんだ、外見上は二は十た歳ち前後の女。

　女性としてはすらりとした長身と成せい熟じゆくした身体の曲線は、とてもあの小こ柄がらで華きや奢しやな異術師の少女と同一人物とは思えない。

　腰のあたりまで優ゆう雅がに流れ落ちる豊かな銀ぎん髪ぱつ。

　凜りんとして整った白い相そう貌ぼうの中で輝く、少しつり上がり気ぎ味みの赤い瞳ひとみ──。

　身長十八メートルの巨人から一七〇センチ弱の人間の女へと自在に姿を変える『相変異』──これもまた、メルティアの特とく殊しゆ能力の一つであった。

「メルティア──っ!!」

　アルノーが何かいう前に、ラッセルが嬉き々きとして飛び出した。

「ひさしぶりだな、ラッセル」

　赤い瞳が嬉うれしげに細まった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなの？　肩かたのケガ──」

「たいしたことはない。すぐに消えるさ」

　ノースリーブの服からのぞく白い左肩──ガレスの牙きばを受けた箇所に、微かすかな紫むらさきの痣あざが浮ういている。

「でも、でも……ぼくらのために……」

「心配してくれるのかい？　ふふ。嬉しいね」

　銀髪の女は少年の身体を無む造ぞう作さに抱だき上げ、思いきり頰ほおずりした。

「ひゃは！　く、くすぐったいよぉ」

「ん？　相変わらず軽いな。人間は成長しないのか？」

「あれからまだ一か月だもの。そんなに早く大きくなれないってば」

「あーっと、その、ご歓かん談だんのところ悪いんだけどなぁ」

　アルノーの咳せき払ばらいに、メルティアが振り向いた。

　その目から笑えみが消え、仮面のように冷たい無表情へと戻もどる。

「誰かと思えば拳銃男か。なにか用か？」

「な、なんだその『拳銃男』ってのは!?

　俺にはアルノー・ヴェルヌーヴって名があるんだ。きちんと名前で呼べ！」

「知らんな。わたしに銃を向けた男だ、本来なら生かしておけないが……」

　ラッセルを地面に下ろし、

「まあ、この子に免めんじて許してやる。ありがたく思え」

「た、高たか飛び車しやなヤツ……」

　女は顔を上げ、血のような瞳で傭兵を睨にらんだ。

「もし、ラッセルを見捨てて逃げるようだったら……貴様は八つ裂ざきにしていた」

「………！」

　ぞっとするような冷たい視線がアルノーの心臓を凍こおらせる。

　『彼女』は本気だ。

　無意識のうちに、右手が腰の拳銃へと伸びていた。

「アルノーさん！　お願いだから、メルティアを撃うたないで！」

　見かねたラッセルが、傭兵に走り寄って拝おがむように懇こん願がんした。

「彼女は友だちなんだ！　今だって、ぼくらを助けてくれたじゃない！」

「む……それは、まあ……そうだな。うん」

　あいまいに頷うなずきながら、それでも銃から手を放す。

（昔から苦手なんだよなぁ……子ガ供キと動物ケモノって）

　一息ついて気を取り直してから──。

「オーケイ。とにかく……助けてくれたことは礼をいうよ。

　それはそれとして……もう用は済すんだよな？　なら、さっさとユピテルに戻もどってやれ。それはあの子の身体なんだから」

　メルティアの薄うすい唇くちびる──その両りよう端たんがくっとつり上がった。

　擬獣姿の名な残ごりか、尖とがった犬けん歯しの先がわずかにのぞく。

「いやだ」

「……なに？」

「聞こえなかったか？　い・や・だ──といったんだ」

　擬獣の女は片手を腰に添そえ、挑ちよう発はつ的てきな微び笑しようを浮かべて言い放った。








第２章　獣の女









　特に予よ備び知識もなく、初めて訪おとずれる人間の目から見れば、そこはまったく奇き妙みような場所だった。

　そう広くない煉れん瓦が造づくりの部屋。

　一方の壁かべの全面を占しめる本ほん棚だなにぎっしりと詰つめ込まれた革かわ表びよう紙しの書しよ籍せき、あるいは作業机の上に雑ざつ然ぜんと置かれた各種の実験器具──フラスコ、蒸じよう留りゆう器き、レトルト、天てん秤びんなど──を見る限り、医師か科学者の研究室のように思える。

　しかし部屋のほぼ中央に据すえられた金属製の竈かまど、周囲の床ゆかに置かれた鞴ふいごや坩堝るつぼ、ハンマー、金かな敷しきなどの無ぶ骨こつな工こう具ぐ類るいはむしろ鍛か冶じ職しよく人にんの仕事場のようでもあり、さらに少し離はなれた一角には天てん球きゆう儀ぎ、天体望遠鏡、解かい析せき機き関かんなど天文学者が扱あつかうような精せい密みつ機器類が鎮ちん座ざしている。

　錬れん金きん術じゆつ師し──科学者にして魔ま導どう師し、探求者にして実じつ践せん者しやたる者たちの工こう房ぼう。

　もっともその部屋はあくまで古いにしえの錬金術師たちの工房を伝でん統とうに則のつとって再現したものであり、現実に研究施し設せつとして使用されているわけではないが。

　窓の閉め切られた室内は薄うす暗ぐらく、ただ赤々と燃える竈──部屋の使用者たちには『哲てつ学がく者しやの炉ろ』と呼ばれている──の炎ほのおだけが工房の内部と、最さい奥おくの壁に掲かかげられた巨きよ大だいなタペストリーをぼんやり照らし出していた。

　タペストリーに描えがかれているのは、一本の錫しやく杖じように絡からみついた二匹ひきの蛇へび。人類の叡えい智ちの象しよう徴ちようたる『ヘルメスの杖つえ』──ヴァリシニア王国における錬金術師たちの末まつ裔えい、異ソ術シ師エ協タ会スのエンブレムでもある。

　竈のすぐ傍かたわらに置かれた円えん卓たくを囲み、三人の人物が向かい合っていた。

　一人は、あたかも魔導師のような黒いローブに身を包んだ小こ柄がらな男。

　体格こそ貧ひん弱じやくだが、丸まる眼鏡めがねの奥で異様な精せい気きを湛たたえて輝かがやく双そう眸ぼうは、どこか妖よう怪かいめいた迫はく力りよくすら感じさせる。老人のようにも見えるが、年ねん齢れい的てきにはまだ五十を越こえてないようだ。

　球形フラスコの底を思わせる禿とく頭とうの額に埋うめ込まれた緑の結晶体──異術師の証あかし『タブレット』がひときわ目立っていた。

「今朝、サブナック支部からの使いが届けに来たよ。一か月目にしてようやく現物を拝おがめたというわけじゃな」

　黒衣の男──監かん察さつ理り事じゾシモスが、懐ふところから取り出した一枚の硝子ガラス板いたを無造作に差し出した。

　ゾシモスに向かい合った他の二人が、わずかに身を乗り出して硝子板──ここ数年でようやく民みん間かんにも普ふ及きゆうし始めた写しや真しん板ぱん──をのぞき込む。

　ただしそこに焼き付けられたモノクロームの画像は、一見しただけではひどく判わかり辛づらいものだった。

　墨すみで塗ぬりつぶしたような夜空を背はい景けいに、上体を捻ひねって半分ほどこちらに振ふり返った人型の白い影かげ。

　ほっそりした輪りん郭かくはどことなく長い髪かみを垂たらした若い女のようでもあるが、全身が白一色の輝きを放っているため、その容よう貌ぼうはつまびらかでない。

　辛かろうじて、顔のあたりに両眼とおぼしき二つの点が判はん別べつできるくらいだった。

「人間……女性ですか？　画が像ぞうが粗あらくて、よく判りませんが……」

　怪け訝げんそうにつぶやいたのは、ゾシモスとは対たい照しよう的てきに白衣をまとった長身の理事だった。

　年齢はよく判らないが、この場にいる三人の中ではおそらく一番若い。

　やや頰ほほのこけた面おも長ながの相そう貌ぼう。中性的ともいえる顔立ちは同席したゾシモスが気の毒になるくらい整ととのったものだが、蠟ろう細ざい工くのように青白い肌はだが揺ゆらめく炎の照り返しを受けている様は、別の意味でこの世のものならぬ幽ゆう鬼きのごとき印象を与あたえる。

　脂あぶら気けのない白い額には、やはり『タブレット』が移植されていた。

「まず人間ではないな。こいつの手前にあるこの四角い影、三階建ての商しよう館かんじゃよ」

「そうすると……少なく見み積つもって、身長十八メートルの巨きよ人じんですか」

　白衣の異術師──副理事長ジルクリストがため息をついた。

　ふいに片手に持っていた手布を口に当て、ごほごほと咳せき込む。

　外見通り、あまり健康な身体ではないようだ。

「……許せませんね、こういう非常識な生き物は。だいいち、こんな細い骨こつ格かくでどうして自じ重じゆうを支ささえられましょう？」

「医学ギルド出身のおまえさんにゃ面おも白しろくなかろうが、もとより擬ぎ獣じゆうに生物学的な常識なぞ通用せんよ。こいつにしても、肉体を構こう成せいする元素の大半はエーテルじゃろうて」

「擬獣ですか、これが」

「さよう。さしずめヒト型擬獣というところかの」

「これが例のホモ・ファルサス──メルティアの相変異した姿、とおっしゃるわけですな？」

「現地に派は遣けんしていた監かん察さつ官かんからの報告を総合すると、マアそういうことになるがな」

「しかし、報告した当人は殺されてしまったのでしょう？」

「ああ、同行の部下たちと一いつ緒しよにな。まったく嘗なめられたものよ、我わが監察局も」

「厄やつ介かいなことになりましたねえ」

　ジルクリストが眉まゆをひそめた。

「やはり……反乱ですか？　サブナック支部の」

「うむ。我が輩はいも最初はそれを疑ったんだがな……どうも違ちがうようだ。支部に潜もぐり込ませた密みつ偵ていの報告では、アシュモールたちの遺い体たいが発見されたのと同じ日に支部長のレオノーラが行ゆく方えをくらまし──とにかく、支部の連中も途と方ほうに暮くれとるらしい」

「支部長の単独犯行？……いったい、あの街で何が起こったのでしょう」

「現状では何もいえんよ──とはいえこのままじゃ他の地方支部に示しめしがつかん。いずれあそこの幹かん部ぶ連中は全員召しよう喚かんして、査さ問もん会かいで思い切りとっちめてくれるわい」

　鶏にわとりの首でも絞しめるような身み振ぶりを示し、ゾシモスは酷こく薄はくそうな笑いを浮うかべた。

「言葉を慎つつしみたまえ、ゾシモス君。サブナック支部に対する処分は、あくまで理事会の協きよう議ぎで決定される事じ項こうだ」

　釘くぎを刺さすようにいったのは、写真板を取り上げじっと見つめていた第三の人物だった。

　古いにしえの錬金術師の意い匠しようを受け継ぐ茶色いワードローブに身を包み、協会のシンボルである『ヘルメスの杖』をそのまま再現した黄金の錫杖を手にした異術師。

　異術師協会中央本部理事長クレヴィン・シュレディング──異術師にして元素論を専せん攻こうする自然科学の権けん威い。正規の異術師三千余名を基き幹かんとし、技術者・一いつ般ぱん職員・兵士も含ふくめれば総数八万名に及およぶソシエタス全組織を率ひきいる男。

　巨大組織の指導者としては意外に若い、四十代半ばの年ねん齢れい。彫ほり深く聡そう明めいそうな面おも差ざし、頑がん強きような意志によって引き締しめられた口くち許もとは学者というより若き宰さい相しようといって通じる風格を帯びている。

　同席の理事二人に共通する要素──探求者にありがちなどこか浮うき世よ離ばなれした偏へん屈くつさが、彼らの長たる『ケセドの被ひ免めん達たつ人じん』には微み塵じんも見受けられなかった。

「それよりもサブナック市に現れたホモ・ファルサス──いや『融ゆう合ごう体たい』についての意見を聞きたいが。ジルクリスト君？」

「……はっ」

「どう思う。これが古典錬金術でいうところの『哲学の胎たい児じ』──ホムンクルスの前段階と見てよいのかね？」

「おそらくは……ですが、現物を調べてみないことには、確かなことは」

「よろしい。ではゾシモス君。回収の見込みは？」

「い、いや……こいつは姿を現して数分で消しよう滅めつしちまったから……」

「それは残念だな。本来なら擬獣対たい策さくに使うべき人的・物的資源を費ついやしているのは、決して君ら監察局を遊ばせるためではないのだがね？」

「失しつ敬けいな！　いかに対擬獣用の軍ぐん備びを強きよう化かしたところで、所しよ詮せんはその場しのぎ。究きゆう極きよく的てきな解決策は、擬獣を生み出した張ちよう本ほん人にんの『遺産』に求めるしかない──それは理事長、あんたもよくご存じのはずだろうが!?」

「『遺産』を見いだす鍵かぎは、何もホモ・ファルサスだけとは限らない……」

　理事長は写真板を円卓の上に戻もどし、

「アッザム市における探たん索さくはどうなっているのかね？」

「そっちの方なら、心配いらんよ。もうそろそろ、現地に派遣した監察官から報告が届く時期じゃろ」

「ふむ？　そういえば、あの街に送った監察官は──」

「いかにも──我が輩の甥おいっ子じゃよ。弟夫婦が早く亡なくなったんでな、我が輩が面めん倒どうを見てやってる」

「噂うわさはかねがね聞いてますがね。異術学院を首しゆ席せき卒そつ業ぎようされたとか」

　ジルクリストが口を挟はさんだ。

「まあな」

「しかし大だい丈じよう夫ぶですか？　いくら優ゆう秀しゆうといっても、まだ十七歳でしょう」

「なに、仕事を始めるのに若すぎるということはない。しくじって潰つぶれちまえばそれも仕方なし──逆にここで実じつ績せきを上げられるようなら、こちらも本気で後ろ盾だてになってやろうという気にもなるわい」

「なるほど。つまりは将しよう来らいの理事会メンバー候こう補ほですか……それは楽しみですねえ」

「ルスカ君のことなら、娘むすめの口からよく聞いている……本来なら、異術学院を同期で卒業するはずだったからな」

　理事長の何なに気げない一言に、ゾシモスとジルクリストは気まずそうに口ごもった。

「その後……お嬢様たちから、何か連れん絡らくは？」

　腫はれ物に触さわるような口調で、副理事長が尋たずねる。

「何もない」

「もう四か月にはなりますか……そろそろ、各支部に捜そう索さく依い頼らいを出された方が……」

「その必要はない」

「しかし」

「いったろう？　あれらは、自分の意志で家を出たんだ。その結果がどうなろうと……本人たちの負おうべき責任だろうが」
















「そうおっしゃいましても、万一間ま違ちがいがあっては」

「あの子のことは君らも知ってるだろう？　心配ない。滅めつ多たなことでは死なんさ」

「いえ──私は、むしろお嬢様が周囲に与あたえる損そん害がいのことを心配しているのですが」

「………」

「ごほげほごほっ──失敬」

　不ふ愉ゆ快かいそうな顔つきの理事長に睨にらまれ、慌あわてて咳き込んでごまかした。

「……とにかく、これは私の個人的な問題だ。例え理事会メンバーの君らでも、むやみに干かん渉しようして欲しくはないな」

「はあ」

「もうこんな時間か……私はこれから王宮に出向く。今後の擬獣対策について、陛へい下かから意見を求められているのでな。『融合体』の件については、ジルクリスト君の特とく務む研究班はんで解かい析せきを急いでくれたまえ」

「かしこまりました」

　そういって立ち上がり、円卓に置かれた写真板をちらりと見やったとき。

「ふむ？　この巨きよ人じん、どこかで──」

「どうかなさいましたか？」

「いや、何でもない。それでは、私は失礼する」




「似たもの親子だな」

　理事長が部屋を出たあと、含ふくみ笑いを浮うかべてゾシモスがいった。

「ようするに意地の張り合いだ──まったく、ああなると理事長も子供と同じだよ」

「笑いごとじゃありませんよ、ゾシモス理事」

　うんざりした口調でジルクリストがため息をつく。

「仮にもソシエタス理事長のご子息が、二人そろって家出だなんて……こんなこと世間に知れたらどうなるか。今のところ病気療りよう養ようの名目でごまかしてますがね」

「なに、理事長のいうとおり放ったらかしときゃいいんじゃよ。あの嬢ちゃんだって馬ば鹿かじゃなかろうし……そのうち路ろ銀ぎんを使い果たしたら、ひょっこり戻もどって来るじゃろ」

「そんな、あなた。猫ねこじゃないんですから」

　ゾシモスは『融合体』の写った写真板を横目に、

「……案外、サブナックあたりにいたりしてな」

「まさか？……そういう報告が、あるのですか」

　副理事長の切れ長の目が、一いつ瞬しゆん探さぐるような視線でゾシモスを見る。

「冗じよう談だんじゃよ。まあ、監察官の元もと締じめなんぞやってればイヤでも情報は入ってくるし……何かひっかかったらせいぜいご報告申し上げるさ」

「お願いしますよ……もし、理事長に直接お伝えしにくい内容なら……私でもかまいませんから」

「ああ。覚えとこう」

「ではサブナックの件は、私から他の理事に」

「よろしく頼たのむ」




　ジルクリストの白衣も扉とびらの向こうに消え、部屋に残ったのはゾシモス一人となった。

　生ある物のごとく揺ゆらめく橙だいだい色いろの炎ほのおを見つめておし黙だまっていたが──

　ふいにニヤリと笑うと、懐ふところから一通の書しよ簡かんを取り出した。

「偶ぐう然ぜんというのは……恐おそろしいもんじゃのう」

　差出人の住所はサブナック市。

　都市警けい邏ら隊たい第一警けい備び中ちゆう隊たい長ちようのメレディスとある。

　内容はある殺人事件の現場で保ほ護ごした旅行者の少年と、その姉に関する身み元もとの照しよう会かい願ねがいだった。

　後日詳くわしい調ちよう書しよを作さく成せいするため警邏隊から出頭を求めたところ、姉弟は既すでに同市を離はなれた後だったという。

　姉の方が異術師だったことから地方支部に送られた依い頼らい書しよが、たらい回しにされて結局王都の中央本部にまでたどり着いたのだった。

　ゾシモスは丸まる眼鏡めがねをずり上げ、ざっと書面に目を通した。




　──姉ト思ワレル少女ノ方ハ推すい定てい年ねん齢れい十四、五歳。身長一四五センチカラ一五〇センチの間。その他身体特とく徴ちようトシテハ額ニイワユル『タブレット』ナル石ヲハメコミ──




　みなまで読まず、無造作に丸めて『哲学者の炉ろ』に投げ込む。

「理事長には悪いが……あの嬢ちゃんには、もうしばらく行ゆく方え知れずでいてもらおうか」

　本来なら金属を融ゆう解かいさせ錬金実験に供するための高熱炉である。

　数枚の便せんはほとんど一瞬にして焼しよう失しつし、微かすかな煙けむりとひと摘つまみの灰はいに還かん元げんされた。

　薄うす暗ぐらい工こう房ぼうの中に、ただ異術師の低い笑いだけが響ひびき渡わたった。







　アッザム都市警邏隊市外防衛中隊所属のアレフ中ちゆう尉いは前夜からの市外警備の任にん務むを終え、自ら車長を務つとめるパレックス自じ走そう砲ほうを市内の整せい備び工場に移い送そうすべく商業地区のメインストリートに乗り入れていた。

　往おう来らいする馬車や歩行者に注意しながら、石いし畳だたみで舗ほ装そうされた大通りを低てい速そくで前進していく。

　ソシエタスの技術協力で開発されたエーテル駆く動どう機き関かんによって走る装そう軌き車両に長砲身の七五ミリ砲を搭とう載さいした『パレックス』──厳いかめしいフォルムは一見戦車のようだが、実体は工事用機械として試作された車体に野戦砲を載のせ簡かん単たんな防ぼう盾じゆんを溶よう接せつしただけの急造兵器であることはアレフ自身も承しよう知ちしている。

　昨日の晩、彼の指揮する第三自走砲小隊は自走砲三両、及および若じやつ干かんの騎き兵へいを率ひきいてアッザム近きん郊こうのとある農村付近に出動し、村を襲おそったカエルのような怪かい物ぶつ──ソシエタスの異術師たちが『シュラバ』と呼ぶ小型擬獣──の群と交戦、これを撃げき退たいした。

　村を守る任務はいちおう達たつ成せいしたとはいえ、勝利の実感などほとんどない。

　夜通しの闘たたかいで十頭以上の擬獣を仕し留とめたものの、村人の犠ぎ牲せい者しやは二十名を数え、また家か畜ちくの大たい半はんは擬獣の[image: 餌]え食じきになっていた。何十頭殺したところで、数が増ふえれば擬獣どもは遠からずまた襲ってくるだろう。

　少なくとも、シュラバどもをさらに[image: 餌]えさにしているという大型擬獣に出くわさずに済すんだのは幸さいわいだった。ことにゲッヘナ山の奥おくに棲すむと噂うわさされる三百トンクラスの赤せき鱗りん獣じゆうガレスの前では、彼らの七五ミリ砲など文字通り蚤パレツクスの針はりでしかない。

（いつまでこんなことが続くのかな）

　自走砲の車長席で震しん動どうに身を任せながら、アレフはぼんやりと思ったが、すぐそう考えること自体が無意味なのだと思い直した。

　この国の擬獣災さい害がいは彼が生まれる遥はるか以前から始まっていたのだし、おそらく彼が死んだ後も擬獣どもの跳ちよう梁りようは続くのだろう。

　人間には不ふ可か抗こう力りよくの天変地異──ようするに、地じ震しんや洪こう水ずいのようなものとあきらめるより他ない。

　いまはただ、さっさと部隊の車両を整備に出し、中隊司令部への報告を済ませて宿しゆく舎しやの硬かたい寝しん台だいの上に倒たおれ込みたかった。

「ちょっとちょっと中尉殿お！　見て下さいよアレ！」

　軽けい薄はくな歓かん声せいが彼の物思いを破った。

　自走砲の乗員で砲手のキャス伍ご長ちようが防盾から身を乗り出している。

　その指さす先には、居い酒ざか屋やを兼かねた街の食堂があった。

「どうした？」

「食堂があるでしょ？　あれあれ、あの窓まど際ぎわの席！」

　見れば、店内の道路に面した一席で、子供連れの客が朝の食卓を囲かこんでいる。

　親子連れかと思ったが、そうでもなさそうだ。

　二は十た歳ち前後と思おぼしきカップルに、十二、三歳の男の子。

　男は典てん型けい的てきな傭よう兵へいの野戦服、女の方はこの地方では珍めずらしい見事な銀ぎん髪ぱつ──明らかによそ者と判る三人連れである。

「あの傭兵がどうかしたか？」

「ちっちっち！　も～野や郎ろうの方なんかどーでもいいっすよぉ！　それよりあのロンゲの彼女っ!!」

「女？　ああ、あの青い服の」

「イカす女だと思いませんかあ？　ボディコンミニスカにあのダイナマイツバディ！　かぁーっっモロ好み好みィ！　たまんね──っス!!」

「貴様………アホか？」

　それだけいうのがやっとだった。

　普ふ段だんはもっと生き真ま面じ目めな男のはずなのだが、どうやら前夜からの緊きん張ちようの糸がプッツリ切れ、ナチュラルハイ状態に陥おちいっているらしい。

　そう思うと本気で叱しつ責せきする気にもなれなかった。

（……まあ、いい女であることは確かだが）

　それから、あの三人がどういう関係なのか少し気になった。

　銀髪の女と傭兵が恋人同士、あるいは夫婦だとして、同席の少年は何なのだろう。

　カップルの子供というには大きすぎるし、髪の色や容姿から考えてどちらかの弟とも考えにくい──そう考えると、妙みように収まりが悪いというか引っかかるものを感じる。

　などと考えているうち、自走砲はもう食堂の前を通り過ぎてしまった。

　今度は道ばたの花売り娘むすめを指さし、キャス伍長が再び騒さわぎ出す。

　あまりうるさいので、たったいま見かけた奇き妙みような三人連れのことなどアレフ中尉の頭からすぐ消え去ってしまった。




「見て見て、戦車が通るよ！」

　窓の外を指さし、ラッセルがもの珍しそうに声を上げた。

「あー、あれは戦車じゃねえ……対擬獣用の自走砲だ」

　とアルノー。

「どこが違ちがうの？」

「どこがって……まあ、あっちの方が安上がりなんだ。この街の工場じゃ、あれで精せい一いつ杯ぱいなんだろ」

「ふうん」

「ちっ、それにしても薄うすくて不ま味ずいお茶だぜ。珈琲コーヒーはねーのか」

「そんなの、この街じゃ飲めないよ。珈琲豆は貴き重ちような輸ゆ入にゆう品ひんだし」

「ソシエタスの施し設せつじゃあ飲み放ほう題だいって噂うわさを聞いたけど、本当かよ？」

「うん。生化学ギルドの実験施し設せつで、温おん室しつ栽さい培ばいしてるから……ぼくはあんまり好きじゃないけど」

　両手で包むように持ったマグカップのホットミルクを一口飲んでから、

「でも、アルノーさんてお金持ちなんだ。いつも珈琲なんか飲んでるの？」

「い、いや……前に交こう易えき商しようの護ご衛えいをやった時に、おすそ分けで飲ませてもらったんだ。それ以来、忘れられなくてな」

　なぜか気まずそうに咳せき払ばらいし、

　そして、向かいの席に座すわった女に目を向けた。

　メルティアだ。

　一七〇センチ弱のすらりとした肢し体たいをノースリーブのワンピース──前まえ身み頃ごろは黒くろ革かわ、サイドとバックは青いビロード地のタイトなミニドレス──に包んでいる。

　首と両手首をやはり黒革のストラップで飾かざり、足下はコーヒーブラウンのショートブーツという組み合わせ。

　一か月前、彼女が初めて人間の姿に相変異した際にはライトグレーのシンプルなドレスをまとっていたことを、アルノーは何となく思い出した。

　疑似人間ホモ・フアルサスの肉体を構成する主要な元素──すなわちエーテルを半物質化させて服に見せかけているらしいのだが、しだいに独自の服装のセンスを身につけ始めているということだろうか。

　今までどうしても「擬獣」という先せん入にゆう観かんが邪じや魔ましていたのだが、こうして改あらためて見ていると、名めい匠しようの手になる白はく磁じの女め神がみ像ぞうに生命を吹ふき込んだような美しい女だ。

　アルノーなどは若い男だから、ついつい長い銀ぎん髪ばつからのぞく透すけるような白い肩かたから大きく割れた胸の谷間の方へと視線が行ってしまう。

　もっともメルティア本人はそんなことにおかまいなく、目の前に広げた自分の朝食をせっせと腹に詰つめ込んでいた。

　子牛のステーキをメインディッシュに鶏とりの蒸むし焼やき、川魚のフライ、ベーコンエッグ、それにパン、スープ、ボール一杯のサラダetc.

　これでは朝食というよりディナーである。

　アルノーとラッセルの食事がベーコンエッグにパン、スープだけだから、円えん卓たくに並んだ料理のほとんどは彼女の注ちゆう文もんといってよい。

「……よく食うな。太るぞ」

「そうか」

　それだけいって、ラードをたっぷり塗ぬり付けたパンを口に押おし込む。

　年ごろの女とも思えない暴食ぶりであるが、元・擬獣の感かん覚かくとしてはこれでも「軽い朝食」のつもりらしい。

「『そうか』じゃねーだろ。いったい誰だれの金だと思ってやがる」

「ふん。どうせ前のわたしを殺して得えた報ほう酬しゆうだろうが？」

「まあ、そりゃそうだが」

　現在、アルノーら一行は旅行者としてはかなりの大金を所持しているが、皮肉なことにそれはフォラスの廃はい墟きよにいた大型擬獣──つまりはメルティアの前身を退治したことで得た報酬である。

「要するにわたしがおまえたちに貸した金だ。わたしが食うのに使って何が悪い？」

「むう……」
















　そういわれては、返す言葉がない。

　女は彫ちよう像ぞうのような無表情を崩くずさないまま、黙もく々もくと食事を続けている──にもかかわらず、タイトなミニドレスに包まれた身体の線は全く崩れる様子もない。

　テーブル一杯の料理がどこに消えていくのか、興味深いところではある。

「ま、それはいいが……ところで、いったいいつまでその姿でいるつもりなんだ？」

「さあな？　ユピテルのヤツに聞いてみろ。あの小こ娘むすめが目覚めないことには戻もどりようがないさ」

「……ったく。自分の意志で戻れないのなら、素す直なおにそういえ。俺は、てっきり」

「小娘の身体からだを乗っ取ったと？　ふふん。それができれば、わたしも清々するんだがな」

　そういってから隣となりにいるラッセルの不安そうな表情に気づいたか、

「……冗じよう談だんだ」

　メルティアはコップを取り上げ、白い喉のどを鳴らして果か汁じゆう入りの水を飲み干ほした。

「ねえ、前から聞いてみたかったんだけど……姉さんが姉さんの姿でいるとき、メルティアはいったいどうしてるの？」

「さあ、口では説明しづらいな……おまえたち人間が眠っている状態に近いかもしれない。ときおり目覚めて外の様子が判わかることもあるし……夢を見ている時もある」

「夢？」アルノーも何となく興味を覚えて身を乗り出す。

「ああ。たいていは、まだ獣けもの……おまえたちが擬獣と呼んでいた頃ころの記き憶おくだがな」

　そこでちょっと言葉を切り、メルティアはため息をついた。

　前の彼女──すなわちフォラスの大型擬獣はアルノーも参加した傭兵部隊との交戦で全身に矢と銃じゆう弾だんを浴あび、重傷を負おった挙あげ句くにユピテルの戦せん闘とう異術でとどめを刺さされた。

　そんな記憶が蘇よみがえったところで、それは悪夢にしかならないのだろう。

「時々判らなくなることがある。こうして人間の姿になっているのも実は夢で──自分はいまでもあの廃墟で、闇やみの中に横たわっているのではないかと」

「昔話にそんなのがあったな。ある賢けん者じやが蝶ちようになった夢を見た後、自分は人間の夢を見ている蝶じゃないかと疑ったっていう……まあ外国の説話らしいけど」

「……そういえば、おまえの夢もみたよ」

　メルティアはふと表情を和やわらげ、ラッセルを見やった。

「え？　ぼくの？」

「覚えているか？　サブナックにいたとき、二人で公園に行ったろう？」

「ああ、あれは……」

　なぜか少年の頰ほほが急に赤く染まる。

「その時だけは、何だかほっとする……今のわたしになってからの記憶といえば、あれくらいのものだからな」

　その言葉通り──夢の続きを見ているような表情で彼女は腕を伸ばし、そっとラッセルの頭を自分の胸に抱だき寄せた。

「あの夢を見ている時だけは……今の自分に、人間の姿になってよかったと思うよ」

「え。あ、そのぉ……あははっ」

　嬉うれしいのか照れているのかよく判らない笑顔のまま、少年の顔が固まった。

（おいおい。店ん中だぜぇ）

　アルノーは内心でぼやいたが、ラッセルの方はそれどころではないようだ。

　ミルクの入ったマグカップを抱きかかえたまま、もう完かん熟じゆくトマトのように赤くなって狼ろう狽ばいしている。

「ぼ、ぼ、ぼく──ちょっとお手洗い！」

　メルティアの腕をすり抜ぬけるように立ち上がり、そそくさと店の手洗いの方へ走っていった。

「………」

　疑似人間の女はその後ろ姿を少し切せつなげな面おも差ざしで見送っていたが、やがて向かいにいるアルノーをちらりと見やり、

「ふっ」

　白しらけたようなため息をついて食事を再開した。

（あのなーっ、その『ふっ』ってのは何だ？　『ふっ』てのは!?）

　相手が人間ではないと知りつつも──こういうのは、男としてはけっこう傷つく。

「……ところでな、ちょっと聞きたいことがある」

「何だ」

「あの銀色の巨きよ人じん──ユピテルは『融ゆう合ごう体たい』って呼んでたけどな、サブナックの街で最初に見たときより、ずいぶんはっきりした形になったような気がしたんだが。それに、あの巨人に相変異するのは命がけじゃなかったのか？　ユピテルにとっても、おまえにとっても」

「………」

　メルティアはしばらく押し黙だまっていたが、やがて、

「どうやら、『融合』がもう一段階進んだらしい」

「何だって？」

「あれは、本来ならわたしがユピテルの存そん在ざい──肉にく体たい、記き憶おく、それに魂たましいまでを完全に取り込んだ時にとるべき姿だ。ラザルスと闘たたかった時はあんな中ちゆう途と半はん端ぱな姿になってしまったが……あの娘との一体化が進んだ今では、より完全に近い形で相変異が可能になったというわけさ。といっても、あの姿を維い持じできるのは、まだ十数分というところだが」

「ちょい待て。ってことは、この先……」

「察さつしのとおりだ。いずれユピテルの存在はわたしにとりこまれ……次のわたし、つまり完全な融合体が誕たん生じようする」

「おい！　それじゃ約束が違ちがうだろう!?　おまえ、確かラッセルと──」

「………」

「おまえさん、あの子のことをえらく気に入ってるようだが──判ってるんだろうな？　ユピテルが消えれば、誰が一番悲しむのか！」

「………」

　メルティアは答えない。

　痺しびれを切らしたアルノーが何かいいかけたとき、

「判っている……だが、自分ではどうしようもない」

　造り物めいた女の顔。だが、ほんのわずかではあるが──その眉まゆ根ねが苦しげに寄せられている。

　アルノーは、ようやく彼女自身が内心の葛かつ藤とうに苛さいなまれていることに気づいた。

「ホモ・ファルサスの憑ひよう依い能のう力りよくは……本来、他の生き物を『器うつわ』にして、その知識や能力を奪うばい取るためのもの……いまのように『器』の人格を残したままおいてあるのは、ひどく不自然なことだ。

　もちろん、わたしの意志で可能な限り『融合』を抑おさえているが……それにも限界がある。人間に、食事をしても消化はするなといっているようなものだ。それがどれだけ苦しいことか、おまえに判るか？」

「……『器』を乗り換かえることはできないのか？　他の人間──はまずいな。まあその、おまえさんには失礼だけど、犬とか猫ねことか」

「できるものなら、とっくにやっているさ。あいにくだが、いったん取りついた『器』から好き勝手に離はなれることはできない。まあユピテルが死ぬか、瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負おうかすればいやでも離れることになるが……何なら試ためしてみるか？」

「い、いや」

「あの小娘を助けたいのなら、早く何とかしろ。錬金術師の『遺産』とやらで我々を分ぶん離りできるなら、さっさと見つけるがいい」

「………」

「その結果、わたしが消えるというなら……それはそれで、構わない」

　疑似人間の女は長いまつげを伏ふせ、円えん卓たくの上にじっと視線を落としていたが──

「急げよ」ぽつりといった。

「たぶん……時間はあまりないぞ」




　食堂と居酒屋を兼かねた店内は、カウンターを中心にした『Ｌ』字型の間取りで、手洗いはアルノーらのいる席からカウンターを回った反対側の突つき当たりにあった。

　用を足して少し気分を落ち着けたラッセルは、内心でぶつくさいいながら手洗いを出た。

（何だよもうっ……メルティアったら、人前であんな風にベタベタされたら恥はずかしいじゃないかっ）

　どんっ。肩かたのあたりに硬かたい物が当たった。

「えっ!?」

　盛せい大だいに陶とう器きの砕くだける音。

　朝っぱらからビールを飲んで酔よっぱらっていた客が、調子に乗って振り上げた陶製のジョッキがラッセルにぶつかったのだ。

「ご、ごめんなさいっ！」

　明らかに相手方の不ふ注ちゆう意いである。

　実は謝あやまる必要など全然なかったのだが、ラッセルはほとんど反射的に頭を下げていた。

「ごめんなさい、だとぉ～？」

　むわっ、と酒さけ臭くさい息が少年の顔に吹ふき付けられた。

（!?）

　身の丈たけ一九〇センチ、体重にして百キロはありそうな大おお柄がらな酔すい漢かんが立ち上がり、おもむろにラッセルの胸むなぐらをつかみ上げた。

「このボウズ、人が気持ちよく飲んでるのをブチ壊こわしにしやがって──『ごめんなさい』で済すむと思ってんのかぁ？」

　乱らん暴ぼうに突つき飛ばされ、床ゆかに尻しり餅もちをつく。

　そのとたん、脇わき腹ばらの後ろを別の誰かに蹴けられ、息が詰つまった。

「いって～なぁ！　気いつけろこのガキ！」

　やけに甲かん高だかい声で怒ど鳴なったのは、色黒で猿さるを思わせる風ふう貌ぼうの小柄な男だった。

　どうやら、大男の酔漢と同じテーブルで飲んでいた仲間らしい。

　さらにもう一人──奥おく目めがちでモグラのような顔つきの男が、ニヤニヤ笑いながら無言でラッセルの前に立ちふさがった。

　三人とも、どう見ても堅かた気ぎの人間ではない。

　不ふ穏おんな空気に気づいた店の主人が慌あわててカウンターから飛び出しかけたが、大男のひと睨にらみですごすご店の奥に引っ込んだ。

「また、あいつらかよ……」「可か哀わい想そうに。あんな子供を……」

　周囲の客の間からそんなひそひそ声が上がったが、誰も助けようとはしない。

　ただ、遠巻きに見守っているだけである。

「………」

　板張りの床の上に這はいつくばり、ラッセルはがたがた震ふるえながら男たちを見上げた。

　三人は少年が逃げられないようにぐるりと取り囲み、酒精が回った目をぎらぎらさせてねめつけている。

　別にきっかけは何でもよかったのだろう。彼らは、単に暇ひまつぶしに痛めつける相手が欲しかっただけなのだ。

「ったく、何だぁこのボウズは？　女みてぇなツラしやがって」

「おぅ。きちんとワビ入れてもらおうじゃねーか」

「あ……ご……ごめんな……」

「聞こえねーっつってんだよボケぇ!!」

　いちばん気の短かそうな猿顔のチビが、キイキイ叫さけびながら再び蹴り入れた。

「あぐっ」

　激痛のあまり呼吸が止まり、目の前が涙なみだで霞かすむ。

　悲鳴を上げたかったが、恐おそろしくて声が出なかった。

「見ろよ、てめぇが壊こわしたジョッキ。グズグズしてねぇで片づけろよ。店の連中が迷めい惑わくすんだろが、あん？」

「……は、はい」

　目の前に散さん乱らんした陶器の破は片へんに、おずおずと手を伸ばす。

　いきなり、その手を踏ふみつけられた。

　モグラ顔の男だ。

「あ……!!」

　破片が掌てのひらに突つき刺ささる感かん触しよく。そのまま踏ふみにじられる。

　その瞬間、初めてラッセルの喉のどから悲鳴がほとばしった。

　モグラ男が相変わらずニヤニヤ笑いながら何かいおうとした、そのとき。

　凄すさまじい力で、襟えり首くびを引っ張られた。

（なっ!?）

　声を立てる間もなくそのまま後方に投げ捨てられ、背はい後ごにあったカウンターの角に後こう頭とう部ぶを打ちつけて失しつ神しんする。

　猿と大男がぎょっとしたように顔を上げた。

　そこに、長い銀ぎん髪ぱつを腰こしまで垂たらした女が立っていた。

「その子に手を出すな」

　感情の起き伏ふくを感じさせない、淡たん々たんとした声。

　だが、血のような赤い瞳ひとみは静かな怒いかりを湛たたえて男たちを睨みつけている。

「──こんのアマァあああっ!!」

　真っ先にキレて殴なぐりかかったのは猿男だった。

　おそらく思し考こうより早く肉体が反応するタイプなのだろう。

　だが、メルティアの反射神経はそれを遥はるかに凌りよう駕がしていた。

　床を蹴って突とつ進しんしてくる男の拳こぶしを紙かみ一ひと重えでかわし、軽く足払ばらいをかける。

　転てん倒とうした猿男は最初の勢いそのままに、奥で平和に朝食をとっていた別の客の食しよく卓たくに突っ込んだ。

　テーブルが倒たおれ、次々に皿の砕くだける音。女の悲鳴。

「てめぇっ!!」

　リーダー格の大男が、闘とう牛ぎゆうのような勢いでつかみかかった。

　ラッセルの腿ももより太い両腕を女の細い首にかけ、絞こう首しゆ刑けいのように空中で締しめ上げる──

　つもりだった。

　だが、持ち上がらない。

　女としては長身といえ、せいぜい五十キロあるかどうかの細い身体が、床ゆかに根を張ったように動かない。

（な、何だこいつは!?）

　メルティアは上うわ目め遣づかいに大男を見上げ──

　薄うすい唇くちびるから犬歯をのぞかせて嗤わらった。

　白い腕を男の前[image: 膊]はくにかけ、信じがたい膂りよ力りよくでぎりぎりと引き離していく。

「ばっ、馬鹿な──」

　続く彼女の動作は、目にも留まらぬ一瞬の速さで行われた。

　男の腕をはねのけると同時に股こ間かんの急きゆう所しよを狙ねらって爪つま先さき蹴げり。

　悶もん絶ぜつして前まえ屈かがみになったところで延えん髄ずいに肘ひじを打ち下ろし、それでも倒れない男の頭を鷲わしづかみにするや無造作に膝ひざの連打を叩たたき込んだ。

　果実が潰つぶれるような音が響ひびき、百キロ近い男の巨きよ体たいが床に崩くずれ落ちた。

　メルティアにしてみれば、それでもめいっぱい手て加か減げんしたのだろう──何しろ、前日の午後に彼女は三百トンの擬獣と闘たたかっている。

「こ、こ、このぉ──ぶっ殺してやるっ!!」

　立ち直った猿顔の男が、上着のポケットから携けい帯たいナイフを取り出した。

　スイッチ一つでブレードが飛び出し、刃は渡わたり十センチほどの刃物に変わる。

　メルティアに向けて一歩踏みだそうとした男の腕を、背後にいたアルノーが押さえた。

「もう、そのへんにしておけ」

「な、何だてめぇ!?　邪じや魔ましやがると──」

「おまえらのためにいってるんだ。あの女に殺されるぞ」

　いいながら猿男のナイフをはたき落とし、鳩尾みぞおちに当て身を入れて瞬しゆん時じに制せい圧あつ。

　元王国騎き士し団だんの狙そ撃げき兵へい──銃じゆう器きの扱あつかいはもちろん、素す手でによる戦せん闘とうの技術も徹てつ底てい的てきに訓くん練れんされている。

　猿男の凶きよう器きを奪うばい取ったアルノーは、メルティアの方を見やって舌した打うちした。

　彼女は、再び立ち上がった大男と対たい峙じしていた。

　巨きよ漢かんの鼻は完全に潰つぶれ、流れ落ちた鼻血が胸のあたりまで赤黒く染めているが、それは男の戦意を喪そう失しつさせるどころか、かえって内に潜ひそむ凶きよう暴ぼう性せいを解放させる結果に終わったようだ。

　完全な興こう奮ふん状じよう態たいに陥おちいった人間が、金的を潰され骨を数本折られた後もなお立ち上がって闘い続ける光景を、傭よう兵へいであるアルノーは一度ならず目もく撃げきしている。

「はぁはぁっ、このアマ……タダじゃ……済すまさねえ」

「……しつこい人間め」

　メルティアも、もう嗤わらっていなかった。

　その双そう眸ぼうがいつしか獣けものにも似た異様な輝かがやきを放ち始めている。

（ヤバいな……あの野や郎ろう、このままじゃメルティアを本気で怒らせちまう）

　もちろんあの大男が人間としてどれだけ不ふ死じ身みであっても、擬獣の力を持つメルティアにかなうはずもない。

　だが、もしも彼女がこの街中で擬獣の姿に相変異したら──。

　といって、いまから自分が割って入るのはもう間に合わない。

　アルノーは素す早ばやく決断し、コートの下に潜ひそませた拳けん銃じゆうのセーフティーを外した。

　こうなったら、メルティアが本ほん性しようを現す前に男を射殺する。

　この騒さわぎは、ありふれた「酒場の喧けん嘩か」として終わらせなければならない──例えアルノー自身が殺人犯として死刑になっても。

「おいっ、ギートの野郎はいるかあっ!?」

　野太い声が店内に響ひびきわたった。

　その声を耳にしたとたん──

　信じがたいことに、手負いの野獣のごとく荒れ狂っていた巨漢の表情が一変した。

　猿男も、ようやく意い識しきを回かい復ふくしたモグラ男も、ぎょっとしたように顔を上げ店の入り口を注視した。

「おう、いやがったか。朝っぱらから悪いが仕事だぜ。ツラ貸せや」

　怒ど鳴なるような大声と共にずかずか入ってきたのは、派は手でな柄がら物ものシャツの肩に白いジャケットをひっかけた三十がらみの男。

　見るからに険けんのある相そう貌ぼうを、丸まる縁ぶちのキザな黒くろ眼鏡めがねで隠かくしている。

「こ、こりゃあフリッツの兄あに貴き……おはようさんです」

　先刻までの凶きよう暴ぼうさは何ど処こにいったのか──

　大男──ギートという名らしい──はしどろもどろになって黒眼鏡の男に頭を下げた。

　後から来た黒眼鏡は、三人組の兄貴分といった立場らしい。

　呆あきれるくらいの豹ひよう変へんぶりだが、まあ無む法ほう者ものには彼らなりのヒエラルキーが──それも一般市民には想像もつかぬ過酷な秩序が──存在しているのであろう。

「ん？　何だぁ、てめえら？　朝っぱらから喧けん嘩かかよ」

　舎しや弟ていの上半身を染めた血けつ痕こんを見とがめた黒眼鏡は、肩を怒いからせて店内を脾へい睨げいした。

　すぐにメルティアの姿に目を留とめ、軽く口笛を吹く。

「バクいスケじゃねーか。てめえの情イ婦ロか？」

「い、いえ、こいつは……」

　再び血ち塗まみれのギートに視線を戻し唐とう突とつに笑い出した。

「しようもねえ野郎どもだな。朝っぱらからスケの取り合いで仲間割れかぁ!?　まったく近ちか頃ごろの若え連中ときたら……！」

　どうやら、店内の騒ぎを大男と他の二人の内輪もめと勘かん違ちがいしたらしい。

　──まあ、この場の状じよう況きようを見て常識的に判断すればそうなるのだろう。

「へ、へえ……どうも、とんだところを」

　ギートはあえて訂てい正せいせず、メルティアの方を横目で気にしながら曖あい昧まいな口調で受け応こたえている。

　まさか兄貴分の前で「子供にちょっかい出した挙あげ句く、女に叩たたきのめされた」とは口が裂さけてもいえない。

　当のメルティアはカウンターに腰を預あずけ、冷ややかな表情で乱れた髪をかき上げている。

　ひとしきり笑った黒眼鏡──フリッツ兄貴はふいに真顔に戻もどり、

「スケのことなんざ後にしやがれ。久々にたんまりゼニの入る仕事だぜ──しくじりやがったら、てめえら三人、このアッザムにいられねえようにしてくれるからなっ」

　ドスの利きいた声でそれだけいうと、きびすを返して店の外に立ち去った。

　三人のチンピラも毒どく気けを抜ぬかれたように立ち上がり、兄貴の後を追うようにぞろぞろ店を出ていく。

　だが店を出る直前、巨漢のギートは振り返り──なぜかメルティアではなく──床ゆかに座すわり込んだままのラッセルを凄すさまじい形ぎよう相そうで睨にらみつけた。

「女に庇かばわれてイイ気になってんじゃねーぞ、このガキ」

　ほとんど負け犬の遠とお吠ぼえに過ぎなかったが──それでも、男の捨てぜりふは少年の胸に刃のように突つき刺ささった。

　店内からチンピラたちの姿が消えたあと──

「だいじょうぶか？　ラッセル」

　少年の顔をのぞき込み、メルティアが心配そうにいった。

「………」

「血が出てるな。貸せ」

　ジョッキの破片で傷ついたラッセルの掌てのひらをとり、そっと唇くちびるをあてた。子供のケガを手当してやる母獣のように傷口を吸い始める。

　だが、ラッセルは怒ったようにその手を引っ込めた。

「触さわるなよ……」

「……ラッセル？」

「ぼくに触るなよ……キモチ悪いだろ！」

　少年はケガをした手を背後に隠かくし、疑似人間の女を睨みつけた。

「なんだよ、店の中をこんなめちゃくちゃにして──ぼくが我が慢まんして頭を下げてれば、あいつらだっておとなしく引き上げたんだ！　よけいな真ま似ねするなよ！」

「しかし……あいつらが、おまえを」

「あーっそう？　なら、何でもっと早く助けに来てくれなかったんだよ！　ぼくがあんなに酷ひどい目にあってたのに……おまえはぼくを守ってくれるんじゃなかったのか!?　約束が全然違ちがうじゃないかっ!!」

　無む茶ちや苦く茶ちやな言いがかりである。

　だが、無茶苦茶だと判っていながら少年は怒ど鳴ならずにいられなかった。

　悔くやしさと悲しさの入り交じったいまの気持ちをぶつけられる相手が、目の前のメルティアしかいなかったからだ。

「いい気になるなよ！　どんなに上うわ辺べだけキレイに化けたって……おまえの正体は擬獣じゃないかっ！　ベタベタされたってキモチ悪いだけなんだよ!!」

「………」

　メルティアは応えない。

　ただ、哀かなしげな目で少年の言葉にじっと聞き入っていた。

「このバケモノ！　いいから早く姉さんの姿に戻れよ！　おまえなんか、おまえなんか……二度と姿を見せるなーっ!!」

「いい加減にしろラッセル！　いくら何でも、そんな言い方ないだろ!?」

　見かねたアルノーが声を荒あらくして叱しかりつける。

　ラッセルは一瞬、びくっとすくみ上がったが──

「メルティアもアルノーも……みんなみんな、大だいっ嫌きらいだ──っ!!」

　一声叫さけぶなり、あとは泣きじゃくりながら大通りに飛び出していった。

「ラッセル！」

　後を追ってメルティアも走り出す。

「あ、こらおまえら──」

　アルノーも思わず後を追いかけて──

　勘かん定じようのことを思い出し、店のカウンターに叩たたきつけるように金貨を置いた。

「釣つりはいらねえ。迷めい惑わく料りようだ！」




　店の前の通りにラッセルの姿は見あたらず、少し離れた辻つじにメルティアの後ろ姿があった。

　流れ落ちるような銀ぎん髪ぱつからのぞく白い肩かたが、遠目に見ても判るくらいがっくり落ちている。

　追いついたアルノーに気づいたか、

「あの子のためと思ってやったのに……」

　独ひとり言ごとのようにつぶやいた。

「わたしは……あの子に悪いことをしたのか？」

「まあ、いまの言葉は──あまり真まに受けない方がいいぜ。人間ってのは、頭に血が上ってると自分でも思ってもみないセリフが出ちまうもんだから」

「わたしのことを化け物だといっていた……気持ちが悪いと。確かに、あの子のいう通りかも知れない」

「だからーっ、あれは違うって！」

　アルノーは慌あわてて両手を振った。

「反はん抗こう期きっていってなあ、あの年頃の子供なら、誰だって周囲の大人に突つっかかりたくなるもんなんだよ。普ふ通つうなら親父とかお袋ふくろとか、そーいうのが対象になるんだけど……ほれ、いまのラッセルには、そうやって反抗できる大人がいないし……姉貴は何というかアレだし」

「………」

「あーっ、何て説明したらいいのか……おまえのコトをお袋さんみたく思って……そう！　要ようするに甘あまったれてんだよ。ま、そー思って許してやれ」

「拳けん銃じゆう男おとこ──いや、アルノーだったか」

「ようやく名前を覚えてくれたか……」

「それは、わたしを慰なぐさめてくれているのか？」

　メルティアが振り返ってアルノーを見上げた。

　悲しみに曇くもった赤い瞳ひとみ──泣いているわけではない。

　だが、もし彼女が人間ならばやはり泣き出したい心境なのだろう。

（………！）

　思いもかけず、アルノーの胸が高まった。

　彼女──メルティアが人間の姿をとってこの世に現れた経けい緯いを知っている分、今までどうしても人外の存在としての違い和わ感かんが拭ぬぐえなかった。

　だが、極きわめて特とく異いな状じよう況きよう下かとはいえ──いま目の前にいるのは、好こう意いを寄せた相手に自分の思いを伝えられずに落ち込む、どこにでもいる若い娘むすめではないのか？

（なんだ、こいつ……けっこう可か愛わいいじゃん──いかん！　ああ、こんな時に俺は何て不ふ謹きん慎しんな──）

　はっと気づくと。

　いつの間にかメルティアが彼の身体にひしとしがみつき、胸のあたりに顔を埋うずめていた。

「え!?　わ・わ・わ……ちょっと、おい？」

「気持ちは嬉うれしいが……しかし、あの子にはもうすっかり嫌われてしまったようだ」

「！　いや、だからそれは……」

「ラッセルの望み通り……わたしはもう消えることにするよ」

「……なに？」

「どうせ『融ゆう合ごう』を遂とげてしまえば、ユピテルと共にいまのわたしの心も消えてしまうのだから……早いか遅おそいかの、違いさ」

「おい待てっ!!　頼たのむから俺の話を──」

　若者の叫びに応えることもなく、メルティアの身体が青白い光を放った。

　次の瞬間、光はアルノーの腕の中で一回り小さな人ひと影かげに形相を変え──

　くて、と石いし畳だたみの歩道にへたりこんだ。

「!?」

　幸い、相変異はアルノーの長身の陰かげで起こったため、居い合あわせたアッザムの市民は気づく様子もなく通り過ぎていく。

「ふぁ……あれぇ、ありゅのお？」

　つい昨日の午後、ゲッヘナ鍾しよう乳にゆう洞どうの奥おくにある隠かくれ峡きよう谷こくで姿を消したきりだったユピテルが──

「あらあ？　ここ、アッザム……ねー、擬獣はどーなっちゃったのぉ？」

　寝ねぼけ眼まなこをぱちくりさせながら、不思議そうに傭よう兵へいの若者を見上げていた。
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　月明かりすらない夜であった。

　庭に面したアーチ型窓の向こうに広がるのは、ただ果てのない闇やみと静せい寂じやく──。

　それは部屋の中とて大たい差さない。

　相そう当とうな広さと豪ごう奢しやな家か具ぐ調ちよう度ど類るいの備そなえられた館やかたの一室──だが照しよう明めいと呼べるのは燭しよく台だいに灯ともされた何本かの蠟ろう燭そくのみで、小さな炎ほのおの周囲が薄うすぼんやりと照らされている以外、室内の大部分は暗闇に覆おおわれている。

　部屋の中央に据すえられた天てん蓋がい付つきのダブルベッドの上で、二つの人ひと影かげが手足をからませて気け怠だるげに横たわっていた。

「……しっかし驚おどろいたぜ。まるで貴き族ぞくのお屋や敷しきじゃねえか」

「ふふふ……あの人の仕事、交こう易えき商しようなのよ。あちこちの街に長ちよう期き滞たい在ざい用ようの別べつ宅たくを持っていて……ここは、その一つ」

　男の耳元に口を寄せ、女がいう。

　艶つやのある長い黒髪が印いん象しよう的てきな、美しい女だ。

　歳としの頃ころは二七、八か──枕まくら元もとの灯火を受けて浮うき上がる白い肌はだは、既すでにしっとりと汗あせばんでいる。

　広い額に小こ作づくりの目鼻立ちはどちらかといえば聡そう明めいそうな──部屋の中で静かに本でも読んでいる姿が似に合あいそうな面おもざしだが、その印象を唯ゆい一いつはっきりと覆くつがえしているのはその目──暗い情じよう念ねんと激しい渇かつ望ぼうが入り交まじって鬼おに火びのように揺ゆらめく金色の双そう眸ぼうであった。

　ケガでもしているのか、頭に白い包ほう帯たいを巻いている。

「普ふ段だんは国中を飛び回ってて……ここには、めったに姿をみせないわ」

「酒さか場ばで声をかけられた時にゃあ、てっきり商売女かと思ったが……まさか、こんないいトコの奥おくさんだったとはなぁ」

「別に妻つまってわけじゃないわ……かといって、赤の他人でもないけど」

「二号さんかい……よくあるハナシだ。へへっ、しっかし罪つみな旦だん那なだ。あんたみたいなイイ女をほったらかしにしとくなんてよ──」

　男は言葉を切り、女の身体からだにのしかかった。

　やや小ぶりだが張はりのある乳ち房ぶさを乱らん暴ぼうに揉もみしだき、鼻息も荒あらく華きや奢しやな首くび筋すじに舌したを這はわせる。

　そんな男の背中に両手を回すと、女は舌なめずりしてから唇くちびるを重ねてきた。

　欲望を貪むさぼるかのようにからみ合う、舌と舌──。

　女が男を迎むかえ入れた。

　互たがいの名前すら知らぬ行きずりの二人が、闇の中で一つにつながる。

　貪どん欲よくなのは、むしろ女の方だった。

　しなやかな両足を持ち上げたかと思うと、男の身体を挟はさみ込んで激はげしく腰を使い始める。

　──その姿は、見方によっては巣すにかかった獲え物ものをくわえ込む、巨きよ大だいな白い蜘く蛛ものようでもあった。

　間もなく──獣けもののような声を上げて、男が果てた。

「……ねェ、あんた。こんな話知ってる？」

　絶ぜつ頂ちようを過ぎてもなお男にしがみついたままの姿勢で、女が囁ささやいた。

「んあ？」惚ほうけたように聞き返す男。

「メスの蟷螂かまきりはねェ、交こう尾びが終わると……つがったオスを食べちまうんだってさ。こう、頭からバリバリと」

「うへぇ」

「で、食われるオスの方なんだけど。これがまた、頭を囓かじり取られた後でも下半身は元気でねェ、交尾だけはいくらでも続けられるのよ──つまり、メスの方は最後の最後まで楽しめるって寸すん法ぽう」

「ひゃあ。そいつはおっかねえや……でも、そんなの虫ケラのハナシだろ？　おいらは人間サマに生まれてよかったぜ。へへへ」

「うふふ……そうかしらねェ？」

　男の身体を挟んだ女の足が、いっそう強く締しめつける。

　万まん力りきのような力だ。

「よ、よせやい。そんなに締めたら息が……」

　その時になって初めて気づいた。

　いつの間にか女の両目が裏うら返がえり、むき出した白目全体が金色の光を放っている。

　大きく見開かれた眼球には網あみ目め状じようの筋すじが浮き上がり──

　それは、まさに昆こん虫ちゆうの複ふく眼がんだった。

（な……？）

　突とつ然ぜん、脇わき腹ばらの辺りに激げき痛つうを覚えた。

「ぐはぁ!?」

　あわてて振り向いた視界の隅すみに蠢うごめく、奇き妙みような物体。

　太さ数センチ、蛇へびの胴どう体たいのようにも見える黒い紐ひも状じようの物体──その先せん端たんは丸く膨ふくらみ、蠍さそりの尾おのような針が剝むき出している。

　それじたい生き物のような素す早ばやい動きで、物体はベッドの下に姿を消した。

「あ……あぅ…はわぁっ」

　叫さけぼうとしたが、舌がもつれて声にならない。

　麻ま酔すいでも打たれたように全身が痺しびれ始めている。

「あんたたちだって、しょせんは虫ケラなのよ──私から見れば、ね」

　愉ゆ快かいそうに嗤わらう女の口が、音を立てて耳まで裂さけた。

　人間の──いや哺ほ乳にゆう類るいの顎あごとは思えない、クルミ割り器のような形状の口器。

（た、た、助けてくれーっ!!）

　悲鳴すら上げられないが、意識だけははっきりしていた。

　哀あわれな男が最後に聞いたのは、巨きよ大だいな蟲むしが自分の頭に食らいつき、果実をもぐように囓り取る音だった。




「何よこの肝かん臓ぞう、飲み過ぎで真っ黒けじゃない……うふふ、どっちにしても長生きできなかったわねェ、あんた」

　勝かつ手てなことをいいながら、まだ暖あたたかい内ない臓ぞうを口いっぱいに頰ほお張ばる。

　つい三十分前まで同じベッドの上で快かい楽らくを共ともにしていた男は、今ではバラバラに解かい体たいされた肉と骨、内臓の細こま切ぎれとなって寝しん室しつの床ゆかに散ちらばっていた。

　素裸の上に男の血と脂あぶらを塗ぬりたくり、恍こう惚こつとした表情で鬼き畜ちくの晩ばん餐さんに興きようじる黒髪の妖よう女じよ。

　包帯を取り去った彼女の額には、逆三角形のプレート──『タブレット』が妖あやしげに輝かがやいている。

「やれやれ、たいした食欲だな。これで何人目だ？」

「──誰だれ!?」

　内臓から口を離はなし、女は寝室の入り口に鋭するどい視し線せんを向けた。

　いつの間に入り込んだのか──そこに人影が立っていた。

　二十五、六の若い男だ。

　半なかば闇やみに溶とけこんだ黒いフロックコートを身にまとい、対たい照しよう的てきに燃え上がるような赤い髪を背後で一つに束たばねている。

　やや骨ほね張ばった精せい悍かんな顔立ちは、その鋭い目つきも手伝ってあたかも猛もう禽きんのような油ゆ断だんのない雰ふん囲い気きを発はつ散さんしていた。

「ああら怖こわい──女一人の家に盗とう賊ぞくかしら？」

「盗賊とはご挨あい拶さつだな。本来この屋や敷しきはサブナックの交易商──確かケルテンとかいったかな？　そいつの別宅なのだろう」

　足下に転がる生首を無む造ぞう作さにけ飛ばし、赤い髪の男は室内に踏ふみ込んだ。

「──偽にせの譲じよう渡と書しよ類るいで管かん理り人にんを騙だますとは、たいした女詐さ欺ぎ師しだ」

「人聞きが悪いわね。私はペテンなんか一いつ切さい働いてないわ。だって、あの人のものは私のもの──だから書類のサインだって、全部ケルテン自身の本物」

「なるほどな。もっとも近しい他人は自分自身というわけか。では、貴様のことを何と呼べばいいのかな──サブナックの殺さつ人じん鬼きケルテンか？　それとも元ソシエタスの異術師レオノーラか？」

「どうとでも、お好きなように」

　女は長い黒髪をかき上げ、悪びれもせず笑った。

「いや、やはり真の名で呼ぶのが礼れい儀ぎというものだろう。ホモ・ファルサス試作第三号──開発コード『ラザルス』！」

　その言葉が終わるのを待たず、女の横たわるベッドのシーツを突つき破って数本の触しよく手しゆが飛び出した。

　先せん端たんに蠍さそりのような湾わん曲きよくした針をもつ触手が槍やりのように宙ちゆうを走り、男めがけて殺さつ到とうする。

　だが、触手は男の身体を貫つらぬく寸すん前ぜんに火花を散らして跳はね返された。

　眉み間けんの上あたりに輝く、緑色の光──。

「防御界バリユーム──異術師ね!?」

　女は唇くちびるを嚙かみしめた。

「ソシエタスの犬がぁーっ!!」

　ベッドを粉こな々ごなに破は壊かいして数十本の触手が立ち上がる。

　触手は、すべて女の身体から伸のびているものだった。

　寝室の床や壁かべ、天てん井じように沿って蜘く蛛もの巣のように広がり、今度は全方位から攻こう撃げきすべく男の身体をじわじわおし包つつんでいく。

　だが──

「落ち着け。私はおまえの敵ではない」

　平へい然ぜんとした口調で、男はいった。

　額の輝かがやきが消え──見かけ上、タブレットも何もない普ふ通つうの肌はだに戻もどる。

　おそらく、タブレット本体は皮ひ膚ふの下に埋うめ込んでいるのだろう。

「────？」ラザルスが眉まゆをひそめた。

　ここヴァリシニア王国において、異術師の証あかし『タブレット』は貴族以上のステータスシンボルである。ソシエタスで移い植しよくを受けた正せい規きの異術師ならば、わざわざ偽ぎ装そうする必ひつ要ようなどない。

「私は連中とは違ちがう。貴様を害がい獣じゆうや実験動物あつかいする意い志しはないし──いや、むしろ同どう志しとして迎むかえに来たと思ってもらいたい」

「あんたは──もしや」

　今のラザルスを構成する二つの人格の一方──元ソシエタス・サブナック支部長レオノーラの記き憶おくの底から、ある組そ織しきの名前が浮かび上がった。

　攻撃用の触手は動きを止め、ただ警けい戒かいするように男の周しゆう囲いで揺ゆらめいている。

「どうやら、話を聞く気になったようだな」

　男はにやりと笑い、手にはめていた黒くろ革かわの手て袋ぶくろを外した。

　ラザルスに突きつけるように広げた右の掌てのひらに、黒々と入いれ墨ずみが施ほどこされている。

　円えん環かんの中に区切られた十字形。そこに絡からみつく一匹ぴきの蛇へび。

　ソシエタスと同様、知性の象しよう徴ちようたる蛇をモチーフにしてはいるが──




　それは禍まが々まがしい、毒蛇コブラの紋もん章しようだった。







　石いし畳だたみの路面をしっかと踏ふみしめ。

　胸を張り、青空に向かって小さな拳こぶしを思い切り突つき上げて。

「あ──っっ!!　やっぱり生きてるっていーなぁ!!」

　清すが々すがしさ二〇〇％の表情でユピテルが叫ぶ。

　何事かと目を丸くして振り返る往おう来らいの市民たち。

「……やめてよ姉さん。恥はずかしいから」

　五メートルほど離はなれた建物の陰かげからそっと顔を出したラッセルが、顔を真っ赤にしてたしなめた。

「だってー、丸一日ぶりに自分のカラダを取り返したんだもん。少しくらい解かい放ほう感かんを満まん喫きつしたっていーじゃない」

　コンディションを確かめるかのように、その場でいきなり柔じゆう軟なん体たい操そう。

　通行の邪じや魔まである。

「だいたいねー、どう考えたって不ふ公こう平へいよ。メルティアのヤツはあたしの記憶を好き放題に利用してるのに、あいつが覚かく醒せいしてるときはあたしは眠ったままなんて。これじゃ人生の何割かを損そんしてるようなもんじゃない！」

「だってそれは……仕方ないじゃないか。ホモ・ファルサスが他の生き物に取りつく仕し組くみが、そうなってるんだから」

「あーはいはい。どーせラッセル君はメルティアお姉さまの味み方かたなのよねー？」

「………」

「何よぉ。暗いわね」

「な、なんでも……ないよ」

「あたしが眠ってる間、ナンかあったのー？　そーいやアルノーもやたら雰ふん囲い気き暗かったし」

「そ……それは、ほら！　『遺産』の探たん索さくが空から振ぶりだったから……」

「ふーん？　ま、いーけどさ」

　ユピテルは弟に背を向け、ちょっと切なげにため息をついた。

「それにしても冷たいな、アルノーったら。ゲッヘナ近きん辺ぺんの探索も一段落ついちゃったし、今日はお買い物でもつきあってもらおっかなー、なんて思ってたのにぃ」

「………」

　ラッセルは外がい套とうのポケットに隠かくした右手──チンピラに踏ふまれたケガに包帯が巻いてある──を握にぎり締しめた。

　酒場での騒さわぎの後──ようやく気分が落ち着いて宿屋に引き返したとき、既すでにメルティアはユピテルの姿に戻もどっていた。

　アルノーには怒られることを覚かく悟ごしていたが、傭よう兵へいの若者は何もいわずに少年の手を治ち療りようしてくれたあと、「夕方には戻もどる」とだけ言い残してふらりと姿を消してしまった。

「アルノーは大人だから……きっといろいろ用事があるんだよ」

「へーんだ偉えらそうに。そりゃーあんたはいーわよ。どうせあたしがいない間、あの女怪獣といちゃいちゃしてたんでしょーが？」

「──してないったらっ!!」

「な、なに怒ってんのよ？　ジョーダンだってば。ラッセルぅ、やっぱあんた少しヘンよ。メルティアと何かあったんでしょ？」

「……もういいよ。彼女のことは」

　歩道の石畳に視線を落とし、ラッセルはぽつりといった。

「考えてみれば、今までがおかしかったんだ。ぼくは男なのに、女の子の姉さんやメルティアの後ろに隠れてばっかりで……このままじゃいけないんだ」

　意を決したように顔を上げ、

「そうだよ……もっと強くならなくちゃ」

「!?」ユピテルはぎょっとした表情で一歩後ずさり──

　恐る恐る、弟の額に片手を当てた。

「……熱はないわね」

「茶ちや化かさないでよっ！　ぼくは真ま面じ目めにいってるのに！」

「だってー」

「そ、そりゃあぼくは普ふ通つうの人間だから、姉さんみたく戦せん闘とう異術で擬ぎ獣じゆうをぶっとばしたり、身の丈たけ十八メートルの巨きよ人じんに変身したりはできないけれど──」

「……ひょっとして、あたしのこと怪かい獣じゆう扱あつかいしてない？」

「でも！　街中で自分の身を守るくらいのことは……できるはずだよ。そうならなくちゃ」

「ふーん、そっかぁ……何があったか知らないけど、本日をもってラッセル君は生まれ変わったってワケね。これからは名前の下に『２』とか『（二代目）』とか表ひよう記きしなくちゃいけないのかしら？　よく見ると服の色が微び妙みように変わってたりして……」

「……それって、何の話？」

「じゃあ、例えばこういうのはどう？　街を歩いてると、見知らぬ女の子がチンピラに襲おそわれてるの」

「も、もちろん助たすけてあげるさ！　男として当然──」

　ムキになっていう弟を無む言ごんで制せいし、ユピテルはにっこり笑って道路を隔へだてた向こう側を指さした。

　古びた建物が密みつ集しゆうする、下町の住宅街──。

　その一ひと隅すみで、一人の若い娘むすめが三人の男たちに囲まれている。

　男の一人に片腕を押おさえられ、激しく首を振るそぶり──とても「談だん笑しよう」している姿には見えない。

「たた、たいへんだ姉さん！　は、早く警けい邏ら隊たいの詰つめ所に──」

「なに悠ゆう長ちようなこといってるのよ。自分が二秒前にいってたセリフ、もう忘れたの？」

「………」少年はぐっ、と口ごもった。

「じゃあ、いくわよ！　新生・ラッセル君の大だい活かつ躍やくを見せてもらわなくっちゃ☆」

「そ、そんなぁ……ぼく、まだ心の準備が！」




「──いやっ！　放して下さいっ！」

　少女が叫さけんだ。

　十六、七の若い娘だが、その身なりはお世せ辞じにも華はなやかとは言い難がたかった。

　所々に継つぎの当たった木も綿めんのドレス。一本編みに垂たらした髪と度の強そうな近きん視し用ようの眼めが鏡ねが、彼女の印象をいっそう地じ味みなものにしている。

「へへっ、放してやるさ。この書類にサインさえしてくれりゃあな」

「そうそう。ここの地じ主ぬしとは、とっくに話がついてんだよ。あとは住じゆう人にんのおまえさんだけなんだ」

「お断ことわりします！」

　少女は顔を上げ、きっぱりした口調でいった。

　頰ほほのふっくらとした、至いたっておとなしげな顔立ち。

　しかし明らかに札ふだつきと判る三人組に囲かこまれながら、たじろぐ様子もなく眼鏡の奥おくの大きな瞳ひとみで気き丈じように男たちを見み据すえている。

　化け粧しよう気けのない彼女の唯ゆい一いつアクセサリーといえるのは、粗そ末まつなリボンで結んで額のあたりに下げたティアドロップ型の髪かみ飾かざり──瞳と同じ色の紫水晶アメジストだった。

「この建物は、百年以上も前から続いている由ゆい緒しよある聖せい堂どうなんです！　取り壊こわして商館にするなんて──もっての他ほかですわ！」

　それを聞いた男たちの一人、鼻のあたりに絆ぼん創そう膏こうを貼はった巨きよ漢かんが顔を歪ゆがめて嗤わらった。

「あんた聖堂っていうがな、司し祭さいも何もいやしねえじゃねーか。これじゃあ単なるボロ屋と変わらないぜ」

「一昨日おととい、街の主しゆ教きよう様さまから通つう知ちを頂いただきました──近々、この聖堂にも新しい司祭様がいらっしゃいます！」

　男たちは顔を見合わせ、舌打ちした。

「そいつはいけねーや。その前にサインをもらわねーとなぁ」

「こっちも商売なんでな。あまりガタガタいうようだと、痛い目見てもらうことになるぜえ」

「ふ～ん。これって商売なの？」

「おうよ。『地じ上あげ』っていってなぁ……あん？」

　背後からかけられた声に、怪け訝げんそうに振り返る三人組。

　そこには腕うで組ぐみして不敵に笑うユピテルと、その後ろでガタガタ震ふるえるラッセルの姿があった。

　──結けつ局きよく、普ふ段だんとあまり変わらない構図である。

「なんだ、てめえら……見せ物じゃねえ。とっとと失うせな」

「へーんだ。見られて困るモノなら、街中でやんなきゃいーじゃない」

「ガキどもが……ケガしてぇのか？」

「うるさいわね、このスカタン！　大の男が三人がかりでか弱い女の子をイジめるなんてサイテーよっ。霊れい長ちよう類るいの風上にも置けないヤツらだわ。蛛ちゆ型けい綱こうに分類されるのがふさわしいわね！」

「ちゅけい……何だそりゃ？」

「蛛型綱鋏きよう角かく動どう物ぶつ門もんダニ亜綱あもく！　すなわち街のダニ!!　きっと昆こん虫ちゆう図ず鑑かんでダニの項こうを開けば、そこにアンタたちの似顔絵が掲けい載さいされてるわよっ!!」

「なんだとぉ!?」

「……つて、あたしの弟がいってるの☆」

「何でぼくにふるんだよぉ──っ!?」

「ん？　てめえは──」

　巨漢が片方の眉まゆをひそめ、ラッセルの顔をのぞきこんだ。

「おーやおや。誰かと思えば、酒場でかわいがってやったガキじゃねーか」

「………!!」

　ラッセルは唇くちびるを嚙かみしめた。

　鼻に絆創膏を貼った大男はギート。猿顔の男にモグラ男もいる。

　──今朝、居酒屋で彼にからんだ三人組だ。

「へ。朝のボウズかよ」

「ケケッ。見たとこ、例の女用よう心じん棒ぼうはいねえみたいだなぁ」

「………」

「あれえ？　ラッセル、こいつら知ってるの？」

　事情を知らないユピテルはきょとんとしている。

「どうでぇボウズ。あのボインの姉ちゃんにちゃーんと慰なぐさめてもらったかい？」

「おシメも替かえてもらったんだろ？　ケケケッ」

「う…うるさい！　うるさい!!」

　ラッセルは大声で叫ぶなり、姉を押おし退のけて三人組の前に飛び出した。

「このチンピラっ、その女の子を放せ！　さもないと──」

　さもないとどうなるのか、結局判わからずじまいだった。

　少年の言葉が終わらぬうちにギートの拳こぶしが唸うなりを上げ──

　鈍にぶい音と共に細い身体が吹っ飛び、三メートル後方の壁かべに激げき突とつ。

　そのままコガネ虫のように失神した。

「……えっと……」

　人差し指でぽり、と頰を搔かくユピテル。

　あまりに急激な展開についていけなかったのか。

　二、三秒考えたあと、

「話は戻もどるけど、その子放しておやりなさいよ……女の子に暴力は、いけないと思うの」

　弟のことはひとまずおいとくらしい。

「ハナからそーやって下手に出てりゃいーんだ。っつーても、もう手て遅おくれだけどなぁ」

　太い指をばきばき鳴らしながら、ギートが凄すごむ。

「今その子を放すとね、特とく典てんとして全ぜん治ち三か月が二か月に縮ちぢまるのよ」

「なんでぇ、そりゃ？」

「決まってるじゃないの──

　弟に手ェ出した時点で、アンタたち病院送りは確定なのよっ!!」

　少女の眉まゆが怒いかりで吊つり上がり──

　額のタブレットが光を放つやいなや、凝ぎよう縮しゆくされた大気が砲ほう弾だんのようにギートの胸に炸さく裂れつし、その巨体を後方に弾はじき飛ばした。

　抽ちゆう出しゆうしたエーテルを風シのル疑フ似イ精ー霊ドとして具ぐ現げん化かし、男に向けて放ったのだ。

　敵の直ちよく接せつ制せい圧あつを目的としたエーテル操そう作さ──すなわち、戦せん闘とう異術である。

「い──異術師!?」

　三人組の顔から血の気が引いた。ユピテルの前髪に隠かくれていた『タブレット』の存在にようやく気づいたのだ。

　日ごろ腕わん力りよくにものをいわせて他者を威い圧あつするのに慣なれた無法者たち──だからこそ、自分たちにとって理解不能の『力』を操あやつる者への恐きよう怖ふ感かんは人一倍根強い。

　それは、ある意味で人々が擬獣に対して抱いだく感情に近いのかもしれない。

「ギ、ギートの兄貴！　こりゃあ、いったい」

「ちくしょうっ、相手が悪い！　野や郎ろうども、ズラかるぞ！」

「逃がすもんですか──コボルト！」

　少女の命に応こたえて具現化した地の疑似精霊が、ぬかるみのように男たちの足にからんで地面に引きずり倒たおす。

「ひえぇえ～～っ!?」

「うっふっふ。さあ～どう料理してやろっかなぁ？」

「待てっ、待ってくれ──これじゃ話が違ちがう！」

「そうだそうだ！　だって俺たちゃソシエタスの依い頼らいで──」

「……何ですって？」

　ユピテルが怪け訝げんそうにつぶやき、エーテル操作を中断する。

　そのとき──

「おやめなさい！」どかっ!!

　悲ひ壮そうな声と共に、何やら柔やわらかい塊かたまりがユピテルのお腹のあたりに突つっ込んできた。

　三人組にからまれていた少女──被ひ害がい者しやであるはずの彼女が、何を思ったか地面を蹴けってユピテルに体当たりしてきたのだ。

「きゃあ!?」

　わけのわからないまま、もつれ合って転てん倒とうする。

「何よあんた!?　放してったら!!」

「暴力はなりません！　ここは神聖な聖堂の前ですよ！」

「!?　しめたっ、逃げろ！」

　あわてて立ち上がったときには、ギート以下二名の無法者たちは道路の遥はるか彼方かなたを逃げ去っていくところであった。

　ユピテルは悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみ、きっと少女を睨にらみつけた。

「ちょっと、どーゆーつもりよ!?　あいつら逃げちゃったじゃない!!」

「お黙だまりなさい、この悪あく魔ま!!」

「……へ？」

　前後左右をきょろきょろ見回し、再び少女に視線を戻もどす。

「あのぁ……悪魔って……ひょっとしてあたしのコト？」

「当然です！　額に悪魔の石を戴いただき、異い形ぎようの術を弄ろうして罪なき民たみを苦しめる者。これを悪魔といわずして何と呼びましょうや！」

　古書の類たぐいからの引用か、やたら時代がかった言葉遣づかいで高らかに叫ぶ。

（悪魔の石って……あたしの『タブレット』のことかしら？）

　その時になって、ようやく思い出した。

　彼女の額に揺ゆれる涙るい滴てき型がたの紫水晶アメジストはアビス教の『聖石』──補祭以上の幹かん部ぶ信しん徒とに与あたえられる特別な護ご符ふであることを。

（げ～～つヤバい！　この子ってばガチガチのアビス教徒じゃない！）

　アビス教──唯ゆい一いつ至し高こうの存在『アビス・ウル』を奉ほうじる、典型的な一神教。

　およそ五百年前に大陸から伝えられた外来宗教であるが、四百年前に成立した現ヴァリシニア王朝の初代国王が熱心な信徒であったことから正式な国教に指定され、かつては国民の七割近くを信者に加えるほどの勢力を誇ほこった時代もあった。

　その教義において魔術・隠いん秘ひ学がく・錬れん金きん術じゆつ・自然科学などを激はげしく排はい斥せきし、その範はん疇ちゆうには当然異術も含ふくまれるのだ。

　もっとも、それらも百年前のこと。

　擬ぎ獣じゆう災さい害がいに端たんを発する動乱期に何ら有ゆう効こうな手を打てなかった神聖アビス教会の権けん威いは失しつ墜ついし、最近では信者数も激げき減げんしていると聞くが──。

　はっと気づくと、いつの間にか少女は額から『聖石』を外し、ユピテルの眼前に突つき付けていた。

「邪じや悪あくなる異術師よ！　唯一至高なるアビス・ウルの御み名なのもと汝なんじに命じます──神聖なる聖堂の前より、即そつ刻こく立ち去りなさい！」

「ちょ、ちょっと待ってよぉ！　あたしはただ、あんたを助けようと」

「存じませんっ！　悪魔退散!!」

（はぁ……ダメだ、こりゃ）

　ユピテルは脱だつ力りよく状態に陥おちいった。

　別に悪魔祓ばらいの祈き禱とう文ぶんを唱となえられたところで、実害があるわけではない。

　それより真しん剣けんそのものの少女の表情を見ていると、腹が立つ──というより何だか気の毒にすら思えてきた。

（ところでこの子がいってる『聖堂』って、いったい何ど処こにあるのかしら？　周りにそれらしい建物は見えないけど……）

「うん……」

　道の上に倒たおれていた少年が声を上げた。

「あ、ラッセル。気がつい──」

「！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　少女の反応の方が一・五倍早かった。

　ユピテルを押しのけて目を覚ましたラッセルの元に駆かけ寄より、優やさしく抱だき起こす。

「……いたた……頭が……」

　脳のうしんとうでも起こしているのか、少年は頭を押おさえて顔をしかめた。

「無理してはいけません。さあ、ゆっくり起きて」

「……お姉さん、誰？」

　少女は少し首を傾かたむけて穏おだやかに微笑ほほえみ、

「神聖アビス教会アッザム第十七教区の補祭、カティーナと申します。この度たびは、危ないところをありがとうございました」

「ありがとうなんて……ぼく……ぼく、何にもできなくて」

「とんでもありません！　まるで聖戦士のように勇ゆう敢かんなお姿でしたわ。神のご加か護ごで、無法者たちも退たい散さんいたしました」

「あのぉ、あいつらやっつけたのはあたし……」

　聞いてない。

「いけない！　血が出てますわ。さあ、こちらにどうぞ──聖堂でお手当いたします」

「う、うん……ありがと」

　少女──カティーナに手を引かれ、いわれるままに歩き出すラッセル。

　まだ意い識しきが朦もう朧ろうとしているらしい。

「あ、こら！　弟をどこに連れてく気よ!?」

　すぐそこだった。

　ユピテルたちの立っている目と鼻の先。二つの古いアパートの狭はざ間まに詰つめ込むように建てられた──実際にはアパートよりさらに年季の入った建物のようであるが──小さな木造家屋。

　ただの民家としか思えなかったが、よくよく見ると扉とびらの上に聖なる六ろく芒ぼう星せい──アビス教会のシンボルが掲かかげられている。

（え～っ、これが聖堂!?）

　外見はみすぼらしくとも、アッザム市を管かん轄かつする教会の市主教から認にん可かを受けた、小聖堂の一つなのであろう。

「ここ……お姉さんの家？」

「神の子こ羊ひつじたち、つまりみんなの家ですわ。さあ、ご遠えん慮りよなく」

「そーなの？　じゃあ、あたしもお邪じや魔ましまー……」

「悪魔退散!!」

「わっ!?」

　一いつ瞬しゆん、たじろいだユピテルの鼻先でピシャリと扉が閉められた。

「えー!?　どーしてあたしだけ入れないのーっ!?」

　いっそ戦せん闘とう異術で扉を破は壊かいしようかとも思ったが、やめた。

　こんな建物では、下へ手たに一部を壊こわすと間ま違ちがいなく家屋全体が倒とう壊かいしてしまう。

　結局ユピテルにできる精せい一いつ杯ぱいの抗こう議ぎは、扉をどんどん叩たたいて大声で叫ぶことだけであった。

「あんまりよ!!　どーして助けてあげた相手に、こんな意い地じ悪わるされなくちゃいけないわけ～っ!?」




　ふと我に返ったとき、ラッセルは自分の座すわり込んでいる場所が、見知らぬ木造家屋の中であることを悟さとった。

　貧まずしいがよく掃そう除じの行き届いた部屋である。

　民家であれば居い間まというところか──。

　小さな部屋だが、家具類が少ないのでさほど狭せま苦くるしい印象はなく、むしろ数人程度の集会なら楽に開けそうな余よ裕ゆうが感じられた。

　天てん井じように開いた明かり取りの窓から差し込む陽光が、床ゆかの中央付近にぼんやりとした薄うすい日ひ溜だまりを作っている。

　その日溜まりの中に、一人の少女が跪ひざまずいていた。

　木も綿めんのブラウス、くすんだカーキーグレイのスカートの所々に継つぎが当てられている。

　ラッセルからは長い髪を一本編あみに垂たらした背中しか見えないので、何をやっているのかよく判わからなかった。

「ねえ……なにしてるの？」

　少女は顔を上げ、ゆっくり振り向いた。

　飾かざり気のない出いで立ちの中で、額を飾る涙るい滴てき型がたの紫水晶アメジストだけがひときわ鮮あざやかだ。

「午後の祈き禱とうを行っていたのです」

　近視用眼鏡めがねの奥で、大きな瞳ひとみが優やさしげに細まった。

「祈禱は、聖方陣に神の御光が注いでいる時間に行わなければなりませんから……ここは日当たりがあまりよくないので、ちょっと残念ですわ」

　いわれてみれば、彼女の足下には白はく墨ぼくで聖なる六芒星をモチーフにした図形が描えがかれている。

　アビス教に古来の儀ぎ式しき宗教のような神体や祭さい壇だんは存在せず、ただ信者たちが『聖方陣』と呼ぶ図形を地面に描き、『神の御光』──要ようするに日光のあたった状じよう態たいで祈いのりを捧ささげるのが最も基本的な宗教儀礼だという。

　──以前に耳にしたアビス教に関する知識が、何となくラッセルの脳のう裏りをよぎった。

（ぼくは、この人を助けようとしてチンピラに殴なぐられて……思い出した！　この人はアビス教の補祭で……確かカティーナさんだっけ）

「お加か減げんはいかがですか？　いちおう膏こう薬やくを貼はっておきましたけど……もしご気分が悪いようでしたら、遠えん慮りよなくいってくださいね」

　そういいながら、ケガの具合を確かめるようにラッセルの頭に触さわる。

　質素な身なりだが、清せい潔けつには気を配くばっているのだろう──近づいた彼女の身体からは、天てん日ぴに干ほした毛布のような匂においが微かすかに香かおった。

「だ、だいじょうぶ！　もう何ともないからっ」

　なぜだか急に照てれ臭くさくなり、ラッセルは慌あわてて立ち上がった。
















　──どんどんどんっ！　ねー、あたしも中に入れてよーっ。

「あれ？　あの声……」

「私たちを惑まどわす悪魔の声ですわ。耳を貸してはなりません」

「ふうん」

　──こらぁ開けろーっ！　開けないと聖堂ごと吹ふっ飛ばしちゃうからっ!!

（知らなかった。悪魔って姉さんと同じ声だったのかあ）

　まだ完全には目が醒さめてないのか、何となく納なつ得とくしてしまう。

「あの、失礼ですがお名前は？」

「え？　あっあの、ラッセルっていいます」

「ラッセルさん……いいお名前ですね」

　カティーナはにっこり微笑ほほえみ、床の聖方陣を指さした。

「よろしければ、一いつ緒しよにお祈りしませんか？」

「え？　で、でも……ぼくは信者じゃないし」

「かまいませんわ。大いなるアビス・ウルの御意志に分け隔へだてはありません。ラッセルさんが何か他の宗教をお持ちなら、その神に祈ればよろしいのです」

「………」

　ちなみに異ソ術シ師エ協タ会スでは『神』の実在に関して、未いまだに確かつ固こたる公こう式しき見けん解かいを示しめしていない。

　協会規き約やくの中では創造の神秘を司つかさどる『デミウルゴス』、あるいは異術の理想を体現する『ヘルメス・トリスメギストス』などの神の名が謳うたわれているが、それらは錬金術的な宇宙観を体系化する過か程ていで便べん宜ぎ的てきに定義された、いわば仮想神である。

　大半の異術師は事実上無神論者であり、ラッセルたち姉弟の父親も例外ではない。

　もっともラッセル自身は父親や姉ほど明めい確かくな無神論者ではなく、どちらかといえば単なる無宗教に近かったが──。

「それに……ぼく、お祈りの文もん句くとかも知らないし」

「別に秘密の呪じゆ文もんとか、そんなものありませんわ。『聖石』を授さずかって補祭以上の役に就つくにはアビス教の『聖典』を諳そらんじる必要がありますけど……一いつ般ぱんの信者の方なら、ただ祈って頂いただければよろしいのです」

「ほんと？」

　いうが早いが、ラッセルは聖方陣の中に飛び込んだ。

「姉さんにこれ以上イジめられませんように！　姉さんの戦せん闘とう異術で吹き飛ばされませんように！　姉さんの荷物持ちに……」

「あ、あのぉ……ラッセルさん？」

　一心不乱に祈り始めた少年の肩かたを、カティーナがつんつんつついた。

　穏おだやかな笑顔は変わりないが、少し濃こいめの眉まゆがいつの間にか困こまったような八の字に下がっている。

「え？　何か違ちがうの？」

「いったいどーゆーお姉さん……いえそうではなくて。

　その、『お願い』ではなくて『お祈り』して頂きたいのです。『聖典』は、自じ己こ利り益えきのための祈き禱とうを戒いましめてますから……」

「わかんないや……じゃあ、何を祈ればいいの？」

「そうですね……ご家族や隣りん人じんの幸福。ご自分の村や町、いま生きているこの世界そのものへの感謝……あるいは、懺ざん悔げ」

「ザンゲって？」

「人は誰でも過あやまちを犯おかします。日に一度、静かに自分の行いを見つめ直し……もし何か過ちがあったら、それを素す直なおに告こく白はくするのです。本来なら、正式の司祭様の立会いで行うことですが……」

「白はく状じようすると──どうなるの？　天てん罰ばつが下るとか」

　カティーナは首を横に振った。

「罰などありません。告白することが、すなわち償つぐないなのですから」

「………」

　ラッセルは聖方陣に視線を落とした。

　天てん井じようから落ちる薄うすい日差しの中で、細かい埃ほこりがきらきら光りながら舞まい踊おどっている。

　しばらく迷ったあと、口を開いた。

「……友だちに……ひどいこといっちゃったんだ」

「お友だちに？」

「その人はぼくよりずっと歳とし上うえの女の人で……まだ知り合って一か月くらいなんだけど。

　でも、ぼくの命を何度も助けてくれて……その度たびにひどいケガしたりして」

「………」

「なのに、ぼくは彼女にまだ何にもしてあげてない。そればかりか……」

　ラッセルは口ごもった。

　カティーナの顔を見ていられず、かたく目をつむってうつむいた。

「お話を……聞かせて頂けます？　私でよかったら」

　補祭の少女の、穏やかな声。

「ひどいこといったんだ……キモチ悪いとか、もう顔も見たくないとか。そんなこと、全然思っちゃいないのに……ただ、悔くやしくて悲しくてどうしようもなかったから……彼女なら、たぶん何をいっても許してくれる思ったから。

　──最低だよ！　ぼくは、あのチンピラたち以下だ！」

「………」

「自分がイヤだったんだ。彼女はぼくによくしてくれるのに、それに何一つ応こたえられない自分が……何でぼくだったんだろう？　世の中には、姉さんやアルノーさんみたいに強くて勇気もあって、彼女の力になってやれる人間はいくらでもいるのに──」

　いっているうちに涙なみだがこぼれ落ち、ラッセルは慌あわてて袖そでで拭ぬぐった。

「強くて賢かしこい人間が他にいるからといって──自分の息子を取り替かえる母親、弟を取り替える姉がいるでしょうか？」

「え？」

「あ、ごめんなさい！　お話をうかがってたら、その女の人にとってラッセルさんが、そういう存在ではないのかという気がしたので──」

「どうかな……彼女はぼくの母さんや姉さんじゃない。もちろん恋人とかそういうのでもないし……たぶん、もっと別の何かだと思う」

「………？」

　カティーナが少し不思議そうに首を傾かしげた。

「不思議なひとなんだ……怒ると凄すごく怖こわいけど、子供みたいに可か愛わいいところもあるし。いつもぼくの側そばにいてくれるけど、でも直接会って話ができるのはほんの少しの間で……。彼女が本当は何者で、何ど処こから来てこれから何処に行くのか、何が彼女にとっていちばんの幸せなのか、ぼくにもよく判らないんだけど──」

　涙が頰ほほを伝い、ポトポトと床の聖方陣にしたたり落ちていく。

「ぼくはまだ子供だし、いきなり強くなるなんて無理だし……だから、これからも彼女には迷めい惑わくかけることになると思う。でも、ぼくは、ぼくは──」

　流れ落ちる涙をどうすることもできす、それでもラッセルは叫ぶようにいった。

「ぼくは──彼女に消えて欲しくない!!」

　いつしか、少年はカティーナに抱だきしめられていた。

「ご、ごめんなさい……こんなの、お祈りじゃないよね」

「いいんです。ご自分の思いを素す直なおに言葉に出せれば──それが、祈りです」

　微かすかに震ふるえを帯びた補祭の少女の声が、ラッセルの耳のすぐ側で囁ささやく。

　いつの間にか、彼女の眼鏡も涙で曇くもっていたのだ。

「あなたの祈りは、きっと、きっと……『彼女』に届くわ！」




　──その時、けたたましい音と共に聖堂の扉とびらが開かれた。




　五分ほど前に遡さかのぼる。

「つまんないよぉ、あたしだけ仲間はずれなんて……」

　聖堂から閉め出しを食い、さりとて中にいる弟を置いて宿屋に帰るわけにもいかず、扉の前で膝ひざを抱かかえるユピテル。

「なーにが唯ゆい一いう至し高こうなるアビス・ウルよ……バッカみたい。どーせ昔の人が寝不足か何かで見た幻げん覚かくを、みんなして共同幻想に祭り上げちゃっただけじゃない」

　すっかりふてくされ、世が世ならその場で火ひ炙あぶりにされかねないことをブツクサこぼしている。

「もしもーし、お嬢さん？」

　ふいに上から声をかけられた。

　顔を上げると、白っぽいローブ風の上衣をまとった若い男が、帽ぼう子しを胸に当てのぞき込むようにこちらを見ている。

　年ねん齢れいは二十代前半というところか。

　上背はあるようだが、ひょろりとした撫なで肩がたが何とも頼たよりない。

　だが、真っ先にユピテルの目に止まったのは、人ひと懐なつこい笑顔を地にしたような青年の風ふう貌ぼうでも片手に持った大きめのスーツケースでもなく──

　彼の額を飾かぎる『聖石』──涙るい滴てき型がたの青緑石アクアマリンだった。

（うえぇ～～っ!!　こいつもアビス教徒ぉ!?）

　二日酔よいの朝に、ほこほこ湯気を立てるチーズフォンデュを食わされる気分。

　だが、青年は露ろ骨こつにイヤそうなユピテルの表情には気づく様子もなく、おもむろに彼女の右手を取って上下にぶんぶん振り始めた。

「やあ、お出で迎むかえありがとう！　君がこの教区の補祭、カティーナ・コリンズ君だね!?　僕は市主教府の斡あつ旋せんで来た──」

「ちょ、ちょっと何なのよだしぬけに？　あんたいったい誰よ!?」

「あ、そーか。まず自分から名乗るのが礼れい儀ぎだったよね。これは僕としたことがっ」

　青年は咳せき払ばらい一つして背せ筋すじを伸ばすと、瘦そう身しんに似合わぬ大声を張り上げた。

「この度たび、アッザム市第十七教区に司祭として赴ふ任にんしましたフェルゼン・ストラグシオと申します！　ご町内の皆みな様を正しい神の教えに導くべく、聖戦完かん遂ついの殉じゆん教きよう精せい神しんで二十四時間年中無休で奮ふん励れい努力していく所しよ存ぞんです！　ちなみに二十三歳独身!!」

　一息にいってから、

「以後、よろしくっ！」九十度の角度で深々と頭を下げた。

「………」

　返す言葉を失い、思い切りひいた視線で見つめるユピテル。

「さて！　次は君の番だよ、カティーナ君」

「──違ちがうもん」

「……へ？」

「あたしはユピテル！　カティーナじゃないわよ！」

「え？……あ！　人違い!?　や、こりゃ失礼！」

　白衣の司祭──フェルゼンは狼ろう狽ばいしてしきりに頭を下げた。

「やあ、ごめんごめん。今度配属された聖堂の補祭が、君くらいの女の子だって聞いてたもんだから──」

「……カティーナなら知ってるわよ。ついでにあの子の『聖堂』もね」

「ほ、本当かい!?　いや、実はすっかり道に迷っちゃって──迷めい惑わくついでに、案あん内ないしてもらえると有あり難がたいんだがなあ」

「案内なんか必要ないわよ。だって──」

　ユピテルはくいっと右手を挙あげ、背後の建物を親指で指し示した。

「……？」

　フェルゼンは訝いぶかしげにユピテルの指の先を目で追い──

　やがて扉の上に掲かかげられたアビス教会のシンボルに気づいたか、喉のどの奥おくで「げっ」と短く叫んだ。

「こ、これが僕の聖堂？　この……何というか清貧の思想を見事に体現したような、歴史の重みをひしひし感じさせるプリティーな建物が……!?」

「……素直にいいなさいよ。『古くて狭せまくて貧びん乏ぼう臭くさいボロ屋』って……」

「はあ～～っ」

　ため息混じりに、青年はその場に座すわり込んだ。

「そうだよなあ……大きな街じゃこのところ信者数が激減して、司祭が余ってるっていうし……まして僕みたいな若造、自分の教区を持てるだけでも感謝しなくっちゃ……」

「ふーん。あんたたちも、いろいろ大変なのねえ。ま、そのうちいーことあるわよ」

「うん、激げき励れいありがとう。僕ァ頑がん張ばるよ！」

　あっさり立ち直った。

「おっと、こうしちゃいられない。さっそく補祭の子に挨あい拶さつしなくちゃ」

　ユピテルと入れ替かわるように扉の前に立ち、ノブに手をかける。

「あれ？　留守かな？」

「カティーナはいるわよ。中から鍵かぎかけてるだけで」

「鍵を？　何でまた」

「知らないわよ。あたしだって、ここで十分近く閉め出し食ってるんだから」

「はっはっは、そりゃあ何かの間違いだろう。仮にも聖堂を預かる補祭が、お客様を閉め出すなんてことがあるものか」

　ユピテルの前髪に隠かくれた『タブレット』にはまだ気づいていないようだ。

「……知らないもん」

「きっと扉の立て付けが悪いだけさ。ちょっとこう引いてみれば……開かないな」

「ほらね？」

「いいや、これは立て付けだ！　そうに決まってる」

　すっかりムキになった青年司祭はスーツケースを地面に置き、

「いいかい、今度はもっと強く引っ張るから。君も手伝いたまえ！」

「ひょっとして……現実を直視できないタイプ？」
















　呆あきれながらも、断ことわる理由がないので手を貸してやる。

「──それぇっ!!」

『バキッ』何かが弾はじけ飛ぶ小さな音が響ひびき──




　けたたましい音と共に聖堂の扉が開かれた。




　聖方陣の中央で抱だき合っていたカティーナとラッセルが、ぎょっとした表情で身をすくめた。

　何があったのか、二人とも目を真っ赤に泣きはらしている。

　顔を強こわばらせて見つめ合う、四人の男女。

　聖堂の中の時間が凍とう結けつした。




「………ごめん。鍵壊こわしちゃった……」

　最初に口を開いたのはフェルゼンだった。

「ひょっとして……そんなお約束のボケで、この事じ態たいを収しゆう拾しゆうするつもりじゃないでしょうねー？」

　醒さめきった半眼でユピテルが睨にらむ。

「し、司祭様……!?」

　一方、フェルゼンの『聖石』を目にしたカティーナの狼ろう狽ばいもただごとではなかった。

　頭を抱かかえ込み、

「お許し下さい!!　ああっ……私ったら、神聖な聖方陣の中で何てことを！」

「お願い、カティーナを叱しからないで！　彼女はぼくの話を聞いてくれてただけで──」

「うんうん。判った判った。二人とも落ち着いて」

　白衣の司祭は両手を挙あげ、困ったような苦く笑しようを浮うかべて補祭の少女と少年をなだめた。

「……まあ、若いうちは色々あるさ」

「だから、これはそんなのじゃ──！」

「ストーップ！　真実を知り賜たまうのは唯ゆい一いつ至し高こうなるアビス・ウルのみ──だろう？

　というわけで、いま見たことは僕ら四人だけの秘密。それでいいよね、ユピテル君？」

「ま、あたしはいーわよ。ちょっぴり妬やけるけどね☆」

「ね、姉さん！」

（まあ真相は例によって楽屋オチなんだろーけど……うふっ。しばらくはこのネタで弟をからかえちゃうわ。ラッキー！）

　悪魔のようなことを平然と考えている。

「それはともかく、鍵まで掛かけるのは行き過ぎだよカティーナ君。ほら、信者のユピテル君に迷めい惑わくかけちゃったじゃないか」

「信者ですって……!?」

　カティーナの表情が一転して険けわしくなった。

「司祭様、そいつは信者などではありません！　その女は異術師──額に悪あく魔まの石を戴いただく、私たちの敵ですわ!!」

「え、そーなの？……あ、ホントだ」

「司祭さん、あんたも眼鏡めがね使った方がいーんじゃない？」

「まあっ、司祭様に向かって何て口の聞き方を！　悪魔退散!!」

「うっさいわねぇ！　人の弟に手ぇ出しといてなによ!!」

「わぁっ！　よしなさい、二人とも！」

　危あやうくとっくみあいになりかけた二人の間に、フェルゼンが慌あわてて割って入った。

　大きく咳せき払ばらいして改まった口調になり、

「あのね、カティーナ君。ひょっとして、君知らないの？　我わが神聖アビス教会と異ソ術シ師エ協タ会スは公式に和わ解かいしたんだ。もう、三年も前に」

「ええっ!?」

「総主教エルベシウス猊げい下かとソシエタス理事長シュレディングの共同宣言──二つの組織は互たがいに信教と学術の自由を認め合い、ヴァリシニアの復ふつ興こうのため協力する方針を固めたんだ。この勅ちよく令れいは司祭クラスの幹部信者には洩もれなく伝えられたんだけど……そうか、ここは何年も補祭の君一人でやってもらってたからねえ」

「そんな……そんなっ」

　少女は肩を震ふるわせて動どう揺ようしている。

　──よほど異術師が嫌きらいだったのだろうか。

「時代が変わったんだよ……」

　フェルゼンは聖方陣の中央に立って採光窓を見上げ、

「いつまでも頑かたくな排はい他た主しゆ義ぎを振りかざしていたら、教会は生き残ることができない。僕は、当然の成り行きだと思うがね」

「ねえ、これって何の話なの？」

　ラッセルが不思議そうにユピテルに尋たずねる。

「んー。なにしろ何百年分かの因いん縁ねん話ばなしだからねー。ま、そのうち時間のあるときに、ゆっくり教えてあげるわ」

「まあ、いまの僕らに敵と呼べる存在があるとすれば……教義そのものが相あい容いれない魔ま神じん崇すう拝はい者しやたち、それに『黒い太陽ソル・ニゲル』の連中くらいかなぁ」

「『黒い太陽』？」

「あ、それ知ってる知ってる！」

　声を張り上げ、ユピテルが割って入った。

「ソシエタスを追ん出された連中がヤケになって作ったっていう、例の秘ひ密みつ結けつ社しやでしょ？　王都にいるときも、噂うわさだけはよく聞いたわ」

「いや、組織そのものはソシエタスの成立前から存在してたらしいんだけどね。王宮や教会との協調体制を敷しいた現理事長シュレディングの方針に反発した異術師たちが流れ込み、最近になって急に活動が過か激げき化かして、王国の各地でテロ行こう為いを繰くり返しているらしい」

「………」

　会話の中に理事長の名が出るたび、ユピテルとラッセルの姉弟は居い心ごこ地ち悪そうに目め配くばせを交かわし合っている。

「ときどき各都市の役所に送りつけられる声明文によれば──連中はアビス教会どころか現在の王権そのものを覆くつがえして、異術師が支配する新国家の樹じゆ立りつを目もく論ろんでるっていう話だけどね」

「まあ、何て罪深い。ホントに異術師どもの考えることといったら──」

「ちょっと、どーゆー意味よ！　あたしも異術師だけどねー、あんなイカれた連中と一いつ緒しよにしないでほしいもんだわっ」

「まあまあ二人とも──とにかくいま説明したとおり、一いつ般ぱんの異術師と僕らアビス教徒が喧けん嘩かする理由はもう存在しないんだから」

　笑いながら少女たちの肩に手をかけ、

「こうして知り合ったのも何かの縁えんだし──二人とも、できれば仲良くして欲しいなぁ」

「いーよ、あたしは。最初から、あんたのコト別に敵だなんて思ってないもの」

　右手を差し出してにこっと笑い、

「仲良くしよ、ね？」

「……司祭様が、そうおっしゃるのなら」

　不ふ承しよう不ぶ承しようといった雰ふん囲い気きながら、それでも右手を差し出すカティーナ。

　アビス教の補祭と異術師。二人の少女は握あく手しゆを交わした。

　だが──。

（………！）ユピテルの背筋を、一瞬悪お寒かんが走った。

　カティーナの目は笑っていない。

　厚手の眼鏡越ごしで隠かくされてはいるが──その瞳ひとみは、はっきりと暗い憎にくしみの炎ほのおを宿してユピテルの額を睨にらみ付けていた。

　彼女のいう『悪魔の石』──エメラルド・タブレットを。








第４章　蟲むしの女









「この役立たずがぁ──っ!!」

　罵ば声せいと共に拳こぶしが唸うなりを上げ、ギートの顎あごに炸さく裂れつした。

『ガゴッ』

　頭の中に火花が飛び散り、大きく上体がのけぞる──が、何とか両足を踏ふん張って堪たえた。

　ここで倒たおれたら最悪だ。その時は顔面に蹴けりが来る。

「てめぇらがグズグズしてる間に、新しい司祭が来ちまったじゃねえか！　これでもうあの聖堂にゃ手出しできねえ！　この落とし前、どうつけてくれるんだ？　ああん!?」

　ただでさえ険けんのある相そう貌ぼうをさらに凶きよう暴ぼうに歪ゆがめ、フリッツが吼ほえる。

　大男のギートは彼に比べて十センチ近く上背があるが、そんな身長差などものともせず、壁かべ際ぎわに立たせた舎しや弟てい分ぶんの脇わき腹ばらに、鳩尾みぞおちに、顔面に容よう赦しやなく拳と蹴りを浴あびせ続けた。

　まさに人間サンドバックだ。

　ギートの鼻の傷──今朝、メルティアに潰つぶされた場所だ──が再び口を開き血が流れ出していたが、全く容赦しない。鼻柱めがけてアッパー気味のストレートを叩たたき込む。

　なまじ体たい軀くが大きいと、こういう局面では割を食うのかも知れない。

　子分の二人──猿さる顔のシミウスとモグラ面づらのタルパは、とうの昔に気を失って部屋の隅すみっこに伸びていた。西瓜すいかのように顔面を腫はれ上がらせて。

「ゆ、許してくだせぇ兄貴──あの異術師の小こ娘むすめが邪じや魔まさえしなけりゃ」

　血ち塗まみれの口から折れた歯を吐はきながら、ギートは必死に詫わびた。

　──兄貴の機き嫌げんは最悪だ。このままじゃ本当に殺されちまうっ。

「いい加か減げんなことぬかすんじゃねーっ!!　異術師が宗教屋のカタなんぞ持つわきゃねえだろが!?」

「お、俺ウソなんかついてねーです。現に、ほら！　この痣あざ──」

　慌あわてて自分のシャツを引き裂さき、岩のような胸にできた痕跡──広い範はん囲いに渡って胸毛が抜ぬけ落ち、火傷やけどとも打だ撲ぼくともつかぬ奇妙な痣あざが浮かび上がっていた──を示しめす。

「見て下せえ。ただ殴なぐられただけじゃ、こんな痕あとつかねえですっ！」

「？　ふーむ……」

　フリッツは制せい裁さいの手を休めた。

　その夜彼らがいたのはアッザム商業地区にある旅館の一室──それも旅行中の貴族や富ふ裕ゆう商人が好んで泊とまる、折り紙付きの高級宿のスイートルームであった。

　煌こう々こうと灯ともされたシャンデリアの下、下町の宿屋なら一フロアが丸ごと収まりそうな広い床ゆかには分ぶ厚あつい絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられ、貴族の屋や敷しきからそのまま運び込んだような贅ぜい沢たくな家具調度品が据すえ付けられている。

　無法者たちが仲間内のリンチを実行するには、いささかそぐわない場所ではあった。

「とまあ──アッシの舎しや弟ていどもはこういってるんですがねぇ」

　フリッツは上体を捻ひねって背後を振り返り、部屋の奥おくにいる人物──今回の仕事の依い頼らい人にんに目を向けた。

「どうですかい？　『専門家』のご意見をひとつ」

「戦闘異術──おそらく風シのル疑フ似イ精ー霊ドを使った局所攻こう撃げきだね。それもかなりの使い手」

　革かわ張ばりの豪ごう華かなソファに深々と腰こしを沈しずめた『依頼人』が、淡たん々たんとした口調でいった。

　額に『タブレット』を戴いただく若い男──まだ少年といってよい年ねん齢れいだ。

　黒を基き調ちようとした丈たけの長い上着──ソシエタスの制服を着用しているが、その色とデザインは標準的な制服に比べてかなり自じ己こ流りゆうにアレンジされているし、生き地じにもかなり高こう価かなものを選んでいるようだ。

「君らは運がいいね。そいつがもし本気を出していたら、いまごろ肉と骨の破は片へんになって道路に散らばってるところさ」

　びくっ、ギートが巨きよ体たいをすくませる気け配はい。

「へぇ……ってことは、相手が異術師だってのは間ま違ちがいないんで？」

「ああ」

　異術師の少年はうなずいた。

　計算されたように整った顔の輪りん郭かく。高く通った鼻はな筋すじ──。

　人形師に造られたような美少年である。

　わずかに垂たれ気ぎ味みの目はそれだけとって見れば何となく愛あい嬌きようがあるが、両りよう端たんのつり上がったいわゆる覆ふく舟しゆう口こうとあいまって、全体としてどこか人を見下したようなアルカイック・スマイルを形けい成せいしていた。

「そいつは困りましたねぇ。あんたがソシエタスの人間だと思えばこそ、アッシらも安心してヤバい仕事を引き受けたんですよ？　同じソシエタスの異術師に邪じや魔まされるんじゃワリがあわねーや。この仕事、手ぇ引かせてもらいましょ」

　口の片端をつり上げて獰猛な笑いを浮かべ、

「もちろん報ほう酬しゆうは約束通り全ぜん額がく払ばらい──いや、ことによると違い約やく金きんまで頂いただかなくちゃならねーですなぁ」
















　さらりと本音を表に出す。

　ビジネスの手前うわべだけは慇いん懃ぎんだが、弱みを握にぎれば相手が『依い頼らい人にん』であってもたちまち恐きよう喝かつ者しやに変へん貌ぼうして骨までしゃぶり尽つくす──それが彼ら無法者の本能だ。

　だが、少年は全く動じない。

　フリッツに負けじと口くち許もとを歪ゆがめ、歳としに似合わぬ尊そん大だいな笑顔で応おうじた。

「早まるなよ。ボクがいったのは、相手が異術師に間違いないってことだけさ」

「どういう意味で？」

「君の部下によれば、相手の異術師は年とし端はもいかない女の子ってことだけど──」

「へ、へえ。まだ十四、五の、小こ生なま意い気きな娘っ子で」

「ボクの知っている限りで……この街のソシエタス支部に、女性の異術師はいない」

「妙みような話ですねぇ。ソシエタスに属してない異術師がいるってんで？」

「ああ。ソシエタスで『タブレット』の移植を受けながら、なんらかの理由で組織をリタイヤした連中──ボクらは『はぐれ』って呼んでるけどね。いってみれば落ちこぼれのカスども、この街における君らみたいなもんさ」

　フリッツは露ろ骨こつに顔をしかめた。

「『はぐれ』だか何だか知らねーが、異術師には違えねえ。アッシらの手に負える相手じゃねえですよ。どっちにしてもこの仕事は──」

「あわてるな。別に一いつ般ぱん人じんの君らに異術師の相手をしろとはいわないよ──多少スケジュールが狂ったが、君らは頼たのだ通りの仕事をしてくれればいい。

　その『はぐれ』がまた横やりを入れてくるようなら──ボクが始し末まつする」

「異術師が、同じ異術師を？　へへっ、そいつはなかなか見モノですが……いいんですかい？　お仲間でしょ」

「我わがソシエタスに反はん逆ぎやくする不ふ逞ていの異術師を取り締しまるのも、ボクら監かん察さつ官かんの任にん務むの一つだからね。それに──」

　紅べにを引いたような赤い唇くちびるをペロっと嘗なめ、

「最近腕うでがなまってたんだよ。生身の人間相手に戦せん闘とう異術を試ためせるなんて、願ってもないチャンスさ」

（……何てぇガキだ）

　フリッツは内心で舌を巻いた。

　実のところ、彼は舎しや弟ていのギートたちに対してさほど腹を立てていたわけでない。

　にもかかわらずあれだけ痛めつけたのは──もちろんケジメをつけるという意味もあるが──それ以上に『依頼人』に対する心理的効果を計算した上でのことだ。

　多くの『依頼人』は借金の取り立て、地上げ、訴そ訟しようごとなど法ほう律りつで解かい決けつできないトラブルを抱かかえ、彼ら無法者たちに密ひそかに解決を依頼してくる有力市民である。金と権力はあっても暴力に対する免めん疫えきのない彼らの目の前で内うち輪わのリンチを見せつければ、たいていはすくみ上がり、その後のビジネスをこちらの思い通りに進めることができるのだ。

　だが、今回の『依頼人』は勝手が違った。

　その少年──ルスカと名乗る異術師はフリッツが三人の舎弟に鉄てつ拳けん制せい裁さいを加えている間中、悠ゆう然ぜんと革かわ張ばりのソファに腰かけ顔色一つ変えずにその様子を見守っていた。

　ルームサービスで取り寄せた年代物のワインを傾かたむけ、ときおり退たい屈くつそうにあくびさえ洩もらしながら──。

　フリッツとて、多くの修しゆ羅ら場ばをかいくぐって生きてきた男である。

　強がって上辺だけ平静を装よそおっているのなら、たやすく見み抜ぬいただろう。

　人間が同じ人間を痛めつけて血だるまに変える──そんな暴力行こう為いの現場に立ち会って全く無感覚でいられる者はそうはいない。仮にサディストであっても、興こう奮ふんするなり何なりの反はん応のうは示しめすものだ。

　いるとすれば凄すさまじく強きよう靱じんな神経の持ち主、あるいは特とく殊しゆな訓くん練れんを積つんだ兵士や格かく闘とう家かといったところだが、少年の歳とし格かつ好こうから考えてそれは考えにくい。

　あるいは──完全な異常者か。

　自治都市サブナックにおいて二十余名が犠ぎ牲せいになり、結局迷めい宮きゆう入いりに終わったという猟りよう奇き殺さつ人じんの噂うわさがふと脳のう裏りをよぎり、フリッツは思わずぞっとした。

「どうしたフリッツ？　ボクの顔に何かついてるかい？」

「へ!?　い、いえ。何でも」

「それよりビジネスの話だ。司祭が来たといっても、あそこで正式に布ふ教きようを始めるのはまだ先のはずだ。彼らの教義では、司祭が新たな土地で布教活動を始める日は暦こよみで厳げん密みつに定められているからね」

　ポケットから取り出した革表紙の手帳に目を走らせ、

「役所への届けや準備期間も考えれば……まだ一週間は余よ裕ゆうがある。その前に手を打つんだ。一いつ刻こくも早くあの掘ほったて小屋みたいな聖堂を排はい除じよして、この街の地図から消し去って欲しい」

「っていわれましてもねえ……正せい規きの司祭がいる以上、もう下手な手出しはできなくなっちまいやしたし……」

　フリッツは渋しぶい顔で応こたえた。

　いくら衰すい退たいしたといっても、アビス教は今なおヴァリシニアの国教なのだ。

　ことに百年間の擬ぎ獣じゆう災さい害がいを耐たえ抜ぬいたアッザムでは他の新興都市に比ひ較かくして教会の勢力が根強く、市議会や警けい邏ら隊たいの幹かん部ぶにも熱心な信者は多い。

　所しよ詮せんは聖堂の管理人に過ぎぬ補祭ならまだしも、正規の司祭にケガを負わせるようなことがあれば、それこそフリッツ自身がこの街にいられなくなってしまう。

「こうなりゃあ……いっそのこと、事故に見せかけて補祭の娘を──」

「待てっ、それは困る！」

　ソファから腰こしを浮うかせ、ルスカが叫さけんでいた。

「へ？」

「忘れたのか？　ボクは最初にいったじゃないか。あの娘、カティーナをどんなに脅おどしつけてもそれは構わない──けど、傷つけるような真ま似ねは絶対するなと！」

「ひょっとして……狙ねらいはあの娘だったんですか？　聖堂の土地じゃなく」

「………」

　ルスカは端たん正せいな顔をわずかにしかめ、正面のフリッツから視線を逸そらした。

「なるほど……へっへっへ。いやぁ、お兄さんも人が悪い」

「誰だれがおまえの兄だ。気き色しよくの悪いことをいうな」

「ハナからおかしいと思ってたんでさ。わざわざ王都から来なすったあんたの仕事が、ケチな土地買収だなんて──それも地方支部を通さず、アッシらみたいな無法者を雇やとってまで」

「……何がいいたい？」

「実はね、『仕事』の傍かたわらちょいとばかり調べさせて頂いただいたんでさ。今でこそ堂どう守もりなんぞやってるあのカティーナって娘、実は先代支部長の──」

　フリッツの背後にあったキャビネットが唐とう突とつに開き、中に収められた高級酒類の瓶びんが一つずつ音を立てて破は裂れつし始めた。

「!?」

　天てん井じようの一角に黒い霧きりが渦うず巻まいたと思う間もなく、渦の中から数十個の生白い塊かたまりがぼとぼとと産み落とされた。

　白い塊──数か月の胎たい児じをそのまま赤ん坊大に拡大したような奇き怪かいな生き物は床ゆかに落ちるなり短い手足を伸ばして這はいずり出し、瞼まぶたのない巨きよ大だいな眼球と鋭するどい牙きばの生えそろったピラニアのような口でケラケラ笑いながらフリッツに襲おそいかかってきた。

「げええええっ!?　な、何じゃこりゃあっ!?」

　背後ではギート、それに目を覚ました他二名の子分も白い胎児たちにまとわりつかれ、悲鳴を上げてのたうち回っている。

「疑ぎ似じ精せい霊れいの一種『ラルヴァ』さ。ボクの操作一つで、馬だって五分で骨にするよ」

　愉ゆ快かいそうにいうルスカの額で、逆三角形の『タブレット』が鬼おに火びのような光を放っていた。

「めざといのも災わざわいの元──どうやら、君ら四人はこの場で始末しなくちゃいけないようだね」

「ま──待ってくれアニキ！」

　身体からだ中じゆうに十数匹ひきのラルヴァをまとわりつかせたまま、フリッツは必死の形ぎよう相そうで叫んだ。

「だから、ボクはおまえの兄じゃないって」

「変に探さぐったのは謝あやまる!!　別にあんたの弱みを握にぎろうとしたワケじゃねーんだ！　も、もし『遺産』が絡からんでるんなら、一口乗せてもらおうと思っただけで──」

　ラルヴァたちの動きが、ぴたりと止まった。

「……ふうん」

　パチンッ！　ルスカが指を鳴らすと、疑似精霊の群は突とつ然ぜん食欲を失ったように無法者たちから──正確にはギートと二人の子分から離はなれ──絨じゆう毯たんの上に腰を抜ぬかしたままのフリッツの周囲に密集して輪を描えがいた。

　異術師が再び指示を下せば一いつ斉せいに襲いかかり──たぶん数分で男を骨こつ格かく標ひよう本ほんに変えてしまうだろう。

「聞かせて貰もらおうか？　おまえが調べたことを」

「せ、先代のソシエタス・アッザム支部長リカード・コリンズ……そいつがあの娘、カティーナの親父でさぁ」

　異術師の顔色をうかがうように、恐る恐る切り出すフリッツ。

「その親父は十年前に死し亡ぼう。その翌年に母親も病やまいで死んで、母方の親しん戚せき──あのボロ聖堂の前の司祭に引き取られた。もっともその司祭も建物同様ヨボヨボのババアで、三年前に老衰でくたばってからは天てん涯がい孤こ独どく──と、まあここまでは簡単に判ったぜ。ひ、秘密でも何でもねえからな」

「……続けろ」

「問題は親父の──前支部長リカードの死に方さ。表向きは『病死』ってことになっちゃいるが……元の使用人を捜し当てて、ようやく聞き出したぜ。

　自殺だってねぇ……自分の屋や敷しきで首をくくって。しかも死の直前、何を血迷ったか自分の額をナイフでめった突づきにして『タブレット』を削そぎ落としてたとか……やな死に方だぜ。おまけに、第一発見者は当時まだ六つだったカティーナときた」

「……なぜ自殺したと思う？　先代支部長は」

「そいつを調べるのは骨が折れたぜ。何しろ地方支部はガードが固くってよ……でもな、調べていくうちに、いろいろと面おも白しろいネタをつかんだぜ」

　自分が生死の狭はざ間まにいることも忘れて、フリッツは得とく意いげに両手を広げた。

「リカードが自殺する、さらに二、三年前──日付ははっきりしねえがだいたいその頃ころ、この街のソシエタス地方支部が中心になってある調査が行われた。場所は街の近くにあるゲッヘナ山の大だい鍾しよう乳にゆう洞どう──命の惜おしい人間はまず行かねえ場所だよな。案の定、護ご衛えいつきの調査団からもシャレにならねえ数の死人が出たっていうし。それでも、調査団の一部は鍾乳洞の奥おくの奥までたどり着き──そこで、何かを見つけた」

「何をさ？」

「それは──判らねえ」

　無法者の頭目は、眉まゆじりを下げた情けない表情でかぶりを振った。

「調べがついたのはここまでだ。だがよ、ここまでくりゃあその先はいやでも想像がつくってもんさ。錬れん金きん術じゆつ師しゼルファナスの『遺産』──調査団が探たん索さくしたのは、例の世界を意のままに変えちまうってお宝だったんだろ？　もっとも、その後おたくらの組織の内部でどんな悶もん着ちやくがあったか知らねえが」

「………」

「結けつ論ろんからいくぜ。十三年前、リカードの調査団が発見した『ブツ』は、いまでもこのアッザムの街に隠かくされてる。そして、その鍵かぎは自殺したリカードの一人娘──つまりカティーナが握にぎっている！」

「……ふん」

　ルスカはソファに背中を預け、下目づかいにフリッツを見やった。

「チンピラ風ふ情ぜいにしちゃよく調べたもんだと誉ほめてやりたいけど──その程度の情報、とうに我わがソシエタス監かん察さつ局きよくは調査済ずみさ」

「十年がかりで、でだろ？　だから十年目になってようやくあんたが派は遣けんされてきた。自じ慢まんじゃねえが、アッシは三週間で調べ上げましたぜ」

「嫌きらいなんだ。口の減らないオヤジって──」

　ラルヴァたちに最後の命令を下すべく、異術師の少年が右手を挙あげる。

「ちょっと待ったぁ！　あと五分！　五分でいいからアッシの話を聞いてくれ、ルスカ様!!」

「しつこいなあ。今度は様づけかい」

「この件を調べている最中に会った、地方支部の異術師が……吐はき捨てるようにいってましたぜ。『リカードさんを殺したのは王都の連中だ！』って。へへ。あんたがた、支部の連中とは余よ程ほどうまくいってないんですねぇ。だからこそ、支部とは無関係でなおかつ土地カンのある、アッシら無法者に目をつけたんでしょうが？」

「………」

「おまけにターゲットはアビス教会の関係者……まかり間ま違ちがって地方支部と教会両方を敵に回したら、いくらあんたが凄すご腕うでの監察官でも──ちっとヤバいんじゃねーですかい？」

「……もういい。他のチンピラを雇やとうよ。グッバイ」

「おっと！　殺やりたきゃあ、いつ殺ったってかまわねえ！　けどよ──できればその前に、このケチな無法者にひと目『遺産』を拝おがましてやっちゃ頂いただけませんかねえ？」

「やけに『遺産』にこだわるようだけど──拝んでどうするんだい？」

「べ、別にどうもしねえ……おこぼれに預かろうとか、そんなんじゃねえ」

「うん？　ひょっとして──」

　ふと思い出したようにルスカが尋たずねる。

「おまえ、『シーカー』だったのか？」

「へいっ！　お察しの通りで」

　フリッツは胸に手を当て、誇ほこらしげに笑った。

「今でこそ、こんな辺境の自治都市でヤクザな稼か業ぎように身をやつしちまいやしたが──こうみえても、若い時分はいっぱしの冒険者。『遺産』の発見で一山当てる夢を追いかけて、ヴァリシニアの津つ々つ浦うら々うらを駆かけ回まわっておりやした」

　と、この時ばかりは無法者らしくもなく子供のように目を輝かがやかせ、立て板に水の勢いでまくしたてる。

「『遺産』の探たん索さくを専門にする冒険者。遺産探索者シーカーか──そういう連中の噂は、聞いたことがあるよ」

「へへっ。自じ慢まんじゃねぇが戦闘にサバイバル、お宝探しの基本は一通り心得ておりやす。魔術や錬金術のこともいささか囓かじらせていただきやした」

「──けど、だからどうしたっていうのさ？　所しよ栓せん『シーカー』も街の無法者も五十歩百歩。おまえたちを生かしておいたところで、ボクに何の得がある？」

「お願えします！　金なんか一文もいらねえ！　これから先はあんたの手足になって働く！」

　もはや破れかぶれの心境で、フリッツは絨じゆう毯たんに額を擦こすり付けた。

「『遺産』の探索は、アッシにとっちゃあ若い時分の初はつ恋こいみてえなもんなんだ！　このごみ溜めみてえな街でくたばる前に──せめて、もう一度夢を見さしておくんなせえっ!!」

　もちろん半分は命惜おしさの過か剰じよう演えん出しゆつである。

　残り四割はあわよくばの打だ算さん。

　そして最後の一割は──フリッツ自身にもよく判らない。

　本気なのか──。

『パチンッ!!』

　ふいにルスカの指が鳴った。

「!!」ぎょっとして固く目をつむるフリッツ。

　数秒後──恐る恐る目を開くと、自分を取り囲んでいた不気味な疑ラ似ル精ヴ霊アの群は、幻まぼろしのように消え去っていた。

　ギート以下二名も、夢でも見ていたかのようなぼーっとした面おももちで床ゆかにへたり込んでいる。

「いま思い出したんだけど……」

　何事もなかったかのような口調で、ルスカが口を開いた。

「本部の監かん察さつ局きよくで一いつ般ぱん職員の臨りん時じ募ぼ集しゆうをやってたな。安月給だけど……何なら、おまえら応おう募ぼしてみるかい？」

　フリッツは顔を上げ、惚ほうけたような表情で異術師を見た。

「王都に……連れてって頂けるんで？　そいつは願ってもねえ話ですが……」

「もっとも、今回の『仕事』の出で来き映ばえ次し第だいだけどね」

「！　お、お任せ下せえ！」

　慌あわてて立ち上がり、服と髪の乱れを整える。

　ポケットから取り出した黒くろ眼鏡めがねをかけ直す頃には、もうすっかり泣く子も黙だまるアッザムの無法者・フリッツ兄貴に立ち返っていた。

「なに、ここであんたに殺された命だと思やぁ──小娘の一人や二人、何とでもしてみせまさぁ」

「ここは空気が悪いな……場所を変えてビジネスの話を続けよう」

　異術師の少年はおもむろに立ち上がり、

「どこか食事のできる店はないか？　上等の料理と酒が楽しめる所がいいな」

「へい！　ただいま、ご案内いたしやす」

　フリッツは素す早ばやくドアに駆かけ寄より、長年仕えた従者のような慣なれた仕し草ぐさでルスカを送り出した。

　遥かに歳下の少年に傅かしづくのに、もはや何の抵てい抗こうも感じていない。

（決めたぜ。こうなりゃ残りの人生全部、この異術師の若造に一点買いで賭かけてやる！）

　元『シーカー』の男は、自らの人生の転てん機きを感じていた。

「おぅっ、てめえらもグズグズすんじゃねーっ！　ルスカ様のお出かけだ、さっさと支し度たくしやがれ!!」

「あのぅ……フリッツの兄貴？」

　ようやくショックから立ち直ったギートが、三人を代表するようにおずおず尋ねた。

「今の話は……いったい何なんですか？　『遺産』とか、『調査団』とか……俺たちには、何のことかさっぱり」

「へ、そのうち判ることよ。だがな、これだけは忘れるんじゃねーぞ。ここでうまく立ち回れば──俺たちゃ世界征せい服ふくだって夢じゃねーんだからなっ！」







「はぁ……『悪あく魔まの石』かあ」

　アッザム市内の一角に建つ宿屋『尾おを食う蛇へび』亭ていの一室。

　ラウンジも兼かねた食堂のテーブルにぺったり頰ほほをつけ、ユピテルは憂ゆう鬱うつそうにつぶやいた。

「ふぁ～あ、もうこんな時間か……」

　二階の別室に部屋をとっていたアルノーが、大おお欠あく伸びしながら階段を降りてきた。

　野戦服の上に濃緑色のハーフコートといういつもの出いで立ちである。

　食堂のユピテルに目を留とめ、呆あきれたように声をかけた。

「なにダレてんだおまえ？……まっ昼間から」

「あら、そーゆーアルノーだってお寝ね坊ぼうじゃない。また二ふつ日か酔よい？」

「別に……まあちょっとは飲んだかな。旧ふるいダチと会ってたんだ」

「ふんだ。どーせ女の子でしょー？」

「へっ。そんな色っぽい相手じゃねーよ……ちょっと買い物を頼たのんでたもんでね」

　ユピテルの向かいに腰こしを下ろし、

「そういや、ラッセルは？」

「遊びに行ったわよ。例のカティーナって子のトコ」

「ああ、聖堂の」

「このとこ毎日よ。今日は買い出しのお手伝いだってさ」

　アビス教会第十七教区聖堂に新任司祭フェルゼンがやってきてはや五日目。教区司祭の正式な就しゆう任にん式しきを明後日に控ひかえ、下町の隅すみにひっそり立つ小さな聖堂はにわかに活かつ気きづいていた。

　市主教府も今後は同教区での布教活動に力を入れていく方針なのか、倒とう壊かい寸すん前ぜんだった聖堂の建物を全面的に改かい築ちくすることを決定し、既すでに新司祭フェルゼンの指揮の下もとに職人を呼んで一部の工事が開始されていた。

　そしてラッセルはといえば、この五日間毎日のように朝から聖堂に出かけ、カティーナの側そばについて夕方までかいがいしく聖堂の模も様よう替がえを手伝っていた。

　要するにボランティアである。

「ふ～ん珍めずらしいな。あの子がおまえさん以外の人間になつくなんて……へへっ、けっこう可か愛わいいのか？　そのカティーナって女の子」

「やらしい笑い方しないでよっ……まあ、すっごく美人ってわけでもないけどねぇ。おとなしいけど芯しんは強そうっていうか、包ほう容よう力りよくがあるっていうか」

「母親タイプか……男ってのは、案あん外がいそういうのに弱いからなぁ」

「よーするにまだ子供なのよ。にしても、何で怪かい獣じゆうとか宗教屋とか、そんなのにばっかりモてるのかしら？　そのうちアビス教に改かい宗しゆうする、なんて言い出さなきゃいーけど」

「……心配なら、おまえも一いつ緒しよにいきゃいーじゃねえか。当分は暇ひまなんだろう？」

「いーわよ、あたしは。司祭さんはいつでも遊びに来ていい、っていってくれたけど……カティーナの方にえらく嫌きらわれちゃってるもの」

「無理もないか。アビス教徒と異術師じゃあ水と油みたいなもんだしなぁ……どっちかっつーと、その司祭の方が変わり種だねだと思うぞ」

「………」

　額ひたいのタブレットに指先でそっと触ふれ、

「ねえアルノー。額にこーゆーのがあって、エーテル操そう作さで大の男や擬獣までぶっとばしちゃう女の子って……はたから見ると怪物とか悪魔とか、そーいう風に見えるのかなぁ」

「ま、まあ……あまり尋じん常じようではないな。世間一いつ般ぱんの水すい準じゆんから見れば」

　初めてユピテルに会ったとき、面と向かって彼女をバケモノ呼ばわりしたことを思い出し、アルノーは何となく気まずくなった。

「あたしの場合、もの心ついたときにはもうタブレットが移い植しよくされてたし……家や学院での生活も、より優すぐれた異術師になるための修しゆう練れんが中心だった──」

　テーブルにもたれかかったまま、ユピテルは物思いに耽ふけるようにいった。

「魔術に古典錬金術、自然科学にエーテル応用化学──知識だけじゃないわ。戦せん闘とう異術だって、腕うでを上げれば上げるほど家族も友だちも誉ほめてくれたのに……異術師でいることがそんなにヘンなことだなんて、これまで思いもよらなかった」

「価か値ち観かんってやつはな、人により様々なんだよ。それが判わかっただけでも、家出した甲か斐いはあったってもんじゃねーか」

「少なくともラッセルにはね……」

　軽くため息をついて苦く笑しようし、

「ほら、あの子タブレットの移植が受けられなかったでしょ？　王都にいたときには周囲から完全な落ちこぼれ扱あつかいで、友だちも少なかったのに……家出してから色々ハードな体験もしたけど、外の世界のこと知って自信がついてきたのかなぁ？　近ごろ、とみに自じ己こ主しゆ張ちようが強くなってきたし」

「ガールフレンドもできたしなぁ」

「どーせあたしはフリーよっ。あ～ん、つまんないつまんない！　あたしの前にも優やさしくてとびきり素す敵てきな彼かれ氏し、現れてくんないかなーっ」

「なにマセたことを……って、おまえも十五か。考えてみりゃあ王都の学校にいた時分には、付き合ってる男の一人や二人いたんだよなあ」

「えー？　ダメよ～、異術学院の男の子なんて。ロクなのがいなかったわぁ」

　お話にならない、といった素そ振ぶりでパタパタ手を振り、

「とくに変なヤツが一人いてねー、名前はルス──」

「ごめんください！　こちらに、異術師のユピテルさんが宿しゆく泊はくされているとうかがったのですがっ」

　宿屋の正面扉とびらが開き、白衣の青年が姿を現した。

　ひょろりとした瘦そう身しん、額を飾かざる涙るい滴てき型がたの青緑石アクアマリン──司祭のフェルゼンだ。

　ユピテルは驚おどろいてテーブルから顔を上げた。

「あれぇ？　どうしたの、司祭さん」

「あ、いたいた！　ユピテル君、すまないけど弟さん戻もどってないかい？」

「え？　ラッセルなら、朝から聖堂に出かけたわよ。会わなかった？」

「それが……カティーナと一緒に市場に買い物に出たきり、二人とも戻ってこないんだよ」

「お昼ご飯でも、食べてるのかな？」

「初めは、僕もそう思ったんだけれど──午後の祈き禱とうの時刻になっても帰ってこないので、市場まで迎むかえにいったら、これが」

　差し出した掌てのひらには、小さな涙滴型の宝石──アビス教の『聖石』が乗っていた。

　補祭の身分を示す紫水晶アメジスト。見覚えのある柄がらのリボンは両りよう端たんで無む残ざんに引きちぎられていた。

「これはね、君。僕らアビス教徒にとっては魂たましいと同じくらい大切なものなんだ。たとえ不注意であっても、道ばたに落とすなんてあり得ないことだよ」

　ユピテルとアルノーは顔を見合わせた。

「まさか……あのチンピラたちが、仕し返かえしに？」

「チンピラたち？　君が追い払はらってくれたっていう、例の無む法ほう者ものかい!?　そ、そりゃあたいへんだ！」

「連中、あのままで引っ込むとは思わなかったけど……でも、まさか市場のど真ん中で誘ゆう拐かいするなんて──」

　いいかけて、ユピテルははっとしたように黙だまりこんだ。

　若い司祭はすっかりうろたえた様子で、

「と、とにかく、あの子たちに間ま違ちがいがあっちゃいけない。僕は、これからすぐに市主教様に相談してくるよ！」

「おい、司祭さん？」

　アルノーが声をかけた。

「このあたり一帯を仕切ってるのは、フリッツとかいう名うてのワルだと聞くぜ。市主教だなんて悠ゆう長ちようなこといってないで、さっさと警けい邏ら隊たいの詰つめ所にでも届とどけた方がいいんじゃねーのか？」

「え？　そ、そうかい？……うん、そっちの方がいいかもしれないなあ」

　ぶつぶつと優ゆう柔じゆう不ふ断だんそうにつぶやいていたフェルゼンだったが、「おや？」と小さく声を上げてアルノーの方に視線を向けた。

「……護ご身しん用にしては、ずいぶん物ぶつ騒そうなシロモノですねえ」

「なに？」

「気をつけた方がいい。この街の警邏隊は、武器の不ふ法ほう携けい帯たいにはことのほか厳きびしいですから」

「!?」アルノーは反射的にコートに手をあて、脇わきのあたりを押おさえていた。

「じゃ、失礼！」

　アビス教の司祭は一礼すると、法衣の裾すそを翻ひるがえして慌あわただしく宿屋を立ち去った。

「何なんだ、あの司祭……？」

　怪け訝げんそうに独ひとりごちるアルノー。

　ユピテルの方に振り返ると、彼女はやや青ざめた表情で床ゆかに視線を落としていた。

「ウソよ……まさか、そんなこと！」

「どうした？　何か心当たりでもあるのか」

「チンピラたちの一人が、逃げるときにこういってたの……『俺たちはソシエタスに依い頼らいされた』って」

「まさか、連中の黒幕はソシエタスだってのか？」

「アルノーだってさっきいったじゃない、異術師とアビス教徒は水と油だって。いくらトップ同士が和わ解かいしたっていっても、そんなの建たて前まえだけの話よ。異術師だって昔に弾だん圧あつされた恨うらみは忘れてないもの……教会の勢力が再び回復するのを快こころよく思うはずないわ」

「しかしなあ……布教の妨ぼう害がいのためにチンピラ雇やとって地上げだなんて、何かやり口がセコくないか？　ソシエタスほどの大組織が」

「判んないけど……あたし、これからこの街の支部にいって調べてみる！」

「いいのか？　下手に顔を出せば、弟共々王都に連れ戻されるぞ」

「……カティーナは……ラッセルの友だちだもの」

　ユピテルは宿屋の玄げん関かん前で立ち止まり、拳こぶしを握にぎりしめた。

「そりゃあ……あたしたちの先せん達だつはアビス教徒にさんざんイジめられたわよ。カティーナはあたしのコト毛け嫌ぎらいしてる……でも、あの子は何にも悪いことしてないよ！　ひとりぼっちであの聖堂を守ろうと頑がん張ばってただけなのに……もし、ソシエタスがそれを潰つぶそうとしてるのなら──」

（父さん……あたし絶対許さないからね、あんたのこと！）

　アルノーが止める間もなく、少女は風のように宿屋から街の大通りへと走り出していた。







　窓を閉め切り、むせるほどの香こうの煙けむりが立ちこめた暗い部屋の中。

　監かん察さつ官かんルスカはうやうやしく絨じゆう毯たんに片かた膝ひざをつき、闇やみの奥おくに浮うかび上がる男の幻げん像ぞうに向かい合っていた。

　意い志しや言げん語ご、あるいは映えい像ぞうをエーテルの波に変へん換かんし、遥はるかな距きよ離りを隔へだてた相手と相対しているかのごとく会話を交かわすエーテル通信──。

　額に『タブレット』を持つ異術師同士に限られること、あらかじめ日時を打ち合わせた上で精神集中できる環かん境きようを整えておかねばならないことなど制限も多いが、それでも電話や無線の精せい度どが末いまだ劣おとるこの時代においては、最も進歩した通信手段といえる。

〈十二年前のことじゃ……〉

　男が言葉を発する度たび、禿とく頭とうの額に埋うめ込まれた『タブレット』が蛍ほたるのように点てん滅めつを繰くり返す。

　ソシエタス理事会メンバーにして監察局長官。理事長シュレディングの命を受け、ゼルファナスの『遺産』探たん索さくにあたる異術師ゾシモス。

　ルスカにとっては監察官としての直属上司、なおかつ後こう見けん人にんの伯お父じでもある。

〈当時のアッザム地方支部の長リカード・コリンズが指揮する調査団は、街の近きん傍ぼうにあるゲッヘナ山の鍾しよう乳にゆう洞どうに潜せん入にゆうし、その奥おくの隠かくれ谷に存在した錬金術師の秘密工こう房ぼうを調査した〉

（くどいなぁ。そんなの、資料で何べんも読んだことだよ）

　ルスカは内心でぼやきかけたが、その感情を辛かろうじて意識下に押おさえ込んだ。

　互たがいの思し念ねんを使って対話するエーテル通信では、表面に現れた思し考こうや感情をたやすく相手に読み取られてしまう。

〈その結果発見された多数の書類や実験器具──それらはすべて資料としてアッザムに運び込まれ、そこで一年以上に渡わたって綿めん密みつな予備調査が行われた。もちろん、その経けい過かは逐ちく一いち王都の中央本部にも報告されておる〉

「当時の理事長は、先代のドクター・ライオス──ライオス・ライモンドス博士だったよね」

〈うむ。先代理事長ライオスはアッザムからの中間報告に大いに関心を寄せ、いよいよ全すべての資料を王都に移送して本格的な分ぶん析せきに取り組む段階になった……が〉

「リカードは突とつ然ぜんそれまでの調査結果を翻ひるがえした。『全ては自分の功こう名みよう心しんで仕組んだ偽にせ情報。ゲッヘナの鍾乳洞から実は何も発見されなかった』なんて言い出してね。当然、ライオス博士は激げき怒どした。ただちにリカードを王都に召しよう喚かんし、査さ問もん会かいにかける指示を下したけど……」

〈先手を打つように、リカードは自決してしまったわけじゃな〉

「馬ば鹿かな男だね。虚きよ偽ぎの報告が露ろ見けんすれば、そりゃ支部長の職は罷ひ免めんされるだろうけど……別に死刑になるわけじゃなし」

〈ただの虚偽ならな。じゃが『遺産』の鍵かぎとなる何かを見いだしながら、故こ意いに隠いん蔽ぺいを図はかったのなら──まこと万ばん死しに値あたいする罪となるわ〉

「自殺する直前、リカードは自分の『タブレット』を刃は物ものでえぐり取ったって話だけど」

〈なにがあったか知らんが……彼奴きやつがソシエタス、そして異術師である自分自身に激しい憎にくしみを抱いだきながら死んでいったのは確かじゃな。マア驚おどろくにはあたらん。貴様は若いから知らんだろうが、この百年間こっち『遺産』の探たん索さくに絡からんで似たり寄ったりの事件が山ほど起きておるわ──まったく、呪のろわれた『遺産』もあったものよ〉

「……」

〈くくくっ、それも当然か。世界を意のままに変えるゼルファナスの叡えい智ち……すなわち世界を滅ほろぼす悪あく魔まの業わざでもあるわけじゃからな〉

　丸まる眼鏡めがねを光らせ、いってる当人が悪魔そのものの笑いを浮うかべている。

「……リカードが支部に残した書類、人手に渡った屋や敷しき、墓までしらみつぶしに洗ったけど、結局めぼしいモノは何も出なかったよ。あとはあの娘むすめ、カティーナだけだ」

〈ふん、盲もう点てんじやったな。よもやアビス教の堂どう守もりなんぞやっとるとは〉

「苦労したよ。支部の連中、彼女の行方ゆくえをなかなか教えてくれなくってね。でもそれも終わりさ──もうすぐ、本人の身み柄がらを伯お父じさんのところまで護ご送そうするから」

〈ふむ。いまさら手段を選べとはいわんがな──ただし、くれぐれも教会相手の悶もん着ちやくは起こすなよ。三年前に連中と交かわした秘密協定で、たとえ『遺産』探索のためでもアビス教の幹かん部ぶ信しん徒とには手出しできぬことになっておる。発はつ覚かくすれば、我わが輩はいの責任問題になりかねんからな〉

「ふふ、ぬかりはないよ。地元の無法者たちを使って、聖堂の土地を買ばい収しゆうしたんだ。いくら『聖石』を授さずかった幹部信徒といったって、補祭なんて所しよ詮せんは単なる聖堂の管理人──受け持ちの聖堂がなくなってしまえば、その資格は自し然ぜん消しよう滅めつするからね」

〈ほほー。連中の信徒規き約やくを逆さか手てに取ったか〉

「教会の後ろ盾だてさえなければ、たかだか身よりのない小こ娘むすめ一匹ぴき──あとはボクらの思いのままってわけさ」

〈なるほど、宗教屋どもへの嫌いやがらせにもなって一石二鳥か。こいつはいい！　うはははは！〉

　ゾシモスは禿とく頭とうをのけぞらせて大たい笑しようしたが、ふと真ま顔がおに戻もどり、

〈……しかしセコいのう。おまえも〉

（そりゃあ、あんたの甥おいだからなっ!!）

　内心で叫さけびかけ、これもなんとか抑おさえる。

　ましてやそのセコい地上げ作戦も頓とん挫ざし、結局フリッツの進言に従って強きよう硬こう策さくに乗り換カえたなどとは口が裂さけてもいえない。

〈まあよい。とにかくこれで『遺産』の鍵かぎとなる情報が手に入ったら──その功こう績せきを論ろん拠きよに貴様を監かん察さつ局きよくの幹部に昇しよう進しんさせ、なるべく早い時期に理事会メンバーに推すい薦せんしてやろう〉

「恩おんに着るよ。伯父さん」

〈ここだけの話じゃがな。ほれ、貴様もよく知っとるユピテル・シュレディング──理事長令れい嬢じようの病はますます悪化して、当分全ぜん快かいの見込みはないそうじゃ〉

「ふうん。気の毒だねえ、流は行やり病で弟共々転てん地ち療りよう養ようなんて」

　気の毒でも何でもなさそうな口調で、軽く肩かたをすくめる。

〈とぼけるな。貴様、異術学院で修行した五年の間、いちどたりともユピテル嬢より上の成績を修おさめたことがなかったろうが──学術も、実技も。彼女が卒業間ま際ぎわに休学したおかげで、カタチの上では首しゆ席せきということになっておるが〉

「いや、それは──」

〈いまのうちじゃぞ。あのお嬢ちゃんが復ふつ帰きして、正規の異術師として活動を始めたら──貴様の存在なぞ、たちどころに霞かすんでしまうからな〉

「あっはは、相変わらずキツいなぁ、伯父さんは（よけいなお世話だこのハゲ！）」

〈……何じゃとっ!?〉

　幻げん像ぞうのゾシモスがにわかに不ふ機き嫌げんな表情になった。

　最後の最後で、ついに本ほん音ねを悟さとられてしまったらしい。

　眼鏡めがねの奥おくの三さん白ばく眼がんが甥っ子を睨にらみつけ──

〈貴様とて、もって三十までじゃ！〉

　はきすてるように言い残してエーテル通信を切った。




「く、くそっ！　あのタコ、ボクの一番気にしてるコトを──」

　ルスカは窓を開くと傍かたわらの姿すがた見みを慌あわててのぞきこみ、自じ慢まんのブロンドヘアを指で摘つまんで丹たん念ねんにチェックした。
















「色・ツヤ・量、すべて異常なし──と。よし」

　安心すると同時に、思わずニヤリとほくそ笑えんだ。

（まあいいさ。つまらない任にん務むだったけど……この仕事が終われば、ボクは晴れて中央本部の幹部に昇しよう進しん。ゆくゆくは理事会メンバーか……悪くない。悪くないねえ）

　よほど嬉うれしいのか。

　鏡に映る美少年のアルカイック・スマイルが見る間に崩くずれ、俗ぞく物ぶつそのものの笑いが露あらわになっていく。

（それにしても、哀あわれなのはユピテルのヤツ。あの生意気な女が療養院でブザマな姿をさらしている間に、こっちは出世街かい道どうを驀ばく進しんってワケさ。学院時代は何かと煮こえ湯を飲まされてきたが……くふっ。くふふふふっ）

　腹の底から溶よう岩がんのごとくこみ上げてくる歓かん喜きの笑い。

　耐たえきれず、ついにルスカは鏡の前で仁に王おう立だちになって絶ぜつ笑しようした。

「ぎゃーっははははははははは!!　ザマーみろユピテル・シュレディング!!」

「………あのぉ、ルスカ様？」

　ぎょっとして振り返ると、いつの間にか背後でフリッツが立ちすくんでいた。

　無法者の頭領は黒眼鏡をずり下げ、見てはならぬものを見てしまったかのように硬こう直ちよくしている。

「ば、馬ば鹿か!!　入るときはノックしろといったろ!?」

「何度も叩たたきやしたがねえ……聞こえませんでした？」

「もういい！　で、何の用だ!?」

「へい。ギートたちからの連れん絡らくで、手はず通り娘の身み柄がらを確かく保ほしたってことです。いまは、町外れにある商館跡あとに監かん禁きんしてありやす」

「！　よし──ボクもすぐに行く！」







　異ソ術シ師エ協タ会スアッザム支部は市会議事堂や裁さい判ばん所しよの建ち並ぶ官かん庁ちよう街がいのやや東寄りにあった。

　ソシエタスで開発された最新のコンクリートを多用した鉄てつ筋きんの建物は、主に煉れん瓦がや木材を素材とする周辺の伝統建築に比べて奇き妙みように浮うき上がった、どこか冷たい印象すら感じさせる。

　正面玄げん関かんから迷わず踏ふみ込んだユピテルは、そこで立ち止まって首を傾かしげた。

　一階のエントランスホールに人ひと影かげはなく、また外来の客に応対するべき受付も空席になっている。

「どうしたんだろ？　休日でもないのに……」

　ホールの真ん中までいき、大声を上げてみる。

「ねーっ、誰かいないのーっ!?」

　反応はない。

　とりあえず中に入れば誰かいるだろうと、階段を上って二階に向かう。

　二階の廊ろう下かに出たところで、異様な臭しゆう気きが鼻をついた。

「……血!?」

　幅はば五メートルほどの広々した廊下は、その突つき当たりでＴ字型に分ぶん岐きしている。

　その手前に二人の人間が倒たおれていた。

　いや、人間だったものというべきか──。

　床ゆか一面に広がる血ち溜だまりの中に横たわっていた二つの死体の片方は、短たん機き関かん銃じゆうを抱かかえた警備兵のものだった。

　本来顔が在あるべき場所──上うわ顎あごから上の部分がハンマーで叩たたきつぶされた肉にく団だん子ごのように変形し、灰色の豆とう腐ふのような脳のう味み噌そが飛び出している。

　真上の天てん井じように髪の毛混じりの脳のう漿しようがべったりくっついている所から見て、おそらく銃を撃うつ暇ひまもなく凄すさまじい力でそこに叩きつけられたのであろう。

　二メートルほど先の壁かべにもたれかかって死んでいるのは、地方支部の制服をまとい額に『タブレット』を埋うめ込んだ異術師だった。

　こちらの方は、警備員ほど楽には死ねなかったようだ。

　両腕うではもぎ取られ、ねじ切られた上じよう腕わん筋きんの間から肩けん胛こう骨こつの一部がむき出している。

　完全に外された下顎が伸びきった咬こう筋きんにぶら下がり、胸のあたりまでだらしなく大口を開ききっていた。

「な、何よこれ……どうなってるの？」

　吐はき気を堪こらえつつ、それでもユピテルは遺い体たいの側そばにしゃがみ込んで状態を確かく認にんした。

　もちろん二人とも完全に息絶えていたが、身体にはまだぬくもりが残っている。

（ついさっきまで息があったんだわ……もしかして、犯人はまだ建物の中に──!?）

　ずるっ──ぺたん。

　廊下の奥おくから、足音が聞こえてきた。

　突き当たりの右からだ。

「！」ユピテルは立ち上がって身構えた。

　ずるっ──ぺたん。

　──あああああ、面めん倒どうくさいったらありゃしないィ。

　声も聞こえる。

　呪じゆ詛そともグチともつかぬ、恨うらみがましい女の声。

　ずるっ──ぺたん。

　──おまけに、せっかくの『器うつわ』が台無しじゃないいィ。まァいいわ。こんなモノ、いくらだって替かえはあるんだしィ。

　ずるっ──ぺたん。

　ゆっくりと、素す足あしを引きずるように歩きながら──それは右の角から現れた。

　上半身を猫ねこ背ぜ気味に前ぜん傾けいさせ、長い黒髪を垂らしてうつむいた人ひと影かげ──。

　おそらくは若い女性。

　元は黒いドレスだったらしい布の切れ端はしを肩かたからぶら下げ、ほとんど全ぜん裸らに近い身体のあちこちから血を流している。

　あたかもレイプされた直後のような痛ましい姿だった。

（生存者……？）

　支部員の生き残りなら、とにかく介かい抱ほうしてやらねばならない。

「し、しっかりして！　いったい何が──」

　ユピテルは慌あわてて駆かけ寄よろうとして──すぐに立ち止まった。

　女の右手にぶら下げられた物ぶつ体たいに気づいたからだ。

　髪の毛を鷲わしづかみにされた男の生首──。

　無む惨ざんにも鼻を削そがれ、両眼がくりぬかれている。

「あらァ……？」

　ゆっくりと、女が顔を上げた。

　血に濡ぬれた頰ほほに、べっとり張り付いた幾いく本ほんもの黒髪。

　眼がん窩かいっぱいに見開いた両目がぐりっと動き、黒い点のように収しゆう縮しゆくした瞳どう孔こうが上うわ目め遣づかいにユピテルを睨にらみつけた。

「見いィ～～つけたっ」

　ばぎゃっ。ばりばりっ!!

　女の胸を引き裂さいて左右の肋ろつ骨こつが飛び出し、その間から無数の触しよく手しゆが飛び出した。

　一本一本の触手の先せん端たんには、蠍さそりの尻尾しつぽを思わせる鋭するどい針が生えている。

「!?」

　ユピテルはすかさず異術による防御界バリユームを展開。

　少女の身体を半球状に包み込む見えないエーテルの壁かべに阻はばまれ、火花を散らして跳はね返される触手の群。

　妖よう女じよは耳まで裂けた──比ひ喩ゆではなく、本当に頰が裂けている──口を開いてずるっ、と舌なめずりした。

　血ち塗まみれの額に張りついた緑色の結晶体が、妖あやしい光を放つ。

　同時に、女とユピテルの中間あたりの空間に赤せき熱ねつした棒ぼう状じようの炎ほのおが具ぐ現げん化かした。

（戦せん闘とう異術!?　ヤバいっ！）

　ユピテルは防御界を操作し、自分の前面を中心とした盾たてのような形状に変化させた。

　一瞬遅おくれて射出された炎の槍やりは、前方に強化された少女の防御界に激げき突とつして閃せん光こうと共ともに砕くだけ散った。

（つ、強い！　本部の監かん察さつ官かんクラス──？）

　そう思った瞬間、背中に激痛を覚えた。

「きゃあああっ!?」

　後方の防御界が弱まった一瞬の隙すきを衝つかれ、背後から回り込んだ触手に襲おそわれたのだ。

　精神の集中がとぎれ、前方の防御界も消しよう滅めつする。

　その瞬間、別の触手が少女の額に接せつ触しよくし──

　バチッ！

　一瞬、ユピテルの視界が真っ白になった。

　辛かろうじて失神は免まぬがれたが、全身の力が抜ぬけ前のめりに床ゆかに倒たおれ込む。

　異術師の証あかし『エメラルド・タブレット』──額を飾かざる宝石のようにもみえるその内部には、錬金術工学の粋すいを集めて構成された微び小しよう機械が封ふうじられている。

　神経の代わりを果たす細い硝子ガラス線せんで脳と直接繫つながれた『タブレット』はいわば第六の感覚器官であり、この世界の外部に存在するエーテルの海──アカーシャ空間からエーテルを抽ちゆう出しゆつ・操作する際に重要な役目を果たす。

　つまり異術師の力の源みなもとであると同時に、最大の弱点でもある。額の『タブレット』にごく弱い電流を流すだけでも、たやすく身の動きを封じることが可能なのだ。

　妖よう女じよは持っていた生首を放り捨てた。

「うふ。うふふふ……ずいぶん、捜さがしちゃったわよォ」

　口くち許もとにしまりのない笑いを浮うかべ、胸から伸びた触手群を揺ゆらめかせながら近づいてくる。

「あなた、カティーナ……カティーナ・コリンズちゃんよ、ねェ？」

（………!?）

　ユピテルは顔を上げ、怪け訝げんそうに女を見上げた。

　手足が痺しびれ、戦闘異術はおろか身動きすることもままならない。

〈苦戦してるな、小こ娘むすめ〉

　頭の中で、別の女の声が響ひびいた。

（……メルティア？）

〈そろそろ替かわるか？　おまえの身体を壊こわされると、わたしが迷めい惑わくだ〉

（しっ！　ちょっと待っててよ。こいつ、あたしをカティーナと勘かん違ちがいしてるわ……うまくやれば、情報を引き出せるかも）

「隠かくしたってムダよォ～。あんたがカティーナだってことは判わかってるわァ。だってこの建物に、あんた以外若い女の子なんていなかったものォ」

「そ……そうよカティーナよ！　なら、どーしたってのよ？」

「あんたのオヤジ……ここの先代支部長の話を聞きたいっていうオジさんたちに、頼たのまれちゃったのよォ」

（カティーナが異術師の娘？　何よそれ!?）

　驚おどろいたユピテルの脳のう裏りを、ゲッヘナの隠かくれ谷で見た張り紙の署しよ名めいがよぎった。

　──『支部長　リカード・コリンズ』。

（そうか！　十二年前にあの工こう房ぼう跡あとを調査したのは、カティーナのお父さんだったのね）

「おねーさんと一いつ緒しよに、来てくれるわよねェ～？　って、アンタに拒きよ否ひする権けん利りなんかないんだけどサ」

「べ、別につきあってもいーわよ。でもオジさんたちって誰よ。ソシエタスの人？」

「うふふふふ。それはねェ～、ソル──」

　いいかけて、妖女はふと口をつぐんだ。

「噓うそつき。あんたカティーナじゃないわね」

　つかつか歩み寄るなり、倒たおれていたユピテルの脇わき腹ばらを思い切り蹴けりつけた。

「うぐっ!?……げほっ、げほっ」

「考えてみたら、カティーナは『タブレット』の移植なんか受けてないはずよ～。ガキの分際でオトナを騙だまくらかそうなんて……悪い子だわ……お仕置きしなくちゃねェ」

　奇き妙みように間ま延のびした声でブツブツいいながら、妖女は身動きできないユピテルの小さな身体を蹴り上げ、踏ふみつけ、また蹴りつけた。

　ユピテルは辛かろうじて動く両手で頭をガードし、歯を食いしばって耐たえ続けた。

〈もういい、替かわれ！　このままでは本当に殺されるぞ〉

　さすがに心配になってきたのか、メルティアが再び語りかける。

（うるさい！　あんたは引っ込んでてよ！）

　もてる精神力を動員して、ユピテルはメルティアの意識を抑おさえ込んだ。

（チクショウ！　この妖怪女、絶対に許さない！　こいつはあたしが──あたしが自分の手で殺すんだっ!!）

〈……やれやれ。強ごう情じようなヤツだな〉

「なによ、つまらない娘……悲鳴ひとつ上げないなんてェ」

　いい加か減げん飽あきたのか、妖女はユピテルを蹴る足を止めた。

「ホントにしょーもない……女なんて……噓つきで、傲ごう慢まんで、嫉しつ妬と深ぶかくて……頭が悪い癖くせに妙なとこで狡ずる賢がしこくて……みんな死んじまえばいいのよ……もとより人間は救い難がたい生き物だけど、わけても女は……って、あらぁ？」

　ふと不思議そうに首を傾かしげ、

「でも、ワタシも女なのよねェ～？　へンだわぁ、これってどうなってるのォ……？

　……あーそおか。今のは前に『器うつわ』にした男の記き憶おくだったのねェ～。うふふふふ、笑っちゃうわ～。記憶と記憶がごっちゃになって、もうナニがナンだか……あは、あは、アハハハハハ……きゃは、きゃはははあははっははははあははははっはははははははっはは!!」

　虚うつろに見開いた視線を宙にさまよわせ、だらしなく開いた口許から涎よだれを垂れ流しながら、女は壊こわれたように笑い出した。

　──いや、紛まぎれもなく壊れているのだ。

「ちょ……ちょっと何よこいつ？　イカれてるのぉ？」

　何とか動くようになった上半身を起こし、ユピテルは呆ぼう然ぜんとして笑い続ける妖女の姿を見守った。

〈まさかと思ったが……間ま違ちがいない。こいつはラザルスだ〉

　メルティアの意識が応こたえる。

「ラザルスって……サブナックであたしらと闘たたかったホモ・ファルサスの？　何でこんなトコにいるのよ？　しかも女の姿で」

〈さあな。肉体を失ったあと、おそらくあの街にいた別の人間を『器』にしたんだろうが……どうやら今度は『融ゆう合ごう』に失敗したようだ〉

「あははっはははははぎゃは、ぎゃは、ぎゃはっはははっはははぁっおほほほほほぉっ」

「何か……完全にイっちゃってるけど……」

〈複数の人間に次々取りついていけば、確かにそれだけ多くの知識や技ぎ能のうが得えられるさ……だが一歩間違えれば矛む盾じゆんした記憶を抱かかえ込んで、せっかく作り上げた疑ぎ似じ人じん格かくが破は綻たんしかねない。ましてや、ヤツが最初に『器』にした男は──明らかに心を病んでいる様子だったからな〉

　淡たん々たんと説明するメルティアの意識は、まるで硝子ガラスのように冷たい。

「元々おかしかったところに別人の記憶が混ざり込んで……とうとう、本格的に壊れちゃったってワケね」

〈我々ホモ・フアルサスとて万能ではない……『器』を乗り換かえるのは、危険な賭かけなんだ〉

「ひゃあーはっはっははははぎゃはははっあはははは……あははは………はは」

　潮しおが退ひくように、ラザルスの哄こう笑しようが止やんだ。

　ふいに真顔に戻もどり、ユピテルに視線を戻した。

「もういいわ。死になさい、あなた」

　廊ろう下か中に広がっていた触しよく手しゆが一いつ斉せいにユピテルめがけ──

　ボォゴォオ──ン!!

　建物全体を震しん動どうさせるような轟ごう音おんが廊下を突つき抜ぬけ、触手もろともラザルスの上半身が消し飛んだ。

「!?」

　驚おどろいて振り返ったユピテルの目に、階段の登り口にたつ長身の人ひと影かげが映った。

　右手に奇き妙みような形状の小火器を構えている。

　一見すると大型拳けん銃じゆうに似ているが、その銃口は信じがたいほどの大だい口こう径けいだ。

　口径二六ミリのスツルムピストル──対擬獣用の突とつ撃げき拳銃を携たずさえた傭よう兵へいアルノーだった。

「おい、生きてるか!?」

　銃口を上に向け、顔をこわばらせて駆かけ寄よってくる。

「あ、アルノー!?　何でここに……？」

「あんな思い詰つめた顔して駆け出されちゃ、後を追っかけるなって方が無理だろが！　そ、そんなことよりケガの具合は!?　血が──」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだってばぁ！　これは……」

　アルノーが取り乱すのも無理はなかった。ユピテルのブラウスとスカートは所々が破け、血が滲にじんでいたのだから。

　ただし血けつ痕こんの方は殺された支部員のものだったが。

　彼女自身が重傷を負ったわけでないことを確かめ、若者は大きく安あん堵どの息をついた。

「…………よかった」

「てへっ☆　ちょっと油断しちゃった」

「『てへっ』じゃねーよこのバカっ!!　ったくなーっ、後先考えずに一人で突つっ走りゃいいってもんじゃねーだろっ!?」

「そんなコトいうけどさ、『訪たずねていった家の人間が変質者に惨ざん殺さつされてるかも』なーんて、誰も考えないわよ。普ふ通つう」

「へ理り屈くつこねるんじゃねーっ!!　ちっとは周りの大人に頼たよることを学習しろっていってんだよ俺はっ！」

「……そんなコト、いわれたって……」

　ユピテルはしゅんとなってうつむいた。

「いつだって、あたしこーやって来たんだもん……『自分のことは自分で解決しろ』ってゆーのが父さんの方針だったし……母さんは年中寝込んでて。弟はああだし……いったい誰を頼ればよかったのよ。誰もいなかったんだから。どうすりゃよかったのよぉ！」

「……判った、判った」

　傭兵の若者はもう一度ため息をつき、

　そしておもむろに少女の頭を胸に抱だいた。

「え……？」

「判ったからよ……これからは、何かやらかす前に一言でいいからいってくれよ。その……俺でよかったら、相談にのるからさ」

「……う、うん……心配かけてゴメン」

（あれえ？　まずいよ、何かドキドキしてきちゃったよぉ！）

　と焦あせりつつ、ちょっぴり嬉うれしくもある。

（えへへ……何かトクしちゃった。判ったでしょメルティア？　ヒロインにはねー、時にはピンチだって必要なのよ☆）

〈呆あきれたヤツだ……もう勝手にしろ〉

　少女の中で、本当に呆れたようにため息をつくもう一つの意識。

「しかし、いったい何者なんだ？　このバケモノ」

　アルノーが立ち上がり、廊ろう下かの突つき当たりまで吹ふき飛ばされたラザルスの身体に目をやった。

「あいつはラザルス……ほら、サブナックの街で闘たたかったホモ・ファルサスよ」

「あの黒い擬獣か!?　何だって、こんな場所に……？」

　単発式の突とつ撃げき拳けん銃じゆうに弾たまを再さい装そう塡てんし、慎しん重ちように歩み寄った。

　臍へそから下がちぎれ飛んだ無む惨ざんな有様である。

　胸きよう郭かくから生えた数十本の触しよく手しゆが床ゆか一面に広がり、まるで蜘く蛛もの巣すのようだ。

　妖よう女じよの顔は目をいっぱいに見開き、なぜか笑っているような表情で硬こう直ちよくしていた。

「レオノーラ!?　レオノーラじゃないか!!」

　アルノーが驚おどろいたように叫さけんだ。

「知ってるの？　その女のこと」

「ああ。ソシエタス所属の異術師で、サブナック支部長……だったはずだ。一度会ったきりだけど」

「ラザルスに取りつかれて『器うつわ』にされてたのよ……可か哀わい想そうだけど、どうしようもなかったわ」

「………」

　アルノーは複雑な面おももちになった。

　サブナックにいたとき、彼はソシエタスに捕とらえられさんざんな目にあったが、少なくともレオノーラ個人に悪い印象はなく、むしろ恩人といってよい。

　支部の長にふさわしく、聡そう明めいで毅き然ぜんとした麗れい人じんであった。

　もう少し言葉を交かわす時間があったら、あるいは年ねん齢れいや立場の差も忘れて恋こい焦こがれてしまったかもしれない。

（もし、彼女だと知ってたら……俺は撃てただろうか？）

　銃を傍かたわらにおき、せめて瞼まぶたを閉じさせてやろうと手を伸ばす。

　その瞬間、死んだように床にへたばっていた触手の群が一いつ斉せいに跳はね上がり、若者の身体に絡からみついた。

「なにい!?」

「アルノーっ!!」

『きゃははははははははは！　バーカ、引っかかったわね!!』

　飛び出すほどに開いた眼球を剝むき、女がゲタゲタと笑った。

　否いな。そこにいるのは、もはや女でも人間でもない。

　瞳ひとみは金色に輝かがやく巨きよ大だいな複眼に。

　耳まで裂さけた口は、兵隊蟻ありを思わせる巨きよ大だいな割れた顎あごを持つ口器に。

　両腕は黒光りするキチン質の節足に。

　数秒後──。

　相変異を遂とげた身長二メートルの蟲むし──擬獣ラザルスが立ち上がり、アルノーの身体を捕らえたまま甲かん高だかい嘲ちよう笑しようを上げた。

『ちっちっち！　甘あまい、甘いのよ！　あーんなオモチャみたいな銃で、このラザルス様が殺せるとでも思って？』

「ち、畜ちく生しようっ！」

　床に置いた突撃拳銃に必死で片手を伸ばす──が先手を取って触手が拳銃を弾はじき飛ばす。

「こらぁ、やめろ！　その人を放しなさいよ！」

『あらあらあら。この男、お嬢ちゃんのお友だちィ？　いいコト聞いちゃったわァ～！』

　触手でアルノーの身体を押おさえつけ、先せん端たんで鋏はさみ状じように分ぶん岐きした前ぜん肢しで右腕をがしっとつかむ。

　擬獣の意い図とに気づいたユピテルが青ざめた。

「や、やめてやめて！　お願いだからやめてぇ──っ!!」

『おほほほほ！　い・や・よォ～』

　べきっ。無造作にへし折った。

「ぐああっ!!」

　歯を食いしばったアルノーの口から、苦痛の呻うめきが洩もれる。

「いや──っ!!」

　ユピテルは半泣きになりながら、それでも両手をかざし、ラザルスに向けて戦せん闘とう異術を放つ体勢をとった。

「……くっ！」

　だが、できない。

　ラザルスがアルノーをすぐに殺さないのは、ユピテルの戦闘異術を警けい戒かいし盾たてとして利用する意図もあるのだ。

　疑似人間ホモ・フアルサス──擬獣の力と人間の狡こう猾かつさを完全に兼かね備えた、最悪の敵。

『おーっほっほっほ！　あ～、ステキに爽さわやかな気分だこと！　とゆーワケで、これからこの坊ぼうやの手足を一本ずつ折ってやるから、おとなしく見物してるのよ。邪じや魔ましたらその場で殺すからね！』

「ぐっ……ユピテル！　俺は構わねえから……こいつをブッ飛ばせ！」

「そ、そんな……」

〈手て詰づまりだな。わたしの出番だ〉

　心の底から囁ささやきかける、もう一匹ぴきの獣けものの声。

　ユピテルは唇くちびるを嚙かんで身み震ぶるいした。

　思いを寄せる相手を、自分の手で助け出せない悔くやしさ──だが、他に方法はない。

「お願いよメルティア……アルノーを助けてっ！」

〈任まかせろ〉

　少女の身体が青白い光こう芒ぼうを放って融ゆう解かいした。

『そ、相変異だと!?　まさか──』

　次の瞬間──。

　ラザルスの目の前に立っていたのは小こ柄がらな異術師の少女ではなく、しなやかな肢し体たいを水銀のような銀色の皮ひ膚ふに包んだ擬獣の女だった。

　腰こしまで流れ落ちる白銀の髪。尖とがった耳。そして紅こう玉ぎよくのような双そう眸ぼう──。

『げっ!?　き、貴様メル──』

　女の姿がかき消えた。

　その場に残ざん像ぞうを残すほどのスピードで一気に間合いを詰め、

『──ティアか!?』

　ラザルスの言葉が終わるときには、すでに両手指を爪そう刃じんに変えて躍おどりかかっていた。

『そ、そうか！　あの異術師の小こ娘むすめが、貴様の器うつわ──』

　聞いてない。

　銀色の爪つめを閃ひらめかせ、アルノーの身体を縛ばくしている触しよく手しゆをまとめて切せつ断だん。

　擬獣ガレスの強きよう靭じんな鱗うろこに比べれば、パスタを切っているようなものだ。

『ぎぃえええええええっ!!』

　若者の身体を片手に軽々と抱かかえ、素す早ばやく後方に飛び退のく。

　ただ二度の跳ちよう躍やくであっという間に長い廊ろう下かの端はしまで到とう達たつし、そこで下ろした。

「メルティアか？　す、すまねえ」

　折れた右腕を押おさえながら、アルノーが苦しげにいった。

「気にするな。朝食の礼だ」

　素そっ気けない口調でそれだけいうと、銀色の女は立ち上がってきびすを返した。

『メルティアァ──!!　アンタいったいどーいう了りよう見けんよ!?　ワタシに何か恨うらみでもあって？　行く先々に現れて邪じや魔まするなんて──』

　いくらか記き憶おくが混乱しているのか。

　全く筋の通らぬ怒いかりをぶちまけながら、ラザルスは鋏状の前腕を振り上げた。

　生き残りの触手も、蛇へびのように鎌かま首くびをもたげている。

『アンタ性格暗いわよォ──っ!!』

「ふっ。おまえにいわれたら終しまいだな」

　誰にいうともなくつぶやくと、メルティアは軽く床を蹴けった。

　廊下の端から、ラザルスの立つ場所までおよそ十数メートルの距きよ離りを──

　軽かる業わざ師しのような俊しゆん敏びんな動きで、倒とう立りつ前転しながら一気に突つっ込む。

『!?』

　意表を突くトリッキーな動きが、一瞬ラザルスの距離感を狂わせた。

『く、来るな来るな来るなぁ～～!!』

　ラザルスの複眼の上──人間でいえば眉み間けんにあたる部分が緑色に輝かがやき、前方に防御界バリユームを展開する。

　だが──。

『げっ、いない!?』

「相変わらず鈍にぶいな。どこを見ている？」

　声は真上からだった。

　慌あわてて見上げると──そこに、爪そう刃じんと化した手足の指先を天てん井じように食い込ませ、蜘く蛛ものように張りついたメルティアの姿があった。

『な──』

「わたしとて、ユピテルの中でただ眠っているわけではないよ」

　メルティアは天井から両手を放し、逆立ちするような格好でラザルスの上に身体を伸ばした。

　長く伸ばされた右手人差し指の爪刃──その先せん端たんが、ラザルスの『タブレット』に軽く突き立てられる。

『ひっ……やめ……て』

　ラザルスの巨きよ体たいが硬こう直ちよくした。

「異術師の泣き所なんだろう？　こいつが」
















『やめてやめてやめてええええっ!!　残ざん酷こくよっ。残酷すぎるわっ!!　アンタそれでも人間なのォ!?』

「馬ば鹿か。擬獣だろうが──わたしもおまえも」

　獣けものの女は蟲むしの女に冷然と告げ──

　そして、右腕に発生させた生体電流をラザルスの『タブレット』に叩たたき込んだ。

『のぎゃはあああああああああっ!!』

　キチン質の甲こう殻かくの継つぎ目めから白はく煙えんが立ち上り、昆こん虫ちゆう型がた擬獣は身をのけぞらして仰あお向むけに倒たおれた。

　熱湯をかけられたゴキブリよろしく四し肢しを痙けい攣れんさせていたが、やがて動きを止める。

　メルティアは天井を蹴り、空中で一回転して巧たくみに着地。

　頭を振って乱れた長い髪をかき上げ──アルノーの方に向き直った。

「や……殺ったのか？」

「いや、神経を麻ま痺ひさせただけだ。まあ、しばらくは身動きできないだろうが」

「何だとっ？　なぜとどめを刺ささない!?」

「しかたなかろう？　殺せば、ヤツはエーテル体に戻もどって別の人間にとりつく──レオノーラのような犠ぎ牲せい者しやを、また出したいか？」

「し、しかし……ホモ・ファルサスには、同じホモ・ファルサスを殺す力があるんだろう!?　確か、前にラッセルが──」

　白目のない紅あかい瞳ひとみが、じろりと若者を睨にらみつけた。

「すまんな。わたしに、イカモノ食いの趣しゆ味みはない」

「はあ？」

「おまえがいっているのは、要するにラザルスのエーテル体を『食え』ということだろう？　食えば、確かにこいつの知識や能力をモノにはできるが──わたしはごめんだね。心を病やんだ殺さつ人じん鬼きの魂たましいなんて」

「……ごもっとも」

　妙みように納なつ得とくしてしまい、アルノーはうなずいた。

　ラザルスのことは、後はソシエタスにでも任せるより他ない。

「そんなことより──ラッセルと、友だちのカティーナって女の子が誘ゆう拐かいされたんだ。ユピテルはソシエタスを疑ってたが……どうも、この有様じゃお門かど違ちがいだったようだな」

　カティーナたちの拉ら致ちに関して、少なくともソシエタスのアッザム支部員は全く無関係だったのだろう。

　仮に関係があったとしても、もはや確かめる術すべはない。

　支部の施し設せつにいた異術師や一いつ般ぱん職員、および警備兵たちは、ことごとくラザルスの手で皆みな殺ごろしにされてしまったのだから。

「ラッセルが……」

「おまえさん、前にサブナックであの子の危険を感知したろ？　どうだ、今回は何か感じられないか」

「……やってみよう」

　メルティアは床ゆかに跪ひざまずき、耳を澄すますようにじっと黙だまり込んだ。

　彼女はユピテルの弟ラッセルと『誓せい約やく』を交かわした際、少年の身体の中に自らを構成するエーテル体のごく一部を転移させている。

　そのためユピテルの中にいる時でもラッセルとなら心で会話できるし、また距きよ離りを置いていても、ある程度の位置などはつかめるのだ。

　だが──。

「ダメだ、何も感じられない。生きているとは思うが……眠っているか、気き絶ぜつしているのか」

　擬獣の女は、落らく胆たんしたようにかぶりをふった。

「すまん。役に立てなくて……」

「いーってことよ。こーなりゃ、アッザム中を虱しらみ潰つぶしに捜すまでさ」

「わたしも、街中を飛び回ってラッセルを捜してやりたい……でも、できない」

「？　なぜだよ」

「わたしが、この醜みにくい姿を見せれば……また、あの子に嫌いやな思いをさせるから」

「酒場でのこと、まだ気にしてるのかよ。もう一週間近く前のことだろが？」

　メルティアの主観では、つい先刻のことなのだが。

「前にもいったろ？　あれはラッセルの本心じゃねーって！」

「………」

　メルティアは応こたえない。

　やがて胸に手をあて、恥はじらうようにうつむいた。

「……わたしは……たまらなく怖こわいんだ。ラッセルに嫌きらわれるのが……あの子に拒こばまれるのが。ふっ……馬ば鹿かな話さ。わたしはあの子の姉の身体を乗っ取った怪かい物ぶつ──嫌われて当然なのに……」

「………」

「おかしいだろう？　笑いたければ、笑うがいい」

「いや……全然おかしかねえ。おかしかねえが……でもな、相手に嫌われるのを怖がってたら、それ以上なんにもできねーだろ。おまえさんだって、せっかくそうやって人間の姿と心をもてたんだから──もっとこう、自分に自信をもったっていいんじゃないのか？」

「……ラッセルを、頼たのむ」

　それだけ言い残し──擬獣の女は蒼あおい光を放って相変異した。

　べちゃ。元に戻もどったユピテルが、床にうつぶせに倒たおれた。

「イてて……鼻打っちゃった……あ、アルノー!?　ラザルスのヤツは──」

　傭よう兵へいは無言で左手をあげ、廊ろう下かのど真ん中に仮死状態で横たわる巨きよ大だいな蟲むしを指さした。

「はあ……結局、オイシいところはぜーんぶ彼女メルテイアに持ってかれちゃったのね……」

「まだ死んでねーらしいけどな。コンクリート詰づめにして埋うめちまおうか？」

「右腕……だいじょうぶ？」

「あー、これか。靭じん帯たいをやられちまったが……何とか骨はつながってるみてーだ。痛ててっ……まあ、しばらくは使いモンにならないだろうけど」

「ごめんね……あたし……何にもできなくて」

「ば、馬ば鹿か！　そんなツラすんなって。メルティアはおまえ自身でもあるんだから、おまえに助けられたともいえるし……あれ？　違ちがうか」

　入れ替かわりがめまぐるしいので、もうアルノーにもよく判らなくなりつつある。

　頭をかきながら立ち上がり、壁かべ際ぎわに落ちた突とつ撃げき拳けん銃じゆうを拾い上げた。

「なに？　その拳銃のオバケ」

「信号拳銃を元に改造した、対擬獣用の拳銃だよ。ちょいとしたコネがあってね、だいぶ前からあたってたんだが──昨日ようやく手に入った」

「でも、そのケガじゃあ……」

「へへ、見くびるなよ。傭よう兵へい稼か業ぎようなんかやってると、この程度のケガは日にち常じよう茶さ飯はん事じだぜ。っつーことで、左手でも拳銃は扱あつかえるように訓くん練れんしてあるのさ」

　左利ききの者が扱うように器用に銃を構えてみせる。

「まあ、利き腕に比べると若じやつ干かん命めい中ちゆう率りつは落ちるけど──おい、そこに隠かくれてるヤツ!!」

　叫さけぶなり、銃口を階段の方に向けた。

「うひいいいいいっ!!」

　裏返った悲鳴と共に、階段の登り口から人ひと影かげが転ころがり出た。

「ひぃっ、お助け！　見てねえっ、おいら何にも見てねーっ!!」

「あーっ！　あんたはっ」「おまえは！」

　ユピテルとアルノーが、ほぼ同時に声を上げた。

　床ゆかに這はいつくばってブザマに震ふるえる猿さる顔の小男には、二人とも別々の場所で面識がある。

　──無法者たちの一人、シミウスだった。

「こんなところで何をしていた……いえっ」

　突撃拳銃の銃口を突つきつけ、アルノーが詰きつ問もんする。

「断っとくがな。この銃に『急きゆう所しよを外す』なんて器用なマネはできねーぞ」

　うきぃ!?　とシミウスが顔にふさわしく叫さけんだ。

「ま、待ってくれよお！　撃うたねーでくれ！　本当に、おいら何にも知らねーんだってば！　ただ、ルスカ様のいいつけで──ここの連中の様子を見張りにきただけでっ」

「ルスカですってぇーっ!?」

　大声を張り上げたのはユピテルだった。

「ちょっとあんた！　ルスカって、どこのルスカよ!?」

「へ、へい……何でも王都から来た、異術師の……」

「やだっ！　あ、あいつ……この街にいるのぉ!?」

　嫌いやがってるのか呆あきれてるのか喜んでるのか──余人には理解しがたい複ふく雑ざつ怪かい奇きな面おももちで、ユピテルが叫ぶ。

　アルノーは一歩近づき、銃口をさらに男の鼻先に近づけた。

「どうやら……いろいろと、面おも白しろい話が聞けそうじゃねーか」








第５章　甲殻擬獣ラザルスⅡ









「子分たちの報告じゃ、いまのところ警けい邏ら隊たいに誘ゆう拐かいの届けは出てません。アビス教会の市主教府にも変わった動きはありやせんし……ソシエタスの地方支部を見張らせてるシミウスからの連絡がまだですが、まあ特に報しらせるほどのこともねえってことでしょ」

「けっこう。まあ、用心しておくに越こしたことはないからね。連中の動どう静せいは引き続き監かん視しを続けておいてくれよ」

　フリッツから状じよう況きようの報告を受け、ルスカは満まん足ぞくげにうなずいた。

　ここアッザム市の東の外はずれ。前の家主が夜逃げして以来、数年来無人のまま放置された商館の一室である。

　煉れん瓦が積み三階建ての洒落しやれた造りであるが、場所が悪いのかその後なかなか買い手がつかず、半年ほど前にフリッツが借金の抵てい当とうとして入にゆう手しゆした建物であった。

「『鍵かぎ』は確保したんだし、ほんとなら今夜のうちにも王都に向けて出発したいところなんだけどね。まあ警邏隊の夜間警備に引っかかるのも馬鹿らしいし」

「ご安心くだせえ、ルスカ様。明日の朝一番の馬車を確かく保ほしておりやす。御ぎよ者しやも人にん夫ぷも、特別に口の堅かてえ連中を集めましたから」

　ルスカのグラスに恭うやうやしくワインを注そそぎながら、フリッツがいう。

「ご苦く労ろう。この田舎いなか臭くさい街とも、今夜限りってわけだね」

「へへ。まったくで──おい、てめえらもよく聞け！　この仕事を首しゆ尾び良く片づけたら、俺たちゃルスカ様直属の部下として王都のソシエタス本部に召し抱かかえられるんだ！　そうなりゃ、もう貴族もアビス教の坊主どもだって怖こわかねえ！　花の王都で一ひと旗はた揚あげて──俺たちを無法者呼ばわりしやがった、この街の連中を見返してやろうじゃねーか!!」

　威い勢せいのいいフリッツの演えん説ぜつに、広い部屋の中にいた十人近い無法者たち──その中には大男のギートやモグラ男のタルパも混まじっている──が一いつ斉せいに歓かん声せいを上げた。

　かつて『シーカー』──ゼルファナスの『遺産』探たん索さくを専門とする冒険者たちの一人としてヴァリシニア各地を渡わたり歩いていたフリッツは別として、ここにいる大半はこの地方の生まれだ。

　もの心ついた時から辺へん境きようの擬獣災害の脅きよう威いに晒さらされながら生きてきた彼らにとって、ソシエタスがもてる技術力を結集して完成させた対擬獣防衛施設──環かん状じよう防ぼう護ご結けつ界かいに守しゆ護ごされたヴァリシニア最大の都市・王都モラックスの名はまさに地上の天国に等ひとしい響ひびきをもっている。

　しかも貴族以上の権勢を誇ほこる異ソ術シ師エ協タ会スに（彼らにとっては）高給優ゆう遇ぐうで迎むかえられるとあって、今やフリッツ以下の無法者たちは監察官ルスカの忠実な私し兵へいと化していた。

「おい……ちょっと」

　ルスカはソファから立ち上がり、さりげなくフリッツを部屋の隅すみに引っ張った。

「何ですかい？」

「例の話なんだけどね……昨日きのうもいったとおり、王都に連れていけるのはおまえ一人だ。あとの連中の面めん倒どうまで見る気はないからね」

「そ、それはアッシも承しよう知ちの上ですが……でも、あいつら今まで家族同然に世せ話わしてやった野や郎ろうどもなんです……何とかなりませんかねえ？」

「断ことわる。冗談じゃない」

　きっぱりとはねつける。

　実際のところ、ルスカの目から見て今後も部下として使えそうなのは、元『シーカー』の経けい歴れきを持つフリッツただ一人であった。

「おまえの顔を立てて我が慢まんしてやってるが、他の連中は同じ部屋の中にいるのも鬱うつ陶とおしい。特にあのゴリラと猿とモグラの三人組──あいつらホントに人類か？」

「……ギートたちのことですかい」

「名前なんかどーだっていいよ！　自慢じゃないけどね、ボクは醜みにくいものと汚きたないもの、それにむさくるしいものが何より嫌いなんだ。とにかく、他の連中は置いていく。いいね？」

「仕し様ようがねえですなあ」

　フリッツはがっくり肩かたを落とし、不ふ承しよう不ぶ承しよううなずいた。

「さて……と」

　ルスカは部屋の中にとって返し──

　部屋の一番奥、小さな一人掛けのソファに座らされた娘に目を向けた。

　一本編みのお下げを肩から垂らした、おとなしげな少女。

　だが、眼鏡の奥の瞳ひとみは臆おくすることなく無法者たちを見み据すえている。

「ご機き嫌げんはいかがかな？　カティーナ・コリンズさん」

　名前を呼ばれた少女が、きっと顔を上げた。

「いったい何なんですか、あなたがたは？　市いち場ばで買い物をしていた私たちを、理由もろくに説明せずにこんな場所に連れ込んで──このような横おう暴ぼうな行い、神が許ゆるしませんわ！」

　気き丈じようにも叫ぶ彼女の頰ほほには平ひら手てで殴なぐられた痣が浮き、眼鏡の硝子ガラスには大きくヒビがはいっていた。

　アビス教徒の命ともいうべき『聖せい石せき』も今はない──市場で拉ら致ちされたときに、無法者たちともみ合って落としてしまったのだ。

「理由を説明しなかったのは、彼らも知らなかったからだよ。連中にはボクの道具として働はたらいてもらっただけでね」

「!?　あなたは……」

　ソシエタスの監察官であることを示すルスカの制せい服ふく、そして額に埋められた『タブレット』を目にし、カティーナはますます態たい度どを硬こう化かさせた。

「自じ己こ紹しよう介かいが遅れて申し訳ない。ボクはルスカ・ゲルハルト。ソシエタス中央本部、監察局所属の監察官。ついでに理事会メンバー・ゾシモス閣下直ちよく属ぞくの特とく務む探たん索さく班はんという肩書きもあるけどね」

「存じませんわ……悪魔の組織のことなんて！」

「悪魔？　ああそうか、君らアビス教徒にいわせれば、ボクらの額に埋められているコレは『悪魔の石』だったね。アハハッこいつはいいや！」

　ルスカはポンと手を打ち、声を立てて笑った。

「ねえ、敬けい虔けんなるアビス・ウルの信徒君？　君らからすると異術師は十じつ把ぱ一ひと絡からげにみんな無神論者だと思ってるらしいけど……とんでもない。ボクらソシエタスにだって、信仰を持つ者はいるよ」

　表向きはあくまで気さくそうにカティーナに近づき、そして懐ふところから取り出した銀のペンダントをチラリと見せた。

　先端の折れ曲がった奇き妙みような十字形──銀の鈎十字スワスチカ。

　それを目にした瞬しゆん間かん、少女の顔は悲鳴を上げる一歩手前の状態で固まった。

「ま……魔ま神じん崇すう拝はい者しや!?」

「ご名めい答とう！　我がゲルハルト家は代々、魔神アーリマンを奉ほうじる誇ほこり高き魔導師の家系──ボクも、そして伯お父じであるゾシモス閣下も例外じゃない。悪魔呼ばわりは、至いたって光こう栄えいだよ」

「ああ……神様……！」

「安心したまえ、信仰と世せ俗ぞくの仕事はあくまで別物なんだから。宗敵だからって別に君を魔神への生け贄にえに捧ささげようとか、そういうつもりはない。ただし、あまり非協力的な態度をとられると──例えばここにいるケダモノ同然の連中に君がひどい目に遭あわされるとして、それでボクが心を痛める必要なんかまったくない、ということは心に留とめておいてくれよ」

「な……何て……何て罪深いことを……！」

　絶ぜつ望ぼうに身を震ふるわせる少女の姿を、ルスカは獲え物ものをいたぶる猫の目つきで眺ながめていた。

「判わかりましたわ……私のことは、もう好きになさい。でも、無関係の子供はいますぐ帰してあげて！」

「はあ？」

　ルスカは顔を上げ、フリッツに声をかけた。

「おい。子供ってなんのことだ？」

「それが、アッシにも子し細さいは判らねえんですが……市場でこの娘をさらってくる時に、側にくっついてたボウズがいて、騒さわがれても何なんで一緒につれてきたとか」

　いわれてみれば、部屋の隅っこに男の子が転がっている。

　十二、三歳くらいの育ちの良さそうな少年だが、連れてこられる際にひどく殴られたのか、端正な顔は見るも無惨に腫れ上がっていた。

「ケガしてるようだが……まさか殺したのか？」

「いえ、命に別状はねえですが。ここに来るまでにえらく抵てい抗こうしたんで、若い衆しゆうがかっとなっちまったらしいです」

「ふうん」

「騎士ナイト役のつもりだったんですかねえ？　ガキながら、なかなか根こん性じよう入ったヤツで」

「おまえが感心してどうする。単に頭が悪いだけだろう？　勝ち目がないと判って抵抗するなんて」

「……へい」

　少年のことはそれきり忘れ、ルスカはカティーナに視線を戻した。

「本題に入ろうか。こうして君に来てもらったのは他でもない。十年前に亡なくなった君の父君──つまり先代のソシエタス・アッザム支部長リカード・コリンズ氏のことについて色々話をうかがいたい、とこういうことさ」

「……何ですって？」

　それまでの不安や恐怖、そして怒りすらも一いつ瞬しゆん忘れ、カティーナは驚きよう愕がくの表情でルスカを見上げた。

「なぜ……ここで父の名前が出てくるのですか!?　あなた方は、聖堂の土地を……」

　少女は動転したようにルスカやフリッツ、そして部屋にいる男たちを見回した。

　今まで、聖堂の建つ土地の買収問題に絡からんで監禁されていると思っていたのだ。

「土地だって？　はっ！　そんなものどうだっていいさ。そもそもあんな掘ったて小屋同然の聖堂や猫の額みたいな土地なんか、我が偉い大だいなるソシエタスが真ま面じ目めに問題にしてると思ってたのかい？」

「そ、そんな……いったい、いったいあなた方の目的は何なの!?」




『あのね、カティーナねー、おっきくなったらいじゅつしになるのー。たぶれっとつけて、おとうさまのおてつだいするのー！』

『わははは、そうかそうか。カティーナは賢かしこい子だねえ』




「まだ判らないのかい？　それとも判らないフリかな？　今から十二年前、君が四つの時にリカードが行ったゲッセナ鍾しよう乳にゆう洞どうの探索──そして、そこで回かい収しゆうされた重要な『資料』。……リカードは、死の直前に娘の君に何かを託たくしたはずだ」




『いい報しらせだよ、カティーナ。お山の中で宝物を見つけた手て柄がらで、父さん王都にいくんだ。王様やお后きさき様さまのいらっしゃる街だよ。カティーナも連れていってあげようねえ』

『しゅごーい！　おとうさま、だいすき！』




「知りません！　何のことですの!?　父は、私が六つの時に心臓の病で──」

「へえ？　心臓病ってのは、天井からぶら下がって死ぬ病気かい？　自分の首に縄をかけて」

「やめて！　父さまを侮ぶ辱じよくしたら許しませんよ!!」




『カティーナもみたいな。とうさまのみつけた、たからもの』




「忘れようたって、忘れられないはずだよ？　何しろ十年前、自ら『タブレット』を抉えぐって自殺したリカードを最初に発見したのは、他ならぬ娘の君自身なんだから」

「いや……やめて……いやぁ……」




『このバケモノぉ!!　娘を返せぇ──っ!!』




「いやああああああああああああああっ!!」

　カティーナの喉から絶叫がほとばしった。

　両腕で頭を抱え込み、それきり顔を上げようとはしない。

「ど、どうしちまったんですかい？」

　驚いたフリッツがルスカに尋たずねた。

「心ト的ラ外ウ傷マってやつだね……父親が自殺したときの記き憶おくが蘇よみがえっているんだ。現実そのものの臨りん場じよう感かんでね」

「ははあ。アッシらも商売柄がら、この手の尋じん問もんにはよく立ち会いますが……こんな大げさな怯え様は初めてですぜ」

「相手の心の傷を巧たくみに衝つく……まっ、監察官としちゃ初歩の尋じん問もんテクさ」

　軽く肩をすくめ、ルスカは得とく意いげに笑った。

「しかし、どうですかね？　確かに親父の自殺の件はこたえてるようですけど、別に何か隠しているようにも見えねえし……ひょっとして、本当に何も知らないんじゃねえですか？」

「ふうむ」

　ルスカはわずかに考え込み、

「あり得ないことじゃないな。リカードは支部の長まで務つとめた男だ。簡かん単たんにばれるような隠し方はしないだろう」

「と、いうと？」

「深しん層そう催さい眠みん……あるいは、外科手術で身体の中に埋うめ込こんだか。くそっ。こんなことなら、解かい析せき班はんの連中も連れてくればよかったんだけど……あそこのボスのジルクリスト、伯父貴とはあまり仲がよくないからなあ」

「何やら複雑なんですねえ」

　ガタンッ！

　部屋の隅から聞こえた物音に、ルスカとフリッツは顔を上げた。

「やめろよ……ひどいことするな」

　ラッセルだ。

　尋問を受けて泣き出したカティーナの声で目を覚ましたのか──。

　顔は腫れ上がり服は泥どろだらけだが、それでもよろよろ立ち上がり、丸っこい大きな目をかっと見開いてルスカたちを睨みつけていた。

「カティーナを……カティーナをいじめるなぁーっ!!」

　だが、少年の前に岩いわ壁かべのようなギートの巨体が立ちはだかった。

　類るい猿えん人じんのような巨漢はここ一週間ほどの間にメルティアとユピテルにこっぴどくやられ、その両方の現場にはラッセルが関わっている。

　ラッセル自身には迷惑な話だが、少年のことを疫やく病びよう神がみのように目の敵にしていたのだ。

「この糞くそ餓が鬼きっ！　汚ねえ手でルスカ様に触るんじゃねーっ!!」

　大木のような足で蹴り飛ばされ、ラッセルの軽い身体が消し飛ぶ。

　壁の方まで吹っ飛ばされ、再び失神した。

「きゃあ──っ!!」

　カティーナが悲鳴を上げて立ち上がった。

「やめてやめてーっ!!　ラッセルさんに乱暴しないでっ!!」

　ぴくっ。

　ルスカの細い眉まゆが、微わずかに跳はね上がった。

「ラッセル……？」

「あなた方、恥ずかしくないの!?　大の大人たちが、まだ子供のラッセルさんを寄ってたかって──殴るなら私を殴りなさい！」

　胸に手を当て、泣きながら叫ぶカティーナ。

　だが彼女の言葉は、もはやルスカの耳に入っていなかった。

　壁かべ際ぎわに倒れた少年の側につかつか歩み寄り、

（ま、まさか……）

　痣だらけの顔をぐいっと持ち上げ、確認する。

「げえっ!?　ラッセル・シュレディング!!」

　悲鳴のような大声を張り上げて二メートル後方に飛び退のいた。

「ば、馬鹿な！　なんで理事長の息子がこんな所に!?　いや、そんなことより──ひょっとして、あ、あの女もこの近くにいるというのかっ!?」

「ルスカ様？　いったいどうなさったんで……？」

「おい、おまえたち。一つ聞くが……この子供を殴ったのは誰だ？」

　ギート以下数名が、おずおずと手を挙げる。

「よろしい！　それじゃあ、ボク以外の人間がこの部屋に来て同じ質問をしたら、きちんと正直に答えるんだぞ！」

「へ？　へいっ」

「よし。男の約束だ！　いいかっ──間違っても、ボクの名前なんか出すなよっ!!」

「？？？」

「ボ、ボ、ボクは急用を思い出した。夜明けまでには戻るから──それまで、この娘と子供をよく監視してろよっ！」

　それだけ言い残すと、そそくさと荷物をまとめ、部屋の扉に手をかける。

　その瞬間──。
















　凄すさまじい爆風が分ぶ厚あついオーク材の扉とびらを外から打ち破り、ルスカの身体もろとも部屋の奥まで吹き飛ばした。







（あああ、もう面めん倒どうくさいったらありゃしない……ホントやんなっちゃうわぁ）

　冷たい泥でい濘ねいのような倦けん怠たいと憂鬱の底で『彼女』はいつ終わるともしれぬ愚ぐ痴ちをこぼし続けていた。

（こっちだって好きで人間になったワケじゃないのにさ……何でこう、『器』を乗り換える度に酷ひどい目に遭わなきゃならないってのよ）

　もっとも、それはもはや『彼女』と呼べる存在ではなかった。

　第三者から見れば、子供の頭大くらいのぶよぶよとした灰色の塊かたまり──。

　塊から伸びた数本の触手が床にへばりつき、巨大な単細胞生物のごとくずるずると廊ろう下かを前進していく。

　メルティアの生体電流を『タブレット』に受け、脳から伸びる体内の全神経を灼やかれたラザルス。

　脳の一部が再び覚かく醒せいした後も肉体のほとんどは使いものにならず、結局脳だけを強ごう引いんに身体から分離したのだ。

　まさに常識を超えた擬獣の生命力である。

（だいたいワタシが何をしたってのよ。礼を尽くして『器』になった連中の願いを叶かなえてやっただけじゃないのサ……そりゃあ少しばかり人間どもを殺したり食ったりもしたけど……それは『器』がそれを望んだからよ。いわば人間同士の自じ業ごう自じ得とくじゃない）

　もちろん、今の肉体のままではもって一時間。

　その後は再びエーテル体に還かえり、新たな『器』を求めてさまようことになるのだろうが──その時には今在ある人格も消しよう滅めつしてしまうかと思うと、実質的に死んでしまうのと変わらないような気がして妙に口くち惜おしかった。

（それにしても恨うらめしいのは、あのメルティアと小生意気な『器』の小娘……いいえ！　ヤツらだけじゃないわ。ワタシを追い回すソシエタスの異術師たち。『同どう志しに迎むかえる』なんてうまいこといって、結局捨すて駒ごまにした例の組織の連中。その他くだらない全ての人間ども──見てらっしゃいよ！　どいつもこいつも、このままじゃ済まさないから……だって、ワタシにはまだコレが残ってるもの）

　擬獣としての外がい観かんは昆こん虫ちゆうそのもののラザルスだが、人間を『器』にしていただけに脳や神経系の構造は脊せき椎つい動物のものとさして変わらない。

　薄暗い廊下を這い進む脳髄からは太い尻尾のような脊髄が、そして脊髄からさらに伸びた細い神しん経けい繊せん維いが引きずられ、そのうち一本の先に逆三角形の翠すい玉ぎよくのような小さなプレートが絡みついていた。

（おほほほほ。このワタシ、エーテル生命体のラザルスにエーテルを効率的に制御できる

『タブレット』がそろえば鬼に金棒──あと欲しいのは、肉体を再構成するための大量のエーテルよねェ）

　所属の異術師・一般職員・警備兵が全員死亡し、死の館と化したソシエタス・アッザム支部。

　多数の惨殺死体が放置された廊下と階段に長い脳漿の跡を引きながら、執しゆう念ねんの権ごん化げとなったラザルスの脳髄はひたすら進んでいく。

（きっとあるはずよ……この建物の造りが、レオノーラのいたサブナック支部と似たようなものなら……アレは、おそらく地下の最下層に）

　三十分の後──脳髄はついに目指す場所に到達した。

（ひひひひひ……見ィ～～つけたっ）

　分厚い扉にはめ込まれたプレートには、こう刻まれていた。




『固形化エーテル貯蔵庫・関係者以外立入禁止』







　戦闘異術によって扉を破られた室内に、濛もう々もうと粉ふん塵じんが舞い上がった。

　カティーナは倒れているラッセルを庇かばうように素早く走り寄り、その他の男たちは呆あつ気けにとられて破壊された入り口を見つめていた。

　立ちこめる煙の中から現れたのは──警邏官でもアビス教会の民みん兵ぺいでもなく──赤みがかった髪をショーットカットに切りそろえたあどけない少女。

　丸っこい大きな瞳に怒りの炎を宿やどし、そして彼女のブラウスとスカートにはかなりの量の血けつ痕こんが付ふ着ちやくしていた。

「ルスカァ──っ!!」

　部屋に踏ふみ込むなり、ユピテルは大音声で叫んだ。

　ソシエタスの地方支部で捕とらえたシミウスに商館の場所を白状させ、まっすぐその足で乗り込んできたのだ。

「な……何だてめぇは!?」

　いいながらつかみかかろうとした男たちを、エーテル操作で生み出した雷いかづちで片かたつ端ぱしからなぎ倒す。

「い……異術師!?」

　無法者たちの顔色が一いつ斉せいに変わった。

　ユピテルの力を身体で知っているギートなどは顔をひきつらせている。

　ユピテルは部屋の中を睥へい睨げいし、カティーナたちの姿を見るなり駆け寄った。

「だいじょうぶ!?　ケガはない!?」

「わ、私は平気です。でもラッセルさんが──」

「!!」

　ボロクズのようにされて横たわる弟の姿に、ユピテルの顔がこわばった。

「……ひどい」

　怒りの形ぎよう相そうで男たちの方に振り返り、

「誰よっ!?　弟を殴なぐったのはーっ!!」

　フリッツをのぞく無法者たちは一斉に手を挙あげ──

　部屋の奥で扉の下した敷じきになってじたばたしているルスカを指さした。

「こいつです!!」「このニイさんに頼たのまれやした!!」

　そして、我われ先さきにと部屋から逃げ出していった。

　二、三分の後、商館の外で雷らい鳴めいのような銃声が轟とどろきわたる。

　玄関先で待ち伏せていたアルノーが突撃拳銃を発射したのであろう。

　部屋の中に残ったのはユピテルたち三人にルスカ、そして立場上逃げるわけにいかないフリッツの五人だけとなった。

「こ、このバケモノがぁーっ!!」

　兇きよう相そうを歪ゆがめて吼ほえながら、フリッツはジャケットの下に忍ばせたリボルバー式の拳銃を抜ぬきユピテルめがけて立て続けに発はつ砲ぽうした。

　だが──発射された銃弾はエーテル操作で具ぐ現げん化かした風シのル疑フ似イ精ー霊ドに絡からめとられ、運動エネルギーを失って少女の足下にポロポロ落下した。

「げっ……」

　絶ぜつ句くした男の鼻から黒眼鏡がずり下がる。

「ザコは引っ込んでてよーっ!!」

　ぼぐっ!!

　拳大の大きさに凝ぎよう縮しゆくしたシルフィードがフリッツの顔面に激げき突とつ、重量級ボクサーのパンチ並の衝しよう撃げきを与あたえそのまま昏こん倒とうさせた。

　ユピテルはルスカの方に向き直った。

「久しぶりねぇ、ルスカ・ゲルハルト。監察官の試験を受けるとは聞いてたけど、まさかこんなトコで再会するとはね」

「き、き、貴様──やはりユピテル・シュレディングかっ」

　重い扉を押しのけ、監察官の少年がよろよろ立ち上がる。

「ど……どういうことだっ!?　おまえは病びよう気き療りよう養よう中ちゆうのはずだろ？　ア、アッザムなんかで何してるんだよ!?」

「病気療養？　あたしがぁ？」

　一瞬、きょとんとするユピテル。

　ややあってポン、と手を打ち、

「あ。表向きそーゆーことになってるってワケね」

「表向きい!?　それはどういう……そ、それにその血は何だっ、人でも刺さしてきたのか!?」

「るさいわね！　いちいち細かいコトに突っ込まないでよ!!」

「細かい……ことかな？」

「ンなコトより、あのチンピラから聞いたわよぉ。あんたの悪だくみ！」

　ユピテルは軽けい蔑べつの眼まな差ざしでルスカを睨にらみつけ、

「卒業後の初仕事が無法者とつるんで地上げだなんて、呆れてモノもいえないわよ！

　昔からセコい男だとは思ってたけど……ここまで堕おちたとはね！」

「う、うるさい！　これも監察官としての重要任務だ！　おまえなんかにとやかくいわれる筋すじ合あいはないよっ!!」

「地上げや婦女誘拐のどこが任務よ！　単なる犯はん罪ざいじゃない！」

「ちっちっち……これだから、お嬢じようさま育ちは困るねぇ」

　ルスカはひとさし指を振ってニヤリと笑い、

「……まあ聞きたまえ。つまりだな、この娘が実は世界の命運を握にぎる──」

「聞きたかないわよっ、そんなヨタ話！」

　ガスッ!!

「うげっ」

　みなまでいわせず、監察官の顔面にユピテルの飛び蹴げりが炸さく裂れつした。

「罪もない女の子を泣かせ、あたしの弟をイジめた──これだけ判れば、あんたをブチのめす理由としては充じゆう分ぶんなの!!」

「こ、この……単たん細さい胞ぼう女ぁ～!!」

　顎を押さえて立ち上げるルスカの白い額に、稲いな妻づまのような血管が浮き上がった。

「いいだろう！　理事会の公式発表によれば理事長令嬢は療養中──すなわち、この街にはいない！　存在しない！」

「なにゴチャゴチャいってるのよ？　さては、あんたも現実を直視できないタイプね!?」

「くふふふ……存在しない人間を殺したところで、誰に咎とがめられるいわれもないってコトさ！」

　ルスカのタブレットが光を放ち──

　次の瞬間、ユピテルの頭上に出現した暗黒の渦うずから胎たい児じのような疑似精霊の群れが生み落とされた。

「わっ!?　な、何よこのキモチ悪いのは!?」

　胎児たちはわらわらとユピテルに取り付き、振ふり払はらう余よ裕ゆうも与えずあっというまに少女の小柄な身体を覆おおいつくした。

「ユピテルさん！」

　口を両手で覆おおい、カティーナが叫ぶ。

「わはははは、監察局仕込みの対人疑似精霊『ラルヴァ』の味はどうだい？　五分もかけずに骨だけにしてやるよ！　ひゃははははは死ね死ね死んじゃえ!!　おまえの骨こつ格かく標ひよう本ほんは母校の異術学院に寄付してやるから、安心して往おう生じようしな！　けけけけけっ」

　もはやユピテルの姿は見えず、そこには天井まで届く蟻あり塚づかのようなラルヴァの柱が不ぶ気き味みに蠢うごめきながら屹きつ立りつしていた。

「人殺し！　あなたは人間じゃないわ！」

「ふふん、何とでもいえ！」

　泣き叫ぶカティーナに向き直り、ルスカは嘲あざけるように哄こう笑しようした。

「どうせこの女はボクの出世の妨さまたげ、いずれは機き会かいをみて始し末まつするつもりだったのさ。手間が省はぶけたよ。邪魔者の理事長令嬢を葬ほおむった今、これでボクの理事会メンバー入りは確実──将来のソシエタス理事長への就しゆう任にんもね。そしてめでたく『遺産』の力を手に入れた

　暁あかつきにはこのボク、ルスカ・ゲルハルトがヴァリシニアの──いや全世界の支配者として君くん臨りんするのさ！　あーはっはははははは!!」

『そーゆー本音は、思ってても口には出さないものよ』

「……なにっ？」

　大音響と共にラルヴァたちが弾き飛ばされ消しよう滅めつした。

　ユピテルの身体には傷一つない。

「ば……馬鹿な……」

「ぬるい、ぬるすぎるわ！　あんた監察局でいったいナニ習ってたのよ!?　あ、さてはあたしがあんまり可か愛わいい女の子なもんだから、ついつい手加減したわね！」

「するかアホーツ!!」

「ナめるんじゃないわよ！　さーて今度はこっちの番だからね！」

　ユピテルのタブレットがまばゆく輝いた。

　部屋の窓硝子が音を立てて割れ、屋外から吹き込んだ大量の空気が少女のかざした掌てのひらの前に見る見る凝集し、レンズのように彼女の姿を歪めていく。

「風の疑似精霊？　ふっ、何て初歩的な……」

　余裕の笑みを浮かべて防御界バリユームを展開するルスカ。

　だが──

「いけーっ、シルフィード！」

　ユピテルの命令と共に突進してきた疑似精霊の風圧は予想を遥はるかに超こえて凄まじく、防御界もろともルスカはじりじり後退した。

「な……なに……これはっ!?」

　間もなく壁際に押しつけられたが、圧力は衰おとろえるどころかますます高まり、防御界とその中のルスカを圧あつ迫ぱくしていく。

「ぬぐぐ……なわあ……をごっ」

「どーすんの？　そのままじゃ自分の防御界に押し潰つぶされゃうわよーっ」

　無論、防御界を解けばその場で疑似精霊の風圧に押し潰される。

「ひっ──」

　生命の危機がプライドを奪うばい去り、ルスカは恥はじも外がい聞ぶんもなく悲鳴を上げた。

「わ、悪かった！　ボ、ボクが悪かった！　許ゆるしてっユピテル様あ～！」

「あたしに詫わびてどーすんのよ！　謝あやまるならカティーナにでしょ!?」

「ば、馬鹿いえ……何でボクが、アビス教徒の貧乏娘なんぞに……」

「シルフィード、潰しておしまい！」

「ぐぇええええ!!　ごめんなさいごめんなさい！　カティ──」

　ぼこっ。

　謝しや罪ざいの言葉が終わる前に鈍にぶい音が響き、ルスカの身体が背後の壁にのめり込んだ。

　ユピテルが慌あわてて疑似精霊を消しよう滅めつさせたとき──監察官の姿はすでになく、後に残されたのは人型の穴だけであった。

「ったくもう……学院時代からちっとも進歩してないんだから」

「ユピテルさん……」

「ごめんね、カティーナ。地上げの黒幕がソシエタスだったなんて……」

「………」

　補祭の少女は応えない。

　ただ、物いいたげな目でじっとユピテルを見つめていた。

「これじゃあ、悪魔呼ばわりされても……仕方ないよね。あたしら」

「……なぜです」

「え？」

「なぜ助けに来たのですか？　私は貴方を、あんなにもひどく侮ぶ辱じよくしたのに」

「なぜって……あんたは弟の友だちだし……それに」

「それに……？」

　ユピテルはちょっと照てれくさそうに笑った。

「あたしがいた異術学院ってさ、年齢には関係なく実力重視のクラス編へん成せいで……あたしは入学した時から特別クラスに編へん入にゆうされたのよね。まあそれはいいんだけど、周まわりにいたのはみんな年上の男の子……それも、あのルスカみたいな変人ばっかりでさぁ」

「確かに……変わった方でしたわ」

　穴の方を見やって深々とうなずく。

「でしょ？　だから、同い年の女の子の友だちって、ほとんどいなくてさ……街の学校の女の子たちがみんなで楽しそうに遊んでるトコなんか見ると、いつも羨うらやましかった」

「………」

「だから……だからさ、ほんとは弟みたくカティーナと仲良しになれたらな、なーんて思ってたんだけど……あはは、バカみたいだよね。異術師とアビス教徒じゃ、どうしたって無む理り──え？」

　気づいたときには、カティーナが抱だきついていた。

「ごめんなさい！　ごめんなさい！　あんなひどいこといって──!!」

　ユピテルの肩にしがみつき、大おお粒つぶの涙をポロポロこぼして叫ぶ。

「信仰のことは関係ないんです！　私──貴方が羨ましかった。妬ねたましかった！　父さまと同じ『タブレット』を持つ貴方が──!!」




『カティーナねー、おっきくなったら、いじゅつしになるのー』




「お父さんの……リカードさんのことは聞いたよ。でも、それは」

「わ、私は恐ろしい女です。浅あさましい女です……嫉しつ妬とに我を忘れて、貴方の心を傷つけました……ラッセルさんだって、私に関わったばかりにひどい目に──」




『たぶれっとつけて、おとうさまのおてつだいするのー！』




「本当の悪魔は……異術師でも、魔神崇拝者でもありません……悪魔は私……私の中にいるのですから……！」

「え？　え？　そんな──やだなぁ、いくら何でも大げさよ。あんなの、あたしはもう全然気にしてないし……弟のケガはカティーナのせいじゃないもの。ね？」




『危ない！　カティーナ、それに触さわっちゃいかん！』




「……ユピテルさん……私、本当は……」

　そのとき、床に横たわっていた少年が苦しげな声を上げた。

　意識を取り戻したらしい。

「ラッセル！」「ラッセルさん!?」

　二人の少女はほぼ同時に声を上げて駆け寄った。

「ね、姉さん……？」

「今回はまた、こっぴどくやられたものねー。痛くない？」

「ごめんなさい……ぼく、ぼく……やっぱりダメだった」

　ユピテルの顔を見て張はりつめていた気持ちが緩ゆるんだのか──ラッセルは傷だらけの顔をくしゃくしゃにして泣き始めた。

「カティーナを守れなかった……あいつらに、やられるばっかりで……！」

「バッカねー、泣くんじゃないわよ。彼女の側に最後までついてたんじゃない。あんた立りつ派ぱに頑がん張ばったわよ！」

「お姉さんのおっしゃる通りですわ。本当に、何とお礼をいったらいいのか……」

「………！」

　少年は両の拳を顔に当て、声を殺してしきりにしゃくり上げている。

「クサい青春ドラマは、そのへんにしてもらおうか……」

　地の底から響くような、低い声。

「ルスカ!?」

「き・さ・ま・らぁ～～」

　自じ慢まんの改造制服もいまやズタボロ、壁の穴の奥からゆらりと現れたその姿は、まさに地獄から這はい上ってきた亡ぼう霊れいそのものである。

　乱れた前髪が額に張りつき、血走った三白眼を爛らん々らんと輝かせていた。

「ボクの人生に災わざわい為なす女、鬼き畜ちくユピテル・シュレディング──許さん。絶対に許さん！　おまえだけは、生かしてこの館やかたから帰さないからなっ！」

「……ラッセル。カティーナと一緒に先にいってて」

「で、でも姉さん……」

「いーから早く！」

　弟たちが部屋を脱出する姿を横目で追い──

　ユピテルはルスカに視線を戻し、掌に拳こぶしをパシッと打ちつけた。

「今日こそは決着をつけよーってワケね？　面白いじゃないのっ」

　やけに嬉うれしそうである。

　つい２時間ほど前──ラザルスとの闘いでは、アルノーを人質にとられ力を充分出し切らないうちにメルティアに相変異せざるを得なかった。

　行き場を失った闘とう争そう本ほん能のうは、彼女の小さな身体の中ではけ口を求めて渦うず巻まいていたのだ。

「ぬかせ！　そんな風に笑ってられるのも今のうちさ。もう楽には殺さないよ──おまえの生皮を剝はいで、魔神アーリマンの祭さい壇だんへ供えてくれる！」

「いってくれるわね！　こっちこそもー手加減ナシよ。本当の戦闘異術がどんなモノか──あんたの全細胞一つ一つに刻きざみつけてやるからっ!!」




　数分後──。

　玄関から走り出たラッセルたちの目前で、三階建ての商館は轟音を上げて崩くずれ落ちていった。







　ほぼ同時刻。

　ソシエタス・アッザム支部の建物前──。

　匿とく名めいの通報を受けて施し設せつ内に立ち入った二人の警邏官が、血の海に横たわる惨殺死体の山を前に呆然と立ちすくんでいた。

「な、何てこった……百人近くいた異術師と一般職員が、皆みな殺ごろしだなんて……」

「強ごう盗とうか──それともテロリストか!?」

「見てみろ、あの死体。銃でも刃物でもない……いや、人間の殺し方じゃねえ！」

「擬獣……かな？」

「馬鹿いえ！　何で街のど真ん中に擬獣が出るよ!?」

「いや、異術師どものことだ。こっそり研究用に飼かってたのかも……」

「………」

　警邏官たちはひきつった表情で顔を見合わせた。

　人にせよ獣にせよ、犯人は戦闘異術を心得た異術師や最新式の短機関銃で武ぶ装そうした警備兵を全ぜん滅めつさせた怪物である。

　彼らの装そう備びした旧式のライフル銃ごときで立ち向かえる相手ではない。

「と、とにかく──俺たちだけじゃどうしようもねえ。司令部に連絡して応おう援えんを呼ぼう！」

　そういってエントランスホールに引き返したとき──。

　地鳴りと共に、建物が上下に揺ゆれ始めた。

「うおっ、地じ震しんか!?」

　命からがら玄関先に転がり出る二人の警邏官。

　コンクリートの壁にヒビが走り、強きよう靭じんな鉄筋造りの構造物が見る間に崩ほう壊かいしていく。

『おーほっほっほ!!　ふっかぁ──つ!!』

　路面に腰を抜かした警邏官の前で、崩れ落ちる瓦が礫れきをかき分けるように巨大な黒い影が立ち上がった。

『愚おろかな人類どもよ、よ～くご覧らん！　生まれ変わったこのカラダ！　驚き、戦き、泣き叫び──そしてこのワタシ、究きゆう極きよくの擬獣ラザルスの前にこぞってひれ伏ふすのよ!!』

　もちろん、警邏官たちにラザルスの言葉など伝わるわけもない。

　彼らの目に映うつったのは、支部の建物を破壊して出現した体高三十メートルの黒い蟲むしが、硝子ガラスを擦こすり合わせるような不ふ快かいな咆ほう哮こうを上げて歩き出すおぞましい光景であった。







　ユピテルとルスカ──異術師同士の『力オプス』の激げき突とつはそのまま凶暴な衝しよう撃げき波はを発生させ、ほとんど一いつ瞬しゆんにして瀟しよう洒しやな商館を瓦礫の山に変えていた。

　建物の崩落と共に発生した粉塵が薄れると──瓦礫の山の頂上に座り込み、驚いて目を丸くした少女の姿があった。

「あらら……ちょっと、やりすぎちゃったかな？」

　ショートカットの髪をぱさっと振って塵じん芥かいを払い落とし、瓦礫の上を器用に渡り歩いて地面に飛び降りた。

「姉さん！」

「ユピテルさん!?」

「あ、カティーナ！　よかった～、巻き添えにしちゃったかと思った」

「あの……ソシエタスの異術師は？」

「あー、ルスカのヤツ？」

　ユピテルは崩壊した商館の方をチラリと見やり、

「いちおう死なない程度には加減したつもりだけど……どうかなぁ？　ひょっとしたら潰つぶれちゃったかも」

「はあ……」

　何と応えてよいか判らず、困こん惑わくした面もちで首を傾げるカティーナ。

「おい、無事か!?」

　庭に立って野戦服姿の若者が駆け寄ってきた。

　負傷した右手を応急手当の包帯で吊り、左手に大口径の突撃拳銃を携えている。

「アルノー！　あの無法者たちは？」

「あいつらか？　威い嚇かく射しや撃げきで一発撃ったら、泡あわ喰くって街の方に逃げてったぜ。へへ、気づかなかったんだな、こいつが単発式だってことに」

　いたずら小僧のように笑い、重そうな大型拳銃を腰のホルスターにしまう。

「ま、あれだけ懲こらしめりゃもう聖堂には手出ししないでしょーね。あとはフェルゼンさんに連絡つければ、一件落……」

「そーでもないようだぜ」

「え？」

　アルノーは左手を挙げ、西に広がるアッザム市街地──官かん庁ちよう街がいの方を指さした。

　市内でもひときわ立派な商館や尖塔つきの建物が建ち並ぶ中央区画から、火災のような炎と煙が立ち上っている。

「あそこって……まさか、ソシエタスの地方支部があるとこ……？」

　何棟かの建物から同時に火の手が上がり──その合間を、ゆっくりと移動する黒い影。

「ラ、ラザルス!?」

「早いな……あの野郎、もう目を覚ましちまったのか」

「ちょっとメルティア!?　どーなってるのよ、あいつもう起きちゃったじゃない！」

〈……おかしいな〉

　ユピテルの中で、珍しく困こん惑わくしたようなメルティアの意識が応こたえた。

　少女の視覚を通して、同じ光景を目撃しているらしい。

〈体内の神経を全て灼やき切ったんだ。目が覚めたところで、身動き一つできないはずなのに……〉

「ンなこといったって、現にあーして暴れ回ってるじゃないの！　それに──」

　ユピテルは目の前に両手をかざし、風シのル疑フ似イ精ー霊ドを具現化させた。

　凝縮した大気を巨大なレンズ状に変化させ、市街地で起こっている火災の光景を蜃しん気き楼ろうの原理で拡かく大だい望ぼう遠えんしてみる。

「な……何よこいつ？　前よりでかくなってる……」

　上下逆さまの状態で映し出されたのは、以前に彼女たちがサブナック市街地で闘ったラザルス──そのときは暴走状態で巨大化していた──とは似て異なる生物だった。

　黒光りするキチン質の外がい骨こつ格かくで全身を覆っている点は、前と大差ない。

　背中から肩にかけては角つの蟬ぜみのような突起物が盛り上がり、複眼を剝むいた醜みにくい頭部はまさに蟲むしそのものだが、少なくとも昆虫ではない。

　昆虫とは、そもそもそんな巨大な体格を維い持じできる種ではないからだ。

　節足とはいえ直立した二本足で悠ゆう然ぜんと歩く姿は妙に人間的で、くびれた腰と丸く膨ふくらんだ胸の甲こう殻かくはおぞましいことに女性的なものすら連想させた。

「ガレスよりでかいぞ……五百トンはあるんじゃねーのか？」

「ソシエタスの支部なら、研究や動力用の固形化エーテルが大量に備び蓄ちくされてたはずよ。もし、ヤツがそれをエサにしたのなら……手て強ごわいわね」

　疑似精霊を消滅させ、ユピテルはため息をついた。

「何でこう……人間も擬獣も、悪いヤツほどしぶといのかしらねえ……はあ。

　やりたくないけど、またやりますか──融合体」

〈………〉

「おーっと忘れてた。メルティアお姉さまは、『器』のあたしとご執しゆう心しんのラッセル君以外の人間はどーなろーと構わないんでしたっけねー」

「あのぉ、ユピテルさん？　貴方、さっきからどなたとお話しされてるんですか？」

　不安そうに尋ねるカティーナはひとまず無視し、

「とゆーわけでラッセル。ここはひとつ、あんたからこの高ビーな女怪獣に話しつけてやってよね。よろしくぅ☆」

　少年ははっとしたように顔を上げたが──すぐに足下に視線を落とし。

「………いやだ」

「へ？」

「ぼく、やだよ！　だって勝てるかどうかも判らない、死んじゃうかもしれないのに……そんなこと、ぼくが彼女に頼めるワケないじゃないか！」

「えーっと、気持ちは判るんだけどぉ……ほら、事じ態たいが事態だし」

「メルティアが……彼女がちょっとぼくに優しくしてくれたからって、それで『ぼくのために闘ってくれ』だなんて──ぼくにそんな資格ない。そんな偉えらい人間じゃないよ!!」

「………？」

　ユピテルは頰をぽりぽり搔かきながら、怪訝そうにアルノーを見やった。

「つまりだなぁ……おまえが眠ってる間に、まあいろいろあったんだよ」

「ふうん……知らぬは姉さん一人だけ、ってことかぁ」

　ラッセルの耳をくいっと引っ張り、

「ちょっと来なさい」

「痛いよ！　なにすんだよっ」

「いーから来なさい」

　不思議そうに見ているカティーナから離れ、とりあえず商館の近くにある街はずれの雑ぞう木き林ばやしの中に連れ込んでいく。

「何度いわれたって同じだよっ。ぼくは──」

「……たいがいになさいよ！」

　ラッセルの胸ぐらをつかみあげ、火花の散りそうな目つきで睨みつけた。

　ほとんど学生同士のカツアゲである。

「甘ったれるのもいーかげんにしてよ!!　あんたが一秒つまんない意い地じ張ってる間に──助けられたかもしれない人、死なずに済すんだかもしれない人たちがどんどん死んでんのよ！

　判ってんの!?」

「………」

「何があったか知らないけどさ、もし自分が悪いと思うんだったら──素す直なおに謝ればいいのよ。カティーナはちゃんとあたしに謝った……勇気あるよ、あの子は」

「……ぼくは……」

　ユピテルは大きく息を衝つき、弟から静かに手を放した。

「さあて……お次はメルティア。あんたの番よぉ」

〈………〉

「いっちゃうとねー、別にこんな面めん倒どうな手続きとる必要なんかないの。だってあたしが一人でラザルスのところに突っ込んでけば、あんたイヤでも相変異せざるを得ないんだからねー」

〈………〉

「でもね、それはやめとくわ。今回は、あえてあんたの自由意志に任まかせる。まーあんたが人間の味方につくかどうかまでは知らないけどね。この世界で『自分』ってものを持っちゃった以上──少なくとも、どっちつかずの態たい度どはやめてほしいもんだわ」

　いいながら、ユピテルはちらりと背はい後ごをみやった。

　そこに頑がん丈じようそうな立木の存在を確認すると──

「とりゃあああああ!!」

　ゴツッ！

　かけ声もろとも自分の後頭部を打ちつけた。

　当然、コロリと失しつ神しんする。

「姉さん!?」

　ずるっ──地面に崩れ落ちると同時に少女の姿は青白い光に包まれ、

　そこに、青い服をまとった銀髪の女が倒れていた。

「……あいかわらず、無む茶ちやな小娘だ」

　後頭部を押さえ身を起こしながら、ぼそっとつぶやく。

「メルティア……」

　擬獣の女はラッセルの声に振り返った。

「……ケガの具合はどうだ？」




　少年の頰にそっと触ふれ、

「すまない。わたしが側にいれば」

「ううん。平気さ、こんなケガ……姉さんの戦闘異術に巻き込まれるのに比べれば」

「……確かにな」

「そりゃあ痛かったけど……でもね、今度は全然怖こわくなかったんだ！」

　ラッセルは誇らしげに目を輝かせ、

「居い酒ざか屋やであいつらに絡まれたときは、怖くて怖くて声も出なかったのに……カティーナが側にいてさ、彼女を守らなきゃって思ったら、何だか勇気が湧わいてきて──こんなの初めてだ！　でも、結局は何の役にも立てなかったけど……」

「強い子だよ、おまえは」

　軽くため息をつき、メルティアは視線を逸そらした。

「わたしはダメだった……あの後、おまえの顔を見るのさえ怖かったのだから」

　ラッセルは一瞬、言葉に詰まって彼女の横顔を見つめた。

「……ち……」

　鼻の奥がつんと痛み、言葉より先に涙がこぼれ落ちた。

「違う！　違うよぉ！　あんなこという気じゃなかった、本気じゃなかったんだ！

　──ごめんよぉーつ!!」

　そのあとはまったく言葉にならず、ラッセルはメルティアの胸に顔を埋めて子供のように大声で泣きじゃくった。

「……判っていたよ」

　擬獣の女は少年の髪を優しく撫なでながらいった。

「わたしが恐れたのはおまえの言葉ではなく、わたし自身の心だ。おまえに拒こばまれるのが何でこんなにも辛つらいのか、理解できなかったからさ……。憎悪。苦痛。破壊。怒り──そんな感情なら、擬獣として生きていた時代にいくらでも味わっていたのに。

　サブナックの街でおまえと一いつ緒しよに過すごした短い時間──わたしの心は、これまで生きてきた百年間に一度も感じることのなかった感情に満たされていた。あれを失うのが恐ろしかったんだよ……自分が消えてしまうことより」

「それは、たぶん……君が人間に近い心を持ち始めたからだよ」

　ラッセルは顔を上げ、彼女の赤い瞳を見つめた。

「人間だって怒ったり憎んだりはするけど、それだけじゃないもの。ぼ、ぼくはまだ恋とか、そーゆーのよく判んないけど……姉さんやアルノーやカティーナや……好きな人たちと一緒にいれば気持ちがほっとするし、でもその人に嫌われたらと思うととっても悲しくなる……メルティアも、きっと同じなんだよ」

「ふうん……」

　メルティアは遠くを見るような面おも差ざしでわずかの間考え込んでいたが──

　やがて、つぶやくようにいった。

「おもしろいな、人間は」

　ゆっくり少年から離れ、アッザム市街の方角に向けて歩き出す。

「ラザルスと決着をつける。──ヤツは、もう生かしておけない」

「！　メルティア──」

「わたしは、もう少しおまえたちのことを知りたくなったよ」

　彼女は振ふり返り、少しはにかんだように微笑んだ。

「だから……いま滅ほろびてもらっては困る」







『第二十二番地の官庁街付近に出現した大型擬獣は、建造物の破壊を繰り返しながら東方向に移い動どう──被ひ害がいが拡かく大だいしている模も様よう！』

『市長より都市警邏隊全部隊に緊きん急きゆう出しゆつ動どう要よう請せい！　休きゆう暇か中の警邏官及び市民義ぎ勇ゆう兵へいはただちに管区の司令部に出頭、以後上官の指示を待て！』

　数年前から配はい備びが始まった無線通信機のスピーカーから、雑音混じりの指令が狂ったように飛び交う。

「官庁街のど真ん中に大型擬獣だと……？　まったく、市外警備の連中なにをボンヤリしてやがった！」

　声に出して毒づきながら、アレフ中ちゆう尉いはギアを高速にシフトした。

　避難の市民でごったがえす歩道を横目に、彼が乗車する第三自走砲小隊一号車は履り帯たいの音を轟とどろかせながら、メインストリートを二十二番地に向けて戦闘速度で疾しつ走そうしていった。

　通常の市内走行は安全と道路舗ほ装そうの保ほ守しゆを考こう慮りよして最低速度で行われるが、有事の際なのでもはやこだわってはいられない。

「しかししまらないですねえ。一両だけの出撃なんて」

　砲手のキャス伍ご長ちようがぼやくように声を上げる。

「しかたなかろうが！　他の車両は整備中、うちの小隊で動けるのはこの一両きりだったんだからな！」

　操縦輪を握りしめた中尉が負けじと声を張り上げる。

「そんなことより、他の連中はどこに消えたんだ!?」

「知りませんよ！　休暇だってんで、どこかに繰くり出しちまったんでしょ」

　彼らの乗っている『パレックス』型自走砲は、本来なら砲手・操縦士・通信士それに車長の計四名が定員である。

　しかし、あいにくその日車両整備のための休暇にあたっていたアレフ中尉の第三小隊は所属の自走砲三両のうち出撃可能なのは隊長車のみ、しかもつかまった部下は酒しゆ保ほで安酒をあおっていたキャス伍長一人という体たらくであった。

　もっとも、他の部隊も動どう員いん状じよう況きようは似たようなものらしい。

　そもそも自走砲小隊も含めて、対擬獣戦用の重武装部隊の任務は市外周辺地域の防ぼう衛えいなのだ。当然、この日も主力は市外に出払い、市内にいたのは整備や休暇のため帰き還かんしていた予備兵力ということになる。

　百万頭を超す大型擬獣がヴァリシニア全土を蹂じゆう躙りんした擬獣災害最悪の時代も今は昔語りに過ぎず、中尉自身にしてからがまさか市街地のど真ん中で対擬獣戦を展開するハメになるとは夢にも思っていなかったのだ。

「とりあえず、市内に残っていた自走砲や野砲、機関銃をかき集めた臨時部隊を編成することになった。現地に到着次第、俺たちもそっちの指揮下に入るんだよ」

「偉えらいさん方、市街地でドンパチやらかす気なんですかねえ」

「市長からの発はつ砲ぽう許可は出てるらしい。といって無む闇やみに攻撃しても各個撃破されるのがオチだからな。おそらくどこかの広場にでも誘さそい出して、一気にカタを──」

　突然路上に飛び出した人影に、中尉は慌ててブレーキを踏ふんだ。

「何をやっておる！　一般市民はさっさと待たい避ひしろ！」

　自走砲の防盾から身を乗り出して大声で怒ど鳴なる。

　だが人影は逃げるどころか片手を大きく振りながら近づいてきた。

　まだ二十歳前の若い男だ。

　骨折でもしてるのか右手を包帯で吊つっている。

　身にまとっているのは野戦服らしいが、アッザム警邏隊の制服ではなかった。

「何だ？　貴様は」

「あんた方、この街の警邏隊だな？　俺はアルノー、契けい約やく傭兵だ」

「傭兵だと？　そんなもの雇やとったおぼえはないぞ」

「この街へは私用で来てるんだよ。対擬獣戦にはそれなりに経験があるんでね。おたくらの任務にボランティアで協力してやろうと思ってさ」

「義勇兵の志し願がんか？　しかし貴様、そのケガで……」

　そこまでいいかけて、ふと中尉は口をつぐんだ。

（ん？　この若造、どこかで──）

　そのすきにアルノーは車体に飛び乗り、防盾を乗り越えて車内に入ってきた。

「へぇー、エーテル駆く動どう機き関かんの自走砲か。サブナックの警邏隊よりずっと豪ごう勢せいな装備じゃねーか」

　キャス伍長が目を丸くして驚いている。

「こら！　あつかましいぞっ」

「まあまあ、固いこというなって──ほら、あんたがたの『標的』があそこをお通りだぜ」

「!?」

　顔を上げると──

　メインストリートの遥か彼方かなたを、煉れん瓦が造づくりのテラスハウスを押しつぶしながら巨大な黒い蟲が横切っていく。

「で、でかいな……あんなヤツが市内に侵入するまで、何で誰も気づかなかったんだ？」

　愕がく然ぜんとしてつぶやく中尉に、アルノーがいった。

「教えてやろう。ヤツの名はラザルス──一ヶ月前、サブナックの市街地に降って湧いたように出現した擬獣だ。今回と、まったく同じようにな」

「ああ、噂うわさは聞いたことがある。サブナックを襲った二頭の擬獣の片割れだとか」

　知り合いの交易商から聞いた話を思い出しながら、中尉は応こたえた。

「その噂、続きはこうだろう？　もう一頭の擬獣は全身銀色の──しかも人間の女そっくりのヤツだったって」

「確かにその通りだが……しかし傭兵、貴様やけに詳くわしいな」

「一ヶ月前、俺はサブナックにいたんだよ。ヤツが現れた現場に」

「ほう？」

　アレフ中尉は思わず身を乗り出した。

　擬獣の習性や戦闘能力、あるいは弱点などは種しゆ族ぞくによってまったく異なる。

　同一の擬獣について目撃者から情報が得えられるのなら、それに越こしたことはない。

　中尉たちが乗ってきたことに気をよくしたのか、若い傭兵はにやりと笑って謎なぞめかした口調で告げた。

「いいこと教えてやるよ。もうすぐ、銀色の擬獣もこの街に現れる──ラザルスと闘うためにな」




　ザズシャアッ！

　ラザルスが鎌かま状じようの前肢を振るって目の前の商館を切り裂いた。

　婉えん曲きよくした刃のような腕はケーキナイフのように御み影かげ石いしのファサードに食い込み、中にいる人間を引っかけたのか、引き抜いたときにはべったりと血で濡ぬれていた。

　ずずずっ──不気味な音を立てて切断された建物の上層部が滑すべり落ち、路上を逃げまどうアッザム市民の上に落下する。

　膨ぼう大だいな石と煉瓦、モルタルと木材の塊かたまりが十数人の肉体を押し潰して路上に激突し、巻上がる粉塵が人々の悲鳴を吞のみ込こんだ。

『おほほほほ、人間の街なんて脆もろいものね！　蟻あり塚づかの方がまだ手て応ごたえがあるわ！』

　次に狙ねらったのはドーム状の丸天井が特とく徴ちよう的てきなアビス教の大聖堂だった。

　ノックするような仕し草ぐさで天井の一部を叩き壊してのぞき込む。

　中に避ひ難なんしていた白衣の信徒たちと一般市民数百名が、ひきつった形ぎよう相そうで擬獣の姿を見上げていた。

『あらあら。ひょっとして、そんなとこで隠れてるつもり？』

　ラザルスの頭部で緑色の光が閃ひらめき、縦たてに割れた口こう器きのあたりに炎の球が具現化する。

　体内に有あり余あまるエーテルを元げん素そ変へん換かんした火球を吐はきつけ、その場にいた全員を一瞬にして蒸し焼きにした。

　ドムッ！　ドムッ！

　背中のあたりに不ふ愉ゆ快かいな衝しよう撃げきを覚え、ラザルスはゆっくり振り返った。

　いつのまに周囲に展開したのか──装そう軌き車両の上に野砲を搭とう載さいした自走砲数両がメインストリート上に砲列を敷き、攻撃を開始したのだ。

　建物の屋上からは機関銃の銃撃も始まった。

『そうそう。少しくらいは刃は向むかってくれなきゃ、面おも白しろ味みがないってものよ！』

　ラザルスの背中と胸部の甲こう殻かくが開き、シュルシュルと音を立てて計百本近くの触手が飛び出した。

　触手の先端は球状に膨ふくらみ、湾わん曲きよくした鋭い針が生えている──蠍さそりの尾を思わせる触針だ。

　大通りに展開していた自走砲部隊が、まず犠ぎ牲せいになった。

　数本の触針が長く伸び、針の先端が音を立てて車体に突き刺さる。

　ジュッ、と音を立てて針の刺さったあたりの装甲が赤しやく熱ねつし──次の瞬間車体そのものが爆発した。

　搭とう乗じよう員いんは脱出する暇ひますらない。

『超高熱の毒針よォ。お気に召めして？』

　生き残りの自走砲は慌てて後退し、建物の影に隠れた。

　だが、触針はそれ自体が生あるもののごとく細い路地にまで入り込み、そこに隠れていた自走砲や野砲を虱しらみ潰つぶしに破壊していった。

　屋上の機関銃座に至っては、大鎌状の前肢を振るって建物ごと薙ぎ払った。

　銃座の警邏官たちは悲鳴を残して瓦礫の中に吞み込まれ、崩れ落ちる建物から大規模な火災が発生する。

『あら、これでお終しまい？　つまんないわ～、もっと人間の居る場所に行きましょ』

　人間の耳には不愉快な擦過音にしか聞こえない声でつぶやき、商業地区の方角を目指して悠ゆう然ぜんと移動を開始する。

　メインストリートに沿って移動していくと、今度は脇わき腹ばらのあたりに砲撃を受けた。

『……まだ残ってたのね』

　首だけ曲げて見ると、建物の間の路地に例の自走砲が一両停車し、車体に固定された七五ミリ砲の砲口から微わずかな硝しよう煙えんが立ち上っていた。

　開放型の戦闘室の中で、車長らしい男が他の乗員二人に何か叫んでいる。

　ラザルスは前肢を持ち上げ、ほんの微かなダメージを受けた脇腹をカリカリ搔かいた。

『まさに、片腹痛いってヤツよねえ』

　触針を伸ばして片づけようとした、その瞬間。

　それまでの砲撃とはケタ違いの熱と衝撃を肩に受け、ラザルスは大きくよろめいた。

『な、何よ!?』

　火災の煤ばい煙えんと、建物の崩落が巻き起こす粉塵が立ちこめる一ブロックの彼方。

　立ち並ぶ建物から上半身を突き出す形で、ほっそりとした銀色の影がたたずんでいた。

　身長十八メートル、水銀のような皮ひ膚ふに身を包んだ女性型の巨人──。

　鼻び孔こうも口もない仮面のような貌かおの中で、激しい闘とう志しを宿した紅い双そう眸ぼうが黒い擬獣を見据えている。

『──来たわね！』

　ラザルスは上半身を持ち上げて巨人をねめつけ──

　口器をいっぱいに開き嬉しげともとれる甲高い咆吼を上げた。




「あ、あれが擬獣メルティア……？　信じらん、まるで人間の女じゃないか」

　双眼鏡から目を離し、アレフ中尉が驚いたように声を上げた。

「な？　俺のいった通りだろ」

　と、得意げにいうアルノー。

「いっとくけど、あいつは味方だ。攻撃するなよ」

「………なに？」

　一瞬、アルノーの言葉の意味が理解できず、中尉は訝いぶかしげに若者の顔を見た。

「貴様、いま何といった？」

「だから、メルティアは俺たちの味方だっていったんだよ。あいつはこの街を守るために闘ってくれてるんだ」

「冗談をいってるのか？　多少人間に似ていたところで、擬獣は擬獣だ。味方もクソもあるかっ」

「あんた何を見てたんだ!?　たった今、俺たちを助けてくれたじゃねーか！」

「今のは……単なる偶ぐう然ぜんだろう。擬獣同士が獲え物ものを奪うばい合って闘ってるだけだ」

「馬鹿野郎っ！　メルティアは擬獣じゃねえ！」

　何が気に障さわったのか、突然アルノーが怒り始めた。

「あんたは知らないだろうけどな、あんな優しくてとびきりいい女、人間にだってそうはいねえよ！」

（こいつ……おかしいのか？）

　中尉はだんだん薄うす気き味みが悪くなってきた。

　人手が足りなかったといえ、素す性じようの判らない傭兵を乗車させたことが悔くやまれる。

「そこにあるのは通信機だな？　なら早いとこ警邏隊の偉いさんに連絡つけて、あいつを援えん護ごさせるんだ。でないと、この街はラザルスに滅ぼされるぞ！」

「………」

　中尉はキャス伍長に目め配くばせしてうなずいた。

　この若造がこれ以上錯さく乱らんして任務に支し障しようを来すようなら、ただちに拘こう束そく──最悪の場合は射しや殺さつもやむを得ない。

　さりげなく腰の拳銃に手を伸ばし、気づかれぬよう安全装置を外した。




〈ったくもー。好き放題やってくれるじゃないのさ、この蟲野郎！〉

　銀色の巨人──『融合体』の中でユピテルの意識が怒りを示した。

　彼女がメルティアとの融合を体験するのはほぼ一ヶ月ぶり、サブナックのとき以来の二回目である。

　一週間前、大型擬獣ガレスとの闘いではユピテルの意志を無視した一方的な相変異だったためか、その時の記憶はまったくない。

〈ひどいものだな。戦闘力のない雌めすや子供までおかまいなしとは〉

　怒り、というよりは嫌けん悪お感かんを露あらわにするメルティアの意識。

　現在──彼女ら二人は、別べつ個この意識を保たもちつつも五感を共有する完全な同調状態にある。

　ユピテルの立場からみれば、夢の中で他人として行動している例の感覚に少し近いように思えた。

〈もっとも、わたしも今までずいぶん人間は殺した。ラザルスのことはあまりいえないが〉

〈あんたの場合は身を守るために仕方なく、でしょ？　ヤツは違うわ──あれはどう見たって楽しんでやってるのよ！〉

〈理由もなく街を破壊して、そんなに楽しいものかね？　わたしには理解できないな──同じ『眷けん族ぞく』ながら〉

　メルティアの姿に気づいたラザルスが、上体を捻ひねって振り向いた。

　頭部の『タブレット』が光ると同時に、縦に開いた口器の付近から赤熱した火球が射出された。

〈あれはあたしに任せて！〉

　同時にメルティアの額でも『タブレット』が輝き、前方にエーテルの防御界バリユームが展開。

　飛来した火球はそこに激突、同心円の光こう輪りんを描えがいて消しよう滅めつした。

〈今度はこっちの番よ！〉

　メルティアがユピテルの意志に従したがって両手をかざすと、まばゆく輝く光フのオ元ト素ンが矢のような形相を取り、大気を切り裂さいてラザルスに放たれた。

　だが奇襲の一発目とは違い、今度はラザルスの防御界であっさり弾き返される。

　黒い擬獣は上体を揺すって嗤った。

『おーほっほっほ。効かないわねぇ～っ！』

　言葉など理解できないが、何がいいたいかは嫌みなほどよく伝わる。

〈戦闘異術のパワーじゃ互ご角かくかぁ……これじゃ千日手だわ〉

〈ぐずぐずしてるとこちらが不ふ利りになるぞ。この姿が維い持じできるのはせいぜい十五分だ〉

〈でぇーっ!?　それを早くいってよ！〉

　ラザルスの胸郭が開き、触針の群むれが射出される。

〈わっ、またアレ？〉

　メルティアの身体を、今度は半球状の防御界が包み込むように守る。

　細身の触手によってラザルスの意のままに誘ゆう導どうされる触針の群は、メルティアのわずか手前でいったん制止し、全方位から押し包むようにじわじわ広がっていった。

〈ちょっと……これって、まさか〉

　触針の先端にエーテルの『力オプス』が収しゆう束そくし、じりじりと不気味な音を立てながら白熱していく。

〈ヤバい！〉

　ユピテルの意識が直感的に危険を察さつ知ちした瞬間──。

　五十本近くの触針はほぼ一斉に突入し、メルティアの防御界を風船でも割るかのように打ち破っていた。




「おい！　ちっとは俺の話を聞けよ！」

　自走砲の車上で──。

　アレフ中尉から拳銃を突きつけられたアルノーが必死になって反はん駁ぱくしていた。

「悪いな。今すぐここから立ち去ってもらおうか」

　引き金に手をかけ、中尉が無表情に告げた。

「擬獣が街を守って闘ってるだぁ？　貴様っ、本官らを愚ぐ弄ろうするか!?

　──それとも、悪いクスリでもやってるのか？」

「こっちだって信じてもらえる話だとは思っちゃいねえよ！　けどな、見てみろ。俺のいうとおり彼女はラザルスと闘ってるだろ!?」

「確かにな。だが、もし銀色の方が生き残ったとして──ヤツが街を破壊しないという保ほ証しようはあるのか？」

「したくてもできねーって。彼女があの姿でいられるのは、せいぜいあと十分なんだから」

「……やっぱりクスリか。まったく近頃の若い連中ときたらっ」

「俺はヤク中じゃねーっ!!」

「あのぉ、中尉殿？　司令部より入電なんですが……」

　先せん刻こくから通信機の前にかじりついていたキャス伍長が、おずおずと声をかけた。

「いま取り込み中だ！　後にしろといっとけ」

「そ、それが……擬獣に対して『象ぞう』を使うから、我々にも支援しろっていってますけど……」

「『象』だと？」中尉は独り言のように繰り返し、ちょっと考えてから

「ほう、そうか……もう完成していたか」

「おい『象』ってなんだよ。サーカスの動物でもけしかける気か？」

　手を上げたまま、アルノーが尋ねる。

「やかましい！　貴様には関係ないことだ。

　で──支援ってなんだ。俺たちにどうしろといってる？」

「何でも火災の煤煙がひどくて、司令部のある場所から擬獣の位置を確認できないんだそうです」

　元々専門の通信士でもない伍長は雑音のひどい無線機に四苦八苦しながら、それでも何とか指令を聞き取っていた。

「ええっと、前線の部隊が全滅して……え？　擬獣を目もく視しできる位置にいるのが自分たちだけ……はい、はい……はっ。了解」

　いったん通信を切り、伍長が顔を上げた。

「我々に観かん測そく兵へいの代行をしろとの命令です。

　──目標となる擬獣の位置を、詳くわしく報告しろと」




　防御界破りの意い図とを一瞬早く見切ったメルティアは、触針の包囲網の一番薄い部分を狙って跳とんでいた。

〈痛ぅーっ!!〉

　肩と背中の何ヶ所かを刺され、鋭い痛みがユピテルにも伝わる。

　それでも全身穴だらけにされるのは免まぬがれ、何とか脱出には成功した。

　しつこく追いすがる触針群を横に転がって避さけ──当然いくつかの建物を押しつぶすことになるが、まあこれはいた仕方がない──ラザルスが立っているのと同じメインストリートに転がり出たところで立ち上がりざま光の矢を放つ。

『げっ!?』

　胸から触針を伸ばしたままでは防御界は展開できない。

　あわてて縮しゆく退たいさせようとしたが間に合うわけもなく──

　結果『光の矢』はまともに命中、

『ぎぇええええっ!?』

　胸郭から伸びた触針群は火花を散らして根本から吹っ飛んだ。

　ダメージを受けたラザルスが悲鳴を上げ、巨体を揺るがせて後ずさる。

　ただしメルティアの側も付け焼き刃で放った一発だけに、致ち命めい傷しようを与あたえるに至いたらない。

〈もう時間がない。一気に突っ込んでカタをつける！〉

〈ちょ、ちょっと待って！　それなら──〉

　ユピテルの意識が慌ててめいっぱいのエーテルを抽ちゆう出しゆつする。

　赤みを帯びた光の奔ほん流りゆう──炎の元素。

　それはメルティアの身体を取り巻くように渦うずを巻き──次の瞬間、それまで滑らかな銀一色であった彼女の身体に炎のような深しん紅くの縞しま模も様ようが浮き上がった。

　蛮ばん族ぞくの女戦士の入いれ墨ずみを思わせる、炎の文もん様ようである。

〈何だ、これは？〉

〈えへへー。今思いついたんだけどね、炎の元素をプロテクターとして身体に張っつけたの。文様型の防御界ってとこね。これで物理的な攻撃にもけっこう耐たえられるわよ！〉

〈なら──行くぞ！〉




　傭兵が『メルティア』と呼ぶヒト型擬獣の姿が一変する光景は、アレフ中尉の位置からもよく見えていた。

　全身に炎のような文様が浮かび上がらせたかと思うと、同時に両手指と両肘を鋭い刃物状に変形させ巨大な蟲型擬獣めがけて突っ込んでいったのだ。

　残る背部の触針を操って迎げい撃げきを図はかるラザルス。

　だが彼女は爪刃を振るって触針を切り飛ばし、じりじりと相手の本体に迫せまっていく。

　ついに業ごうを煮にやしたか──ラザルスは触針による攻撃を断だん念ねんし、耳みみ障ざわりな擦さつ過か音おんで吼えながら大鎌のような前肢を振りかざした。

　メインストリートのど真ん中──アレフ中尉の自走砲が身を潜ひそめる路地の目と鼻の先で、二頭の擬獣は剣闘士のごとく切り結び始めたのである。

「ついに白はく兵へい戦せんに持ち込んだか。怪物ながらなかなか勇ゆう敢かんだな、あのメルティアとかいうヤツは」

　相変わらずアルノーに拳銃を突きつけながら、中尉がいった。

「しかし、あの体格差ではいずれ力で押し切られる──本来、生物はよほどのことがない限り、自分より大きな別種の生物に闘いは挑まないものだ。所しよ詮せん彼らは擬獣……まがい物の疑似生物というわけか」

「なに偉そーにいってやがんだ。あんたらだって似たようなもんだろーが」

「……なんだと」

「この自走砲の愛あい称しよう……『パレックス』てのは確か『蚤のみ』って意味だよな。文字通り蚤みてえにチンケな間に合わせの武器だ。王宮の近この衛え隊たいじゃあ、遥かに優秀な重戦車が実用化されてるってのに」

「しかたがなかろう？　これが現在この街の工場で量産できる、最良の兵器なのだから。我々は自分の街を守るために誇りをもって闘っているのだ。よそ者の貴様ごときにとやかくいわれる筋合いはない！」

「彼女だって同じだ！」

　鼻先に向けられた銃口のことなど忘れ、アルノーは叫んでいた。

「まだ判らねーのかよ!?　獣だってなあ、卵たまごや子供を守るためには遥かにでかい天てん敵てきに立ち向かってくだろう！　あんたたちが自分の街や女房子供を守るために擬獣と闘ってるように──彼女にも守らなくちゃならない人間がいるんだ、この街に！」

「貴様のいっていることは……常じよう軌きを逸いつしている。理解できん！」

　通信機の呼び出し音が鳴った。

　キャス伍長が対応したが、二言三言話した後、

「中尉殿！　司令部から催さい促そくです──早く『象』にエサを寄越せと！」

「………」

　中尉は額に脂あぶら汗あせを浮かべ、目の前の若い傭兵と、メインストリートで血みどろの死闘を繰り広げる二頭の擬獣を見み比くらべた。

　数秒後──おもむろに拳銃をしまい、通信機のマイクを取った。

「こちらは第三自走砲小隊、アレフ中尉だ。目視観測による『標的』の位置情報を伝える！　いいか、標的は──」




　バシッ!!

　振り下ろされた巨大な前肢を爪刃ではねのけ、メルティアは一気に間合いを詰めてラザルスの懐ふところに飛び込んだ。

〈ヤツのエーテル体を破壊する──完全に滅ぼすにはそれしかない！〉

〈それってどこにあるのよ!?〉

〈たぶん心臓の近く──人間でいえば胸きよう腺せんのあたりだ！〉

　肘ひじから突き出した刃で胸部の甲殻に深々と斬り込む。

『ぎゃああああっ!?』

　ヴァシュ──ッ!!

　音を立てて白い水蒸気が吹き出す。

　たらふく詰め込んだ固形化エーテルのため、体内が熔よう鉱こう炉ろ並なみの高温になっているのだ。

　文様型防御界で守られているので、何とか耐えられる。

　だが。

〈違う──外したかっ！〉

　メルティアの意識が悔しげに叫ぶ。

　ラザルスは左右の前肢をメルティアの首の前にクロスさせ、力任せに引き剝はがしにかかった。

　両手の爪刃をラザルスの甲殻に食い込ませ、必死にあらがうメルティア。

『いいわねえ……楽しませてもらったわよォ……けどねェ……』

〈…………!!〉

『ワタシとアンタじゃ……しょせんパワーが違うのよォ──っ!!』

　体内の固形化エーテルを一気に燃ねん焼しようさせ、ラザルスは凄すさまじい力でメルティアの身体を跳はね飛ばした。

　メインストリートの路上に仰あお向むけに叩きつけられるメルティア。

　慌てて上体を起こしかけた瞬間、大木のような節足で胸を踏ふみつけられた。

〈ぐっ……！〉

『──勝負あったわね』

　メルティアは爪で路面を搔きむしり、長い足をばたつかせてもがいたが、五百トンの体重はもはやビクともしない。

　みしっ、と音を立てて細い肩が地面にのめり込んだ。

『ずいぶん……ずいぶんアンタには煮え湯を飲まされてきたけど……それも、これまでよ……くふふふふふっ。おーほっほっほっほっほ!!』

　甲高い嘲笑を上げながら、大鎌のような前肢を高々と振りかざす。

『ひひひ……嬲なぶってやるわ……そうねえ……まずはその顔からァ!!』

　ぼこっ。

　ひどく乾かわいた音を立てて、ラザルスの腹部に大穴が開いた。

『…………へ？…………』

　凄まじい加速を与えられた重量物が、音すら超える速度で己の身体を通つう過かした──最初に理解したのはその感覚だった。

　零コンマ何秒か遅れて、天が落ちてきたような轟音が市街全域を揺るがし、遥か彼方の山さん腹ぷくで弾だん着ちやくの煙が立ち上った。

『ちょっと……ナニよ……今の？』

　メインストリート全体に立ちこめる煤煙と粉塵。

　その彼方から微かに伝わる重厚な履帯の軋きしみ──。

　大通りの全幅を塞ぐほど巨大な人工物が、緩かん慢まんな動きで接近する気配。

『に、人間どもの兵器……？　クソッタレ……こ、こんな時に……』

　うわごとのようにつぶやく蟲の女──その腹にぽっかり開いた穴の中で、何かがぼんやりとした燐りん光こうを放はなっている。

〈──あれだ!!〉

　はっと気づいた瞬間、路面に踏みつけていたメルティアに足下をすくわれ、ラザルスの巨体は付近の建造物を押しつぶして転倒した。

　すかさず馬乗りになるメルティア。

　蟲の腹の中に腕を差し入れ、高温もものともせずに肘まで突っ込んでまさぐる。

　高密度のエーテルで満たされた腹の中でも、ひときわ構こう造ぞう化かされ物質化寸前まで情報を詰め込まれたエーテル体の核かく──。

〈見つけたわね〉

〈ああ〉

　ラザルス相手にかける言葉など、別にない。

　メルティアの額で『タブレット』がひときわ強きよう烈れつな輝きを放った。

　蟲が飽あきるほど喰った固形化エーテルをいったん体内にとりこみ──直後、そのすべてを右掌一点に集中し、エーテル体を握にぎりつぶした。

『ぶぎゃあああああああああっ!!』

　ラザルスの複眼が音を立てて破は裂れつし、甲殻の隙すき間まから水蒸気混じりの体たい液えきが噴出していく。

　額のタブレットが狂ったように点てん滅めつを繰くり返した後、小爆発を起こして砕くだけ散ちる。

　しばらく四し肢しを痙けい攣れんさせていたが、間もなく動きを止めた。

　その姿は──やはり、巨大なゴキブリそのものであった。




「すげえなあ。おたくの街にも、あんな秘密兵器があったのかい」

「秘密兵器だと？　ふん、そんな大げさなものじゃない。警邏隊関係者なら、噂くらい誰でも聞いてるはずだ」

　憮ぶ然ぜんとした口調で、アレフ中尉がいった。

「重突撃砲『バルラス』……コードネームは『象』。

　ゲッヘナ山中に棲せい息そくする大型擬獣ガレスを駆く除じよする目的で、十年くらい前から開発が進んでいた兵器だ。主砲の口径は……確か一五〇ミリだったかな」

　それから思い出したように通信機のマイクを取り上げ、

「アレフ中尉だ。弾着は正確、目標の撃げき破はに成功……そうだ、撃破だ。擬獣は完全に沈ちん黙もくした」

　少しためらってから、

「……第二射の必要はなしと認む。以上」

「へへ。信じてくれてありがとよ。中尉さん」

　中尉は険けわしい表情でアルノーを睨みつけた。
















「もしこれで……あの銀色のヤツが少しでも暴れたら、貴様の頭をぶち抜いてくれるからなっ」

　メインストリートに視線を戻すと──銀色の巨大な女は、骸むくろと化した擬獣の傍かたわらでおとなしく跪座していた。

　片手を路面に置き、疲れ切ったように頭を垂れている姿を見ると、暴れるどころかもはや立ち上がる気力もない様子である。

　ふいに彼女の全身が青白い光に包まれ──砂の彫ちよう像ぞうが崩れるように音もなく消え去っていった。

「………!!」

　中尉と伍長は思わず声を上げるところだった。

　その隙すきをつくようにアルノーはメルティアのいたところに走り寄り、やがて一人の少女をおぶさって引き返してきた。

　まだ子供のようにあどけない少女は、傭兵の広い背中ですやすや寝息を立てて眠っていた。

「……と、いうわけなんだ。これが」

「………」

　中尉は応えない。いや応えられない。

「説明とかそういうの、必要かな？　いろいろ長くなるけど」

「いや……興きよう味みがないといえば噓うそになるが……たぶん、いま聞いても……よく理解できんと思う」

　本音である。

「正直いって……今だって頭がおかしくなりそうだ」

　背後でしきりにうなずくキャス伍長。

「だろうなぁ。俺だって、最初はそうだったから。うん」

「少なくとも……貴様のいったことがすべて真実だったことは……素す直なおに認めよう。

　本官とて、現実を直視できないほど年寄りではないからな」

「あ、そう？　じゃあ悪いけど、俺はこの子を弟のとこにつれてくから。後かたづけとかそーいうの、よろしく頼むよ」

「気にするな。それが我々の任務だ」

　あいかわらず憮然とした表情で、中尉がいった。

「じゃあ、そーゆーことでっ」

　アルノーはペコリと頭を下げ、すやすや眠るユピテルを背負って廃はい墟きよと化したメインストリートを歩き出した。

　だが、数歩もいかないうちに、

「おいっ、傭兵!!」

　怒ったような大声で呼び止められた。

「……何だよ？」

「その女の子が目を覚ましたら……伝えておいてくれ」

　第三自走砲小隊の中尉は背せ筋すじを伸ばし、挙きよ手しゆの礼を送りながらいった。

「アッザム警邏隊のアレフが、感謝の意を表していたと」







　市街の中心部に立ちこめる煤煙の中を一本の火か箭せんが走り抜け、わずかに遅れて雷らい鳴めいのような轟とどろきが大気を震しん動どうさせた。

　街外れの小高い丘から確認できたのはそれだけだった。

　それっきりメルティアやラザルスが動きを見せる気配はなく、間もなく黄昏たそがれの闇がアッザムの街を静かに覆い始めた。

「ど、どっちが勝ったんだろう……？」

　丘の上に立つラッセルがもどかしそうにいった。

　メルティア（とユピテル）がラザルスとの闘いに赴おもむいたあと──。

　アルノーは『メルティアを攻撃しないよう警邏隊を説得する』といってやはり市街地に向かい、ラッセルとカティーナはとりあえず安全なこの丘に避難していたのだ。

　『融合体』に相変異したメルティアがラザルスに立ち向かう姿は辛かろうじて確認できたが、闘いの結果となると結局判らずじまいであった。

「あの二頭の怪物は……どちらも古いにしえの錬金術師が造り出した擬獣なのですね。罪深いことです……人間の浅はかな知恵の生み出した偽いつわりの生物が、世界を恐ろしい地獄に変えてしまったなんて」

　カティーナが声を震わせ、いかにもアビス教徒らしい言葉を洩もらした。

　ラッセルは振り返り、彼女をきっと睨んだ。

「そんな言い方しないでよ！　ラザルスは悪いヤツだけど……でもメルティアは違うよ！　彼女はこの街を守るために闘ってくれたんだ──味方なんだ！」

「メルティア……後から現れた、銀色の擬獣ですね。いったい、あれは何者なのですか？　まるで人間のような姿でしたけど」

　ラッセルはわずかに躊ちゆう躇ちよしたあと、

「いっても信じてもらえないだろうけど……彼女は、本当は擬獣じゃないんだ。言葉もしゃべれるし、それにぼくたちと同じ『心』を持ってる。だから、疑似人間と呼んだ方があってるかも」

「疑似……人間？」

　少女の唇くちびるが微かに動き、その単語を何回か口の中で繰り返しているようであった。

「……いや……」

「カティーナ？」

「い……いや！　いや！　いや！　お父さまぁ──っ!!」

　取り乱したように叫ぶなり、カティーナは頭を抱かかえその場にしゃがみこんで泣き始めた。

「ど、どうしたのカティーナ!?　ぼ、ぼく何か悪いことでも──」

「──そんな所にいたか。リカードの娘」

　金属のように冷ややかな声。

　ラッセルがぎょっとして顔を上げると──そこに、漆しつ黒こくのコートに身を包んだ若い男が立っていた。

　燃え上がるような赤い髪と、対照的に浅あさ黒ぐろい肌はだ。

　猛もう禽きんを思わせる鋭い目つきで二人を──正確にはカティーナただ一人を見つめている。

「お、おじさん……誰？」

　男は、ラッセルの言葉など聞いていなかった。

「迂う闊かつだったな。おまえの身み柄がらは、てっきりソシエタスの地方支部に保護されているとばかり思っていたよ。おかげでせっかくの手て駒ごまを一つ失うはめになったが」

　未だに火災の燻くすぶる市街地の方を見やり、

「ラザルスか……同志に迎えたのはよかったが、結局あいつは壊れていて使いものにならなかった。まあ粛しゆく正せいの手間が省はぶけたというものか」

　ラッセルとカティーナは愕然として男の顔を見つめた。

「あ、あなたは……？」

　男はやや大たい儀ぎそうに苦笑した。

「知ってどうなるものでもないと思うが──まあ礼に従っていちおう名乗っておこう。

『黒い太陽ソル・ニゲル』独立行動隊長ロイガー」

　黒革の手袋を片方だけ外し、掌てのひらに彫ほられた刺青いれずみを示す。

　十字架に絡からみつく毒蛇の、禍まが々まがしい紋もん章しよう──。

「ソル・ニゲルですって!?」

　カティーナが半なかば叫さけぶようにいった。

「私と一緒に来てもらおうか。要件は、まあソシエタスのイヌ共と同じといえば判るだろうが」

「カティーナ、そいつのいうことなんか聞いちゃダメだ！」

　先に大声を上げたのはラッセルだった。

「父さんに聞いたことがある──こいつら、異術の力を悪いことに使うテロリストだ！」

　ロイガーはちら、とラッセルを一いち瞥べつした。

「子供。おまえに用はない──消えてもらおうか」

　男の額に緑色の光が浮かび上がり──

「だめぇ！」

　カティーナの悲鳴。

　ロイガーの片手から走る閃光。

　突然、ラッセルの視界の中で世界が反転し──。

　気がつくと倒れていた。

　身体に覆い被さる、柔やわららかく暖あたたかい感かん触しよく。

　カティーナだ。

　彼女の背中から一条の白煙が立ち上っている。

「か……カティーナ！　カティーナ!?」

　少年の喉のどから悲痛な声がほとばしった。

　ロイガーは動じない。

　ただ、冷ややかな無表情で地面に倒れた二人を見守っている。

「……ラッセルさん……わたし……」

　彼女の唇から、かすれた声が漏れた。




『カティーナもみたいな。とうさまのみつけた、たからもの』




「……わ……たし……」




『ごらん、おまえの見たがっていた宝物だよ。王都に運ぶ前に、特別に見せてあげよう』

『わあー、しゅごーい。なにがはいってるの？』

『ふふふ。中にはねえ、昔の偉い錬金術師の発明した──』

『とうさまー、なかでなにかうごいてるよぉ』

『危ない、カティーナ！　それに触っちゃいかん！』




「お……とう……さま……」




　驚くラッセルの目前で、少女の肉体が青白い光を放って変貌した。

　一瞬の後にそこに在る者──それはもはやカティーナではない。

　か細い四肢と長く伸びた髪の毛は、ある程度少女の姿を留めてはいる。

　しかしその華きや奢しやな肉体は純白の繊せん毛もうにびっしり覆われ、ラッセルの身体に覆い被かぶさった感触はあたかも巨大な繭まゆのようであった。

「カ……ティーナ？」

『彼女』は少し顔を上げ、ラッセルを見つめた。

　白目も瞳どう孔こうもない紫むらさき色の瞳から、一筋の涙がこぼれ落ちた。

「ホモ・ファルサス……？　君も……そうだったんだね」

「……ごめんなさい」

　小声でつぶやくと、よろよろと立ち上がり赤い髪の男に向き直った。

「やはりそうだったか。リカード・コリンズがゼルファナスの工房跡で発見した『資料』──ホモ・ファルサス試作零ぜろ号『エフェメル』」

　満面に邪じや悪あくな笑みを湛たたえながら、ロイガーがいった。

「リカードの娘カティーナの肉体を『器』とし……十年間、よくもソシエタスの連中をたばかり続けたものよ」

「『封ふう印いん』されていた間のコトは、何も憶えていない……ただ気づいて時には……私はカティーナになっていた……」

「不ふ可か抗こう力りよくだったといいたいわけか？　ふははっ。カティーナの身体と記憶を奪い、父親のリカードを自殺に追い込んだ化け物が聖職者気取りとは……まったく片腹痛いわっ！」

「やめてーっ!!」

　カティーナ──いやホモ・ファルサスのエフェメルは顔を覆って泣き叫んだ。

「この十年間……一日として苦しまない日はなかった……私が、私さえ存在しなければ、カティーナは幸せな女の子だったし、父さまもあんなひどい死に方をせずに済すんだのに……それを思って、何べん自分の命を絶とうとしたか……」

「くだらん考えだ。死ねば再びエーテル体に還かえって、あのラザルスのように同じコトを繰り返すだけよ──ホモ・ファルサスに、死の安やすらぎなど存在せんのだ！」

「やめろーっ！」

　ラッセルは地面から跳ね起き、思わず大声で怒鳴っていた。

「ひどいこというなよっ！　例え疑似人間だって──カティーナはカティーナじゃないか！　ぼくらと同じ優しい心をもってる。なにが悪いんだよぉ!?」

　ロイガーは道ばたの塵じん芥かいでも見るような視線をラッセルに向けた。

「子供。貴様に用はないといったろう」

「！　ダメーっ!!」

　悲痛な声を上げてエフェメルは地面を蹴り、ロイガーに体当たりした。

「逃げて！　ラッセルさん、早く逃げてーっ!!」

「カティーナ!?」

「わ、私は化け物でもいい──でも、ラッセルさんに手出しはさせないわ！」

　叫びながら、エフェメルはロイガーの腰にしがみついて力一杯締しめ上げた。

　そのたおやかな細腕からは信じがたいほどの怪力。

　だが──男の身体は大たい木ぼくの幹みきのごとく微動だにしなかった。

「!?　そんな──」

「愚おろか者が……」

　ロイガーは片手でエフェメルの髪の毛を鷲わしづかみにし、

「ふんっ」短い気合いと共に地面に叩きつけた。

「あぐっ！」

　地面に倒れ呆ぼう然ぜんとするエフェメル。

　赤毛の男は両の拳を額ひたいのあたりで交こう差ささせ、

「炎よ……」低い声でつぶやいた。

　同時に、足下から燃え上がった紅ぐ蓮れんの炎が男の全身を包み込み──

　数秒の後、炎の中から直立する体高三メートルの爬は虫ちゆう類るいが出現した。

　ごつごつした質感の赤い外皮で全身を包み、凶暴な鋸のこ歯ぎりばを剝むいたその姿は太古に滅び去った肉食恐竜を彷ほう彿ふつとさせる。

　ただし全体の骨格と筋肉のつきかたはどことなく人間的で、とくに金色に輝く両眼は明らかに高い知性──邪悪なものも含ふくめてであるが──を感じさせた。

　炎を司つかさどる精霊、火竜サラマンデルをやや擬人化させて具現化させたような生物。

「我が真なる名は『フラーマ』──錬金術師ゼルファナスの造りし五番目のホモ・ファルサス！」

「あ……ひっ……」

　鋭い鈎かぎ爪つめを生やした巨大な前肢がぬぅ──っと伸び、恐怖に身をすくめたエフェメルの頭を鷲づかみにした。

　無造作に持ち上げ、自分の鼻先まで運ぶ。

「厳げん密みつにいえば──貴様は『試作体』ではなく『サンプル』なのだ。我々『眷族』と違ってゼルファナスに造られた者ではないのだからな。ゼルファナスは何ど処こか──おそらくは大陸に存在する古代遺跡の中で貴様を発見し──そしてこの国に連れ還った」

　エフェメルはフラーマの話など聞いていられる状態ではなかった。

　空中で細い手足をばたつかせ、苦しげなうめき声を上げてもがいている。

「だから──貴様こそが『鍵かぎ』なのだ。我らが造物主は貴様の研究を通して全てを見いだしたのだから。第五元素エーテルの存在も、我らホモ・ファルサスの創造も。そして何より『遺産』──究極の叡えい智ちアカシック・レコードへの接触手段も!!」

　エフェメルのうめき声がしだいにか細くなり──そして止んだ。

　手足の動きも止まり、死んだようにダランと垂たれ下がる。

　フラーマの金色の眼が、冷れい酷こくに細められた。

「私はソシエタスの連中とは違う──くだらん協定などに縛しばられないし、馬鹿げた手間をかけて貴様のことを研究するつもりもない。今ここで──貴様を喰らう!!　それで、すべての情報は私の血と肉になるのだから!!」

「そ、そんな……ひどいよ……ひどすぎる」

　ラッセルは地面にへたりこみ、震えながらうわごとのようにつぶやいた。

　無法者相手に臆さず立ち向かった勇気も、今は心臓を握にぎりつぶされるような恐怖の前に凍こおりついてしまった。

　かつてカティーナだった存在が生きながら喰われていく悪夢のような光景を、ただ涙を流しながら見つめることしかできなかった。

「姉さん……メルティア……誰か……誰かあの子を」

　もはや正せい視しできず、地面に顔を伏せて絶ぜつ叫きようした。

「あの子を助けてあげてよぉ──っ!!」

「おい、何をやってる小僧？」

　エフェメルの胸に鋸歯を突き立てようとしていた恐竜が、ふと思い出したようにラッセルを見た。

「目を逸らさず見ていろ──次は貴様の番なんだから」




　風を切る音がした。

　白い影が斜陽を遮さえぎり、丘を目指して急速に接近してくる。




「!?」フラーマがびくっと動きを止めた。

　長い頭部をもたげ、警けい戒かいするように周囲を睥睨している。

　その瞬間、空から飛翔してきた巨大な生物が、恐竜の頭部をすれ違いざまに蹴りつけて行き過ぎていった。

「ぬおっ……!?」

　エフェメルの身体を地面に投げ捨て、ロイガー＝フラーマが身み構がまえる。

「間に合ったか！」

　明めい瞭りような人語を発しながら地面に着地したのは、四足の獣の身体に鷲のような頭部、そして巨大な翼──伝説に登場するグリフォンによく似た擬獣だった。

「久しぶりだねえ、フラーマ君。『器』の名はロイガーだっけ」

　鋭するどい嘴くちばしを開き、妙に気さくな口調で語りかけるグリフォン。

「──貴様っ！」

「まったく無神論者というだけで困り者なのに、そのうえテロリストに身を落として婦女子を苦しめるとは……同じ眷族として情けないよ。僕ァ」

「やかましい！　総主教のイヌめーっ！」

　以外に熱しやすい性格なのか──フラーマは全身を赤熱させ、長い尾を振り立ててグリフォンに襲いかかった。

「おーとっと。怖い怖い」

　グリフォンはからかうような声を上げて再び飛翔し、

「あのね君、こんなところで遊んでいていいのかい？　ソシエタスの討とう伐ばつ軍ぐんがそこまで来てるんだよ。せっかくご忠告しに参上したのになぁ」

「な、何ぃ!?」

　噓だった。

　フラーマが慌てて周囲を見回した一瞬の隙すきをついてグリフォンは地面すれすれを滑かつ空くうし、啞あ然ぜんとしているラッセルと、気を失って倒れているカティーナ＝エフェメルの身体を抱え込んだ。

「あいかわらず──理屈っぽいわりには単細胞なヤツだね、君は！」

　そして呆然と空を見上げる赤い恐竜を丘の上に残し、宙高く舞い上がった。

「二人とも、遅れてすまなかった」

　夕映えに染め上げられたアッザムの上空を羽ばたきながら、グリフォンはラッセルたちに話しかけてきた。

「もしメルティアが……ユピテル君が破れるようなら、僕があのラザルスと差し違えなけりゃならなかったんでね」

　その声には、確かに聞き覚えがある。

「あなた……ひょっとしてフェルゼンさん!?」

　ラッセルは思わず大声を上げていた。




　街の近傍にある小さな山の麓に、グリフォンはゆっくりと着陸した。

　ラッセルたちを地面におろしたあと、いったん浮き上がって少し離れた場所に降り立ち──。

　青白い光を放って人間の姿に相変異した。

　白い法衣を身にまとった、アビス教の青年司祭。

「ケガはなかったかい？　エフェメル──いやカティーナ君」

　エフェメルは、いつの間にか相変異を起こしてカティーナの姿に戻っていた。

「し……司祭……さま？」

　補祭の少女は震えながら身を起こした。

「隠していてすまなかったが……ぼくがこの街に来たのは、聖堂の司祭になるためじゃない」

「………」

「判ってると思うが……こうなった以上、もう君を補祭としてあの聖堂に置いておけなくなった。教会としては、『鍵』を異術師たちに渡すわけにはいかないからねえ」

「覚悟……しております」

　カティーナはすすり泣きながら地面に跪ひざまずき、深く頭こうべを垂たれた。

「そ、そんな！」

　大声を上げたのはラッセルだった。

「あんまりだよ！　カティーナが何をやったっていうのさ!?」

「いいんです、ラッセルさん」

　カティーナが少年を制止した。

「ホモ・ファルサスの本能とはいえ──カティーナ・コリンズさんの肉体を奪ったことは、逃のがれようのない私自身の罪なのですから」

「六歳といえば、まだ人格も充分固まってない頃だ……カティーナにしてみれば、おそらく『取りつかれた』という自覚もないままに融合されてしまったのではないかな」

フェルゼンがいった。

「本物の彼女には不幸な事故だったけど……その後の十年、君はカティーナとして一いつ生しよう懸けん命めい生きてきたんだろう？　充分、カティーナの名を名乗る権けん利りはあるとおもうけどねえ」

「……え？」

「僕が総そう主しゆ教きよう猊げい下かに授さずかった使命は二つ……一つは君の正体を確かめ、もし疑似人間だったらしかるべき処しよ置ちを下すこと。そしてもう一つは、アビス・ウルの信徒としての君自身の信仰を確かめること」

「………？」

「改めていおう──カティーナ・コリンズ君。君を第十七教区の補祭から解任し、今後は正規の司祭として布教にあたってもらう」

「!!」

　フェルゼンは自分の額を飾っていた『聖石』を外し、驚く少女に手渡した。

「さあ、これは君のものだよ」








エピローグ









「い、生きてるのか……？」

　瓦が礫れきの中から身を起こし、フリッツは虚うつろな口調でつぶやいた。

　折り重なった柱と柱の隙すき間まにいたため、幸運にも圧あつ死しを免まぬがれたらしい。

「もう夜明けか……一晩中気絶してやがったのかい」

　東に横たわるゲッセへ山の稜りよう線せんが茜あかね色いろに染そまっている。

　生まれてこの方、こんなにも朝焼けが美しいと感じたのは初めてだった。

　塵じん芥かいまみれの姿でよろよろ立ち上がり、とりあえず街の方へ引き返そうと思ったそのとき。

「……誰か……来てくれぇ……」

　潰つぶれかけた蝦が蟇ま蛙がえるのようなうめき声が、何ど処こからともなく聞こえてきた。

　無む視しして立ち去ろうかとも思ったが、何となく後ろ髪を引かれて瓦礫の間をのぞき込んでみる。

　商館の梁はりであったと思われる極ごく太ぶとの柱。

　横倒しになった巨大な材木の下に、王都から来た異術師の少年が下敷きになっていた。

「……生きておいでなすったんですか」

「勝かつ手てに……殺すなっ……」

　言葉とは裏腹に、その声は消え入りそうに弱々しい。

「重くないですか？」

「重いにきまってるだろ!?　エーテル操作でなんとか支えてるんだっ、何とかしてくれ～!!」

「へえ。しかし、こりゃアッシ一人じゃ無理ですぜ。人を呼ばねえと」

　そういって立ち上がりかけたが、ふと思いだしたように

「ところでルスカ様？　昨日殴なぐり込みをかけてきたあの小こ娘むすめ……ありゃいったい何者なんです？」

「あいつの名はユピテル・シュレディング──ボクの宿しゆく敵てき、人類の天敵、擬獣より凶暴な女だ！　まあほんのオマケとして、ソシエタス現理事長シュレディング閣かつ下かの令れい嬢じようというどーでもいい肩かた書がきがついてるが」

「それって……トンデもねえ肩書きだと思いやすけど」

　フリッツは昨日、自分がユピテルに向けて発砲したことを思い出した。

　結果的に、傷一つ負わせなかったからよかったようなものの──

（一歩間違えれば、ソシエタス八万人を敵てきに回しちまうとこだったのか……くわばらくわばら）

「で……ルスカ様とはお知り合いで？」

「ま、まあな。異術学院の特別クラスで……五年間一いつ緒しよだった。くっそ～思い出しても腹が立つ。あの女さえいなけりゃ、学術も実じつ技ぎもすべてボクのトップ独どく走そう態たい勢せいだったのに！　そ、それにも飽あき足りず卒業してまでボクの足を引っ張り続けるとは……まさに人型の病原体、生ける疫やく病びよう神がみとはあの女のことさ!!」

「ひょっとして……今まで、何度かこんなことがあったんで？」

　フリッツは恐る恐る尋たずねてみた。

「五年間、しょっちゅうだ!!」

「なるほどねえ」

（俺たちのリンチを見たくらいじゃ、動じねえワケだ）

　フリッツは腕組みして深々とうなずいた。

「……お察さつししやす」

　衷心からの言葉である。

　実に二十数年ぶりに感じる、他人への思いやりであった。

「同情はいいから……この柱……早くどけてくれぇ……」

　末尾の声はかなり弱々しい。

「へいっ。ただいま若い衆を呼んでまいりやすから、もう少しお待ちを」

「もう少しって……どれくらい？」

「一時間ばかり」

「…………」

　ぱたっと声が途と絶だえた。

（まあ一晩もったんだし……死にゃあせんだろう）

　フリッツはジャケットの埃ほこりをはたき落とし、ふらつく足取りで瓦礫の山を離れた。







「いや～、悪いねえ。便びん乗じようさせてもらっちゃって」

　細ほそ身みの身体には不釣り合いの大きな旅行鞄かばんを抱え、司祭フェルゼンはにこにこ笑いがら馬車の中に乗り込んできた。

「お礼ならアルノーにいってね。この車手配してくれたの彼なんだから」

　といいつつ、ちゃっかり窓まど際ぎわの特とく等とう席せきに陣じん取どるユピテル。

「でもアルノー、警けい邏ら隊たいの大型輸送馬車なんてよくチャーターできたじゃない。今は民間の交こう易えき馬車だってなっかなかつかまんないっていうのに」

　大型擬獣ラザルスの襲撃によって人的・物的両面で莫ばく大だいな損そん害がいを受けた自治都市アッザム。

　市街地の復旧と被災者の救援のために市内に存在する全ての輸送車両は半強制的に徴ちよう発はつ、とくに市の復旧に関係ない旅行者の移動にはほとんど利用できない有様であった。

「あー、この街の警邏隊にちょっと知り合いがいてね……事情を話したら、食料調達のための便にスペースを確保してくれたんだ」

（そーいやユピテルにはまだ伝えてなかったな。アレフ中尉のメッセージ）

　あの後一度だけ再会したアッザム警邏隊の将校はあいかわらず無ぶ愛あい想そうであったが、それでも特に事情を聞こうともせず馬車の便べん宜ぎを図はかってくれた。

（何かとっつきにくいオヤジだったけど……何とか退たい役えきまで、死なずに頑がん張ばってほしいよなぁ）

　市内が復ふつ興こうにおおわらわになっている今日も、中尉の自走砲小隊はアッザム近郊の擬獣掃そう討とう任にん務むに就ついているのだという。

「でも驚いたなぁ、司祭さんもあたしと同じだったなんて」

　車内に身内の人間しかいないのをいいことに、まるで世間話でもするかのような調子でユピテルがいった。

「僕がこの身体を『器』にしたのは、もう十年近く前になるかなぁ……もちろん、この事実は総主教エルベシウス猊下と、あとは一部の大主教に限られてるけどね」

　ユピテルの向かいに腰掛けながら、フェルゼンがいう。

「でも……よく教会のお偉えら方がたが認めてくれたわね。いっちゃあ何だけど、異い端たんとかそーゆーのにうるさいんでしょ？　アビス教って」

「いやあ、初めは修道院に幽ゆう閉へいしておくつもりだったらいんだけどね。ただ、ソシエタスや『黒い太陽ニゲル』の異術師たちが本格的に『遺産』の探たん索さくに着手したって情報が入って……結局、総主教府のエージェントとして働くことを条じよう件けんに解かい放ほうしてもらったってわけさ」

「教会も……『遺産』を捜さがしてるの？」

「うん。僕らの場合はあくまで『封ふう印いん』が目的だけれどね。ようするに、憎にくんでもあまりある無神論者──つまり異術師たちの力でこの国の運命を左右されるのが面白くないのさ。総主教府のエラいさん方は」

「それって……ちょっとオトナげないと思う」

「大人の世界ってのはね、実は君らが考えている以上にオトナげない場所なのさ。はは」

　フェルゼンは笑って肩をすくめた。

「ゼルファナスが僕ら『眷けん族ぞく』をいったい何番まで試作したのか不明だけど……そのうち何体かは既すでに人間を『器』にして社会に紛まぎれ込んで生きている。僕やあのロイガー……フラーマみたいにね」

「ふうん。あたしとメルティアだけじゃなかったんだぁ」

「君らみたいに、ホモ・ファルサスと『器』が別個の人格を保ったまま共生しているケースは珍めずらしいけどね。まあ『試作体』というくらいでホモ・ファルサスごとの能力や特性にはばらつきがあるみたいだし……メルティア君はまた、僕らと違った個体なのかもしれないなぁ」

「……だって。聞いてる？」

〈………〉

　メルティアは応えない。眠っているのか。

「でもさ……フェルゼンさんは悩まなかったの？　その、カティーナみたいにさ」

「しばらくの間は苦しんだけどね。ただ、僕の場合は信仰があったから……『器』になった彼も、彼の存在を受け継ついだ僕も……神に対する気持ちはまったく変わらないわけだし」

「う～ん……」

　このあたり、無神論者のユピテルにはちょっと理解できない。

「概がいして、『器』にされた人間に強きよう烈れつな欲よく望ぼうや目もく的てき意い識しきが存在した方が、『融合』はうまくいくようだ。その結果、ラザルスやフラーマのように悪魔に身を委ゆだねてしまう連中も出てきてしまうわけだが……」

　司祭はちょっと言葉を切り、自嘲気味に笑った。

「僕も……彼らの同類なのかもしれないなぁ。何かに縋たよらなくちゃ生きていけないという点では」

「！　そんなこと──」

　ユピテルが何かいいかけたとき、

「ごめんなさい！　すっかり遅れちゃった」

　転がり込むようにラッセルが乗り込んできた。

「こら！　遅いぞ、どこで道草くってたのよ！」

「え!?　あの、それは……」

「ラッセルさんを、叱しからないであげてください。今まで、聖堂の片づけを手伝ってくれてたんです」

　少年に続けて入ってきたカティーナがいった。

　司祭の身分であることを示しめす純白のドレスに、一本編みを解いた長い髪がよく似合う。

　鏡で自分の顔を見たくないばかりに無理にかけていた眼鏡も、いまはもうなかった。

「次の街についたら、そこで僕らはお別れだ。総主教府のある小ヴァリス島までカティーナを送っていって……彼女はそこの修道院で、正せい規きの司祭になるための修行に入ってもらう。武装民兵と聖堂騎士団の守しゆ護ごする総主教府なら、『黒い太陽』の連中もそうそう手出しはできないだろうからね」

「そうかぁ……よかったね、カティーナ。あたしは神様ってイマイチ信じてないけど……でも、カティーナならきっといい司祭さんになれるよ」

　白衣の少女はにっこり笑って首を振った。

「とんでもないです。私なんかまだまだ未み熟じゆく者もの──フェルゼン様のご厚こう意いで、司祭候補生の一人にしていただいたというだけですから」

「でもさ、もう司祭様の『聖石』は授かったんでしょ？　へへー、これで監察局の連中もカティーナには手出しはできなくなったってワケよね。あはっ」

「え！　そ、それは……」

「いーのいーの。あたしに遠えん慮りよしなくたって♡　ルスカやゾシモスにはいいクスリよ。組織がデカけりゃ、何やってもいいってわけじゃないもの。別にエフェメルだけが『遺産』の手がかりってわけじゃなし──あたしはあたしでまた探索の旅を続けるよ」

「ユピテルさん……」

　カティーナはふくよかな頰ほほを少し赤らめてうつむいた。

「私、あなたがた姉きよう弟だいにお会いできて……いえ、お友だちになれて本当によかったです。もちろん、アビス・ウルの信徒としての修行はまだまだこれからですけど……何だか好きになれそうな気がするんです。

　自分を……本物とか偽にせ物ものとかそういうことではなく、いま、ありのままのカティーナ……『エフェメル』の部分も含めて」

「当然だよカティーナ！　だって、自分を好きになれない人が、神様だけ好きになったってしょーがないもの」

　それからちょっといたずらっぽく笑い、

「でもさ『あなたがた姉弟』て、九割方、弟の功こう績せきなんでしょ？　今回は最後まで頑張ったらしいじゃない？」

「え？　ぼく、そんな……」

　いきなり話を振られたラッセルが、赤面してうつむいた。

「ぼくは……今度もダメだった……最後に縋すがっちゃったもの」

　あの日丘の上で見た恐るべき光景──エフェメルを生きながら喰おうとした赤い恐竜フラーマの姿が脳のう裏りに蘇よみがえり、少年は急に胸が苦しくなった。

　フラーマは──厳密にはフラーマの『器』ロイガーは、ギートたちのように暴力に奢おごっていたわけでも、ラザルスのように心を病んでいたわけでもない。

『必要な情報を得る』ただそれだけのために平然と少女を喰うつもりだったのだ。

　少年が見てしまったものは──『理性』という名の最悪の狂気。

「そんなことないです！　ラッセルさんは勇ゆう敢かんでしたわ！」

　ふさぎこんだラッセルを見て、カティーナが少しムキになっていった。

「ラッセルさんは──私の聖騎士です！」

「あっちゃー」

　ユピテルが顔を覆おおった。

「そこまでいわれちゃーしょがないわね。ラッセル！　あんた、カティーナと一緒に総主教府までいって……そこで聖堂騎士団に入団なさい。お姉さまの命令よ」

「え？　え？　え？」

〈よせ小娘！　ラッセルをどこにやる気だ!?〉

「あれ、メルティア？　なーんだ起きてるんじゃないのぉ。ジョーダンよ、ジョーダン。マジに受け取らないでよぉ」

〈例え冗じよう談だんでも──あの子は純じゆん真しんなんだ。あまりつまらないことを吹き込むな〉

「仲直りしたのはいーけど……なんかあんたのご執しゆう心しん、かえって激しくなってきたんじゃないの？」

「メルティアさん……『眷族』の方ですね」

　カティーナがふっと微笑んだ。

「一度お会いしたかった……ちょっと残念ですわ」

〈………？〉

　メルティアは不ふ審しんそうに黙だまり込んでいる。

「そーいやまだ会ってなかったっけ……あのね、このへんにいるのよ」

　ユピテルはそういって自分の胸（注：同世代としてはかなり発はつ育いく途と上じよう）を指さした。

「そうですか？」

　カティーナはユピテルの胸に顔を近づけ、ちょうど心音を聞くかのように頰を寄せた。

「メルティアさん……アッザムを──私の街を守って下さって、本当にありがとうございました。ぜひいつか……直じかにお礼をいわせて下さいね」

　突然──ユピテルは自分の心しん拍ぱくが高まり、顔が火ほ照てってくるのを感じた。

「へ？　な、な、何よコレ？」

「ど、どうしたのさ姉さん？　顔が真っ赤──」

「ユピテル──おまえ、ひょっとしてレズっ気でもあったのか」

　冗談とも本気ともつかぬ言い方でアルノーも聞いてくる。

「し、知らないわよーっ！　どうなってんの～!?」

　数秒後──。

　赤面して照れているのがメルティアの方であるという事実に気づき、車内にいた全員が声を上げて笑った。








（疑似人間メルティア２・完）










あとがき









　まず、何はともあれ──




祝・ゴジラＮＹ上陸!!




　いや、この本が出る頃ころには例のＵＳＡ版ばんが本国公開されてるはずなんで（笑）。

　インターネットから洩もれてくる情報を信じる限かぎり、デザインがアレだとかストーリーがちょっとナニじゃないとかいろいろ感じる所はございますが……元怪獣少年（笑）の対馬つしまとしましてはここは一つ、ＩＤ４並に大ヒットしてアチラでもメジャーになって欲しいなあ、という願いを込めて。

　で、何の話でしたっけ？

　そうそう『疑似人間メルティア２・ラザルスの逆襲』お楽しみ頂いただけましたでしょうか？

　あ、『ラザルスの逆襲』ってのは現段階のメインタイトルね。

　もし変へん更こうしてたらゴメンナサイ。

　しかし何というか、我ながら三十秒で考えついたようなタイトルですねー。

　他の作家の方たちはもっとこう、スマートでハイセンスで含がん蓄ちくのあるタイトルを考えてるのに。こんなことでいーのか対馬。

　まあ実際のところタイトルが示しめす通り今回はいわゆる『逆襲』ネタで軽かるく流ながす予定だったんですけどね（って何様だおまえは）。

　ただ実際に書き初めてみると前作でやり足たりなかったコトをついやりたくなったり、思いつきで出したキャラが一人歩きし始めたり、あるいは単に作者の脳が暴走したりして（徹てつ夜や二日目の明け方くらいによくある現げん象しよう）まあ、いろんな意味で前作『わたしの中の魔獣』より（良くも悪くも）『濃こい』内容に仕上がっていることは手て前まえ勝がつ手てに自じ負ふしておきましょう。

　……日本語になってない。

　実は今も徹夜明けでして（涙）。

　しかも会社の方には「すんません、熱が下がらなくて～ゲホゴホ」なんて『ソシエタス』副理事長（第２章参照のこと）みたいなこといって有ゆう休きゆうとってます（三日目）。

　そのくせ会社からかかってきた電話には（編集部からかと思って）「ハイッ!!」なんて元気いっぱいに応対してたりして。

　……バレたな。




　サラリーマン作家・対馬正治、プロ宣せん言げん近し（笑）。




　まあ本ほん編ぺんの話題に戻りますと、レギュラー・新登場とりまぜて今回はキャラクターが多数登場します。

　ホントいっぱい出てくる……そのほとんどが悪役系なのが笑っちゃいますが。

　作者イチオシなのはやっぱり（笑）ルスカ君ですかね。

　ロイガー君もまあ今後の成せい長ちよう株かぶですか（とかいって次巻であっさり殺したりして）。

（いちおう）タイトルロールのラザルス君は……どうしちゃったんでしょうねえ？

　最初はこんなヤツじゃなかったのに。悪いものでも喰くったのか。

　逆に女の子のゲストがカティーナ嬢じよう一人ってのがちと寂さびしいかな？

　基本的に主役二人（？）がどっちも女の子なんで無理に女性キャラを増やす必要を感じなかったってゆーのもありますが。このままじゃいけませんね。『悪人とオヤジ』しか出てこない史上最低の世界観が完成してしまう（恐怖）。

　話は飛びますが今回、メルティア（人間モード）のコスチューム一新しました。ぐっとアダルト感ＵＰしてます。ありがとう小お河が原はら先生。

　融合体（デカいやつね）も銀一色じゃ寂しいのでバージョンアップしました。

　これも小河原先生入にゆう魂こんの傑けつ作さくなんでイラストページでお楽しみ下さいね。

　え？　日本の特とく撮さつヒーロー番組の草くさ分わけとなった某超人に似にてるって？

　似てるかなあ？　似てるかも（笑）。

　ああ！　記憶と記憶がごっちゃになってナニがナンだか（第４章参照）。




　話は変わりますが、今回をもって担当の編集者様が交こう代たいされるそうです。

　現担当Ｓ山さん。今までどうもお世話になりました。「メルティア２」の原稿落とす寸前まで送らせてしまいごめんなさいです。

　この「あとがき」も今すぐメールで送りますから（土ど下げ座ざ）。

　新担当Ｓ田さん。共に手を携たずさえて「メルティア」シリーズ盛もり上げて参りましょう！

　ところで短たん編ぺん企画の方いましばらく待って下さい（土下座）。




　最後になりましたが──この本を読んで下さった貴方あなた！

　本作のご意見ご感想、ぜひともお寄せ下さいまし。アンケートハガキでもたいへん結けつ構こうですが、編集部気付でファンレターなど下さるとなお嬉うれしいです。

　よろしくお願いしま～す。
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